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計 画 の 区 分 学部の学科の設置

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

設　置　計　画　の　概　要

事 項 記 入 欄

事 前 相 談 事 項 事前伺い

フ リ ガ ナ ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝ　ﾘｭｳｷｭｳﾀﾞｲｶﾞｸ

設 置 者 国立大学法人　琉球大学

大 学 の 名 称 琉球大学  (University of  the Ryukyus)

フ リ ガ ナ ﾘｭｳｷｭｳﾀﾞｲｶﾞｸ

新設学部等 にお い て
養 成 す る 人 材 像

【工学科】
① 本学部の理念である地域産業の要請に応え、幅広い教養と技術者倫理、コミュニケーション能力および高度で最新の専門知
識を身につけ、安心・安全な社会の創出および環境保全や平和に貢献し得る、豊かな創造力と実践力を兼ね備えた高度理工系
人材を養成する。
② 工学技術者の養成を教育目的として、数学・物理学など工学系の基礎学力、幅広い教養および高度な専門知識と技術、自ら
問題を発掘し解決しその成果を簡潔・明瞭に表現する能力、リーダーシップ能力、イノベーションを創出する発想力・企画力、グ
ローバルな環境で活躍できるよう外国語の運用能力及び技術者の倫理観を修得させる。
③ 卒業後の進路については、各教育コースの③に示す。

〇機械工学コース
① 自動車、航空機、ロボットなどの機械やその設計・製造・メカニズムに関心があり、機械工学を学ぶ意欲があることを本コースへ
の受け入れ方針として掲げ、自らの知識、能力で設計・ものづくりができる基礎、これを高めていく自己学習能力を身につけた機
械技術者を養成する。
② 機械工学の各基幹分野（材料力学、流体力学、熱力学、機械力学、制御工学、機械材料学、材料加工学）を重点的に教育す
ることで、機械を開発・維持・管理するために必要な課題を模索・解決する力を養成し、機械技術者として国内外で幅広く活躍で
きる能力を修得させる。
③ 本コース卒業後は、大学院博士前期課程への進学、輸送関連（自動車、鉄道車両、船舶、航空機）、工作機械、材料（鉄鋼、
非鉄鋼）、エネルギー（発電プラント）、電気機器、精密機械などの幅広い分野の民間企業の機械技術者として就業することが想
定される。

〇エネルギー環境工学コース
① 広く国際社会を俯瞰したエネルギー・環境問題の現状を捉えつつ、地域との関わりを意識した持続可能な社会と人との諸問題
について、関連する基礎科目を自主的かつ継続的に学習することで、それら複合分野の統合マネジメント、課題の解決に寄与で
きる技術者を養成する。
② エネルギー・環境問題を考慮したエネルギー源や環境負荷低減技術の開発と利用、および機械工学・電気工学におけるエネ
ルギーの効率的な変換や制御と、環境に配慮した材料の知識、ならびに環境工学やマネジメント工学などの幅広い専門的な知
識と、それら複合分野の統合マネジメント、課題の解決に寄与できる能力を修得させる。
③ 本コース卒業後は、大学院博士前期課程への進学、民間企業等におけるエネルギー利用の改善・管理ならびに環境負荷低
減技術等の幅広い分野の技術者として就業することが想定される。

〇電気システム工学コース
① 電力・エネルギー利用技術とシステム制御技術を基盤とし、これらの技術を応用することにより、現代社会の基盤を形成する電
気システムインフラを維持・管理していくことができる人材を養成する。
② 電力工学、エネルギー変換工学、メカトロニクス、制御工学、システム工学、組込みシステム等、電力エネルギー工学ならびに
システム制御工学に関する専門的知識と技術を修得させる。
③ 本コース卒業後は、大学院博士前期課程への進学、電力、電気設備、プラント、自動車、計測、ロボット産業、ソフトウェア開発
等の幅広い分野の技術者として就業することが想定される。

〇電子情報通信コース
① エレクトロニクス技術と情報通信技術を基盤とし、情報通信機器の小型化・ウェアラブル化ならびに省電力化等を実現する集
積回路技術や新機能デバイス、高速通信技術や高度センシング技術の開発に取り組める人材を養成する。
② 電子材料、電子デバイス、回路設計、計算機、ソフトウェア、信号処理、情報通信工学等、エレクトロニクスならびに情報通信
工学に関する専門的知識と技術を修得させる。
③ 本コース卒業後は、大学院博士前期課程への進学、電子デバイス、半導体、電子機器、情報通信、放送、ソフトウェア開発等
の幅広い分野の技術者として就業することが想定される。

〇社会基盤デザインコース
① 亜熱帯・島嶼・海洋性の自然環境下における都市・橋・鉄道・道路・空港・ダムなどの社会基盤デザイン（計画・設計・建設・管
理）に関して、地域社会のニーズと自然環境に調和した強靭な社会基盤創成および台風や気候変動現象などのグローバルな環
境防災に貢献できる専門技術者を養成する。
② 社会基盤デザイン工学の主要専門（社会システム計画学、水圏環境工学、地盤環境工学、構造設計工学、建設材料学）の専
門知識、社会基盤の設計から維持管理まで体系化された専門知識および環境防災に関する幅広い専門知識を修得させる。
③ 本コース卒業後は、大学院博士前期課程への進学、国および地方の土木技術公務員、社会基盤に関する計画・設計・環境
調査関連のコンサルタント、建設業、橋・鉄鋼などの製作製造メーカ―、メンテナンス等の幅広い分野の技術者として就業すること
が想定される。

〇建築学コース
① 自然と調和しながら人間生活の安全性・快適性・利便性を追求し、社会のニーズに対応できる豊かな創造性と幅広い知識を
持つ建築技術者を育成する。地球環境を見据える国際的視野を持ち、亜熱帯地域に属する沖縄の特色ある自然環境や地域資
源、文化伝統を深く理解し、地震、津波、台風等による自然災害に対処する技術を身に付けた包括的で高度な専門知識を有す
る人材を養成する。
② 建築技術者として必要な専門知識と技術と共に、幅広い教養と自立性、コミュニケーション能力、社会的責任の理解、問題解
決力を修得させる。
③ 本コース卒業後は、大学院博士前期課程への進学、建築の設計、施工、構造、設備、行政、都市計画等の幅広い分野の技
術者として就業することが想定される。
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既設学部等 にお い て
取 得 可 能 な 資 格

【工学部全学科(情報工学科を除く)】
・高等学校教諭一種免許状（工業）
　① 国家資格
　② 資格取得可能
　③ 卒業要件単位に含まれる科目のほか、教職関連科目の履修が必要
【工学部情報工学科】
・高等学校教諭一種免許状（情報）
　① 国家資格
　② 資格取得可能
　③ 卒業要件単位に含まれる科目のほか、情報関連科目及び教職関連科目の履修が必要

【機械システム工学科】
① 亜熱帯島嶼性で独特の気候、風土、文化をもつ沖縄では、研究開発、製造に関する幅広い知識を有した機械技術者が求め
られており、本学科では、機械工学の基礎となる科学技術に親しみ、将来、これを活かして広く社会へ貢献する自立した機械技
術者を養成する。
② 機械システム工学における基本的な学問体系を教授するとともに、島嶼県であって孤立的環境にある沖縄県の製造業を維
持・発展させるのに必要な設計力、製造技術力、技術者倫理や、これらを高めていく自己学習能力と問題解決能力を修得させ
る。
③ 本学科卒業後は、大学院博士前期課程への進学、公官庁・民間企業（電力、ガス、航空、製鉄などの幅広い分野）等の幅広
い分野の技術者として就業することが想定される。

【電気電子工学科】
① 最新の電気電子工学に裏打ちされた高度な専門性とコミュニケーション能力を併せ持った国際社会で活躍できる優れた人材
を育成します。さらに、技術者倫理規範に従って国内外の産業振興、最先端の研究開発、高度人材育成に貢献できる創造力豊
かな技術者と研究者を養成する。
② 電気電子技術者としての基礎学力、電気電子分野の広がりの理解と専門的な課題に取り組む素地、幅広い教養と豊かな知
性及び柔軟な思考力、技術者としてのコミュニケーション能力、技術者と社会との接点および技術者の倫理観および責任の理
解、問題理解、課題解決能力、及び自主学習能力を修得させる。
③ 本学科卒業後は、大学院博士前期課程への進学、電力、電気設備、半導体、電子機器、情報通信、放送、ソフトウェア開発
等の幅広い分野の技術者として就業することが想定される。

【環境建設工学科】
〇土木コース
① 自然環境と調和のとれた、ゆとりある社会システムを構築するために、社会基盤施設の計画・設計・建設・管理に必要な知識を
習得した人材、人文科学・自然科学・社会科学を工学によって関連づけて理解し、実社会において物事を多面的に捉え、積極的
に問題を解決できる人材、及び亜熱帯島嶼という地域特性を活かした教育・研究により、人類と自然環境との共生や土木技術者
の社会的責任（技術者倫理）を理解し、地域・国際社会へ積極的に貢献できる人材を養成する。
② 多面的理解、技術者倫理、土木工学の基礎能力、土木工学の主要専門分野である構造工学、土木材料学、地盤工学、水工
水理学、土木計画学の基礎および応用能力と自己継続学習能力、デザイン能力、プレゼンテーションを行う能力、外国語能力、
問題解決能力を修得させる。
③ 本コース卒業後は、大学院博士前期課程への進学、沖縄県庁、国の行政機関、観光産業を支える社会基盤企業（コンサルタ
ント、ゼネコン、建設メーカー）等の幅広い分野の技術者として就業することが想定される。

〇建築コース
① 地球環境を考え、地域の自然や文化と調和する建築や都市を創造する情熱と専門知識を有する人材、物事を人文科学・社
会科学・自然科学等から多面的に把握・分析し、積極的に問題を解決できる人材および人類と自然との共生や技術者の社会的
責任を理解し、地域及び国際社会へ積極的に貢献できる人材を養成する。
② 建築技術者として必要な専門知識と技術と共に、幅広い教養と自立性、コミュニケーション能力、問題解決力を修得させる。
③ 本コース卒業後は、大学院博士前期課程への進学、建築の設計、施工、構造、設備、行政、都市計画等の幅広い分野の技
術者として就業することが想定される。

【情報工学科】
① 情報工学科では、コンピュータサイエンスおよびコンピュータエンジニアリングの基礎を修得した情報技術人材を養成する。
② 進展著しい情報技術分野で持続的に成長可能な技術者にするために、専門知識とスキルのみならず、幅広い教養と、自律
性、柔軟性、コミュニケーション能力、課題解決力を修得させる。
③ 本学科卒業後は、大学院博士前期課程への進学、民間企業（情報通信産業、他産業の情報関連部門）等の幅広い分野の技
術者として就業することが想定される。

既設学部等 にお い て
養 成 す る 人 材 像

新設学部等において
養成する人材像

〇知能情報コース
① 知能情報コースは、コンピュータサイエンスをベースに人工知能を融合することで、21世紀の新しい情報技術を
創出できる人材を養成する。
② 進展著しい情報技術分野で持続的に成長可能な技術者にするために、専門知識とスキルのみならず、幅広い教養
と、自律性、柔軟性、コミュニケーション能力、課題解決力を修得させる。
③ 本コース卒業後は、大学院博士前期課程への進学、情報通信産業、他産業の情報関連部門等の幅広い分野の情報
技術者として就業することが想定される。

新設学部等 にお い て
取 得 可 能 な 資 格

【工学部工学科全コース(知能情報コースを除く)】
・高等学校教諭一種免許状（工業）
　① 国家資格
　② 資格取得可能
　③ 卒業要件単位に含まれる科目のほか、教職関連科目の履修が必要
【工学部工学科知能情報コース】
・高等学校教諭一種免許状（情報）
　① 国家資格
　② 資格取得可能
　③ 卒業要件単位に含まれる科目のほか、情報関連科目及び教職関連科目の履修が必要
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学位又
は称号

学位又は
学科の分野

異動元
助教
以上

うち
教授

機械システム工学科 28 7

電気電子工学科 23 8

環境建設工学科 17 5

情報工学科 14 5

新規採用 12 11

計 94 36

学位又
は称号

学位又は
学科の分野

異動先
助教
以上

うち
教授

工学科 28 7

退職者 3 3

計 31 10

工学科 23 8

退職者 2 2

計 25 10

工学科 17 5

退職者 5 4

計 22 9

工学科 14 5

退職者 2 2

計 16 7

工学科（再掲） 28 7

退職者（再掲） 3 3

計 31 10

工学科（再掲） 23 8

退職者（再掲） 2 2

計 25 10

　

【備考欄】

　教育学部
　　学校教育教員養成課程　〔定員増〕（　40）（平成29年4月）
　　生涯教育課程　　　　　（廃止）　（△90）（平成29年4月）

　農学部
　　亜熱帯生物資源科学科　〔定員増〕（　10）（平成29年4月）

　教育学研究科
　　臨床心理学専攻　　　　（廃止）　（△ 3）（平成29年4月）

工学関係
平成5年

10月

機械システム工
学科
(夜間主コース)
(廃止)

４ 20 0 80
学士

（工学）
工学関係

平成5年
10月

情報工学科
（廃止）

４ 60
３年次

6
252

学士
（工学）

新

設

学

部

等

の

概

要

工学部
[Facult
y of
Engine
ering]

工学科
[School of
Engineering]

授与する学位等
開設時期

専　任　教　員

20

新設学部等の名称
修業
年限

収容
定員

専　任　教　員

学士
（工学）

工学関係

平成29年
4月

第１年次

平成31年
4月

第３年次

370
学士

（工学）

授与する学位等
開設時期

平成5年
10月

既

設

学

部

等

の

概

要

編入学
定　員

３年次
5

330
学士

（工学）

電気電子工学科
（夜間主コース）
（廃止）

４ 10

３年次
4

368

0 40
学士

（工学）
工学関係

平成5年
10月

工学部

電気電子工学科
（昼間主コース）
（廃止）

機械システム工
学科
(昼間主コース)
(廃止)

４ 90

既設学部等の名称

学士
（工学）

工学関係

工学関係
３年次

5

収容
定員

入学
定員

４ 350

４ 80 工学関係

修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

平成5年
10月

1440

平成5年
10月

環境建設工学科
（土木コース、建
築コース）
（廃止）

４ 90
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必
　
修

㑅
　
ᢥ

自
　
⏤

ㅮ
　
⩏

₇
　
⩦

ᐇ
㦂
・
ᐇ
⩦

教
　
ᤵ

෸
教
ᤵ

ㅮ
　
ᖌ

ຓ
　
教

ຓ
　
ᡭ

人㛫とဴ学の知 1y2y3y4 2 ۑ ව2

人㛫と世⏺ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

ᛮ考のㄽ理ධ門 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᛮ考のㄽ理 1y2y3y4 2 ۑ ව1

すὒᛮ想とインࢻのᛮ想 1y2y3y4 2 ۑ ව2

すὒᛮ想と日本㺃୰国のᛮ想 1y2y3y4 2 ۑ ව1

生き᪉の᥈究 1y2y3y4 2 ۑ ව1

人㛫と೔理 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⎔ቃのဴ学 1y2y3y4 2 ۑ ව2

心のဴ学 1y2y3y4 2 ۑ ව1

心の科学 1y2y3y4 2 ۑ ව9

人㛫関ಀㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව�

心のᐇ㦂ᐊ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

の人生ほ࢔ࢪ࢔ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

科学技術の೔理 1y2y3y4 2 ۑ ව1

生࿨೔理 1y2y3y4 2 ۑ ව1

のဴ学ࠖ⚾ࠕ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

人㛫と᐀教 1y2y3y4 2 ۑ ව1

人㛫ほと教育 1y2y3y4 2 ۑ ව1

㏆௦日本の♫఍と⾲⌧ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

日本ྂ඾ᩥ学の世⏺ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

ᩥ学のᴦしみ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᑠㄝの♫఍学 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ことࡤの生ែ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ことࡤのᵓ㐀とព࿡ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

日本ㄒのしくみ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

日本ㄒのはたらき 1y2y3y4 2 ۑ ව1

୰国ྂ඾ᩥ学の世⏺ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

20世紀の୰国ᩥ学 1y2y3y4 2 ۑ ව2

のᩥ学と♫఍のㄌ生࣓࢝ࣜ࢔ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

のᩥ学と㏆௦♫఍࣓࢝ࣜ࢔ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

Ṕྐを᥀る 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᮾὒのṔྐとᩥ໬ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

すὒのṔྐとᩥ໬ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

日本のṔྐとᩥ໬ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᮅ㩭のṔྐとᩥ໬ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

考ྂ学ධ門 1y2y3y4 2 ۑ ව2

᐀教と世⏺ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

㡢ᴦの世⏺ 1y2y3y4 2 ۑ ව4

⨾術の世⏺ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

のᴦしみࣛࢺーケス࢜ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

コーࣛル・࢔ンサンࣈルのᴦしみ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᴦしく学ࢠࡪターᙎきㄒࡾϨ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᴦしく学ࢠࡪターᙎきㄒࡾϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

スࢸーࢪスタࣇࢵ⥲合άື 1㺃2㺃3㺃4 2 ۑ ව1

⨾術ࡗてఱ㸽 1y2y3y4 2 ۑ ව2

⨾術と♫఍ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

Ⰽᙬの世⏺ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

㝡ⱁの世⏺ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

ᤵ業ᙧែ 専௵教員等の㓄⨨単位ᩘ
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人
ᩥ
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ᤵ業科目のྡ⛠
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ᤵ業ᙧែ 専௵教員等の㓄⨨単位ᩘ

備考
科目
༊分

㓄ᙜ年ḟᤵ業科目のྡ⛠

ẚ㍑ᛮ想ᩥ໬ㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

日本ㄒ研究ධ門 1y2y3y4 2 ۑ ව1

人ᩥ⣔≉ูㅮ⩏Ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

人ᩥ⣔≉ูㅮ⩏ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ἲと♫఍ 1y2y3y4 2 ۑ ව4

᠇ἲᴫㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව12

⌧௦ᨻ἞の課題 1y2y3y4 2 ۑ ව2

日本のᨻ἞ 1y2y3y4 2 ۑ ව3

ᡓதと平࿴のㅖၥ題 1y2y3y4 2 ۑ ව3

ᆅᇦと生ά 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌧௦♫఍のしくみ 1y2y3y4 2 ۑ ව�

スコミと♫఍࣐ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

人㢮ᩥ໬のẚ㍑ 1y2y3y4 2 ۑ ව�

ᾘ㈝者の自❧ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌧௦⤒῭のしくみ 1y2y3y4 2 ۑ ව�

⤒῭のṔྐ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

⌧௦⤒Ⴀのしくみ 1y2y3y4 2 ۑ ව3

⌧௦ὶ通のしくみ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

情報࣓࢔࢕ࢹと創㐀性 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌧௦఍ィのしくみ 1y2y3y4 2 ۑ ව�

⌧௦⤒῭のㅖၥ題 1y2y3y4 2 ۑ ව2

大学教育ㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

教育ᨻ⟇ྐ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ベンࣕࢳー㉳業ධ門 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ベンࣕࢳー㉳業ᐇ㊶ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

♫఍⣔≉ูㅮ⩏Ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

♫఍⣔≉ูㅮ⩏ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

大Ẽの科学 1y2y3y4 2 ۑ ව2

ᆅ⌫の科学 1y2y3y4 2 ۑ ව3

ᾏὒの科学 1y2y3y4 2 ۑ ව�

Ᏹᐂの科学 1y2y3y4 2 ۑ ව2

科学のගとᙳ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⤫ィと♫఍ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

ᩘ理のᵓ㐀 1y2y3y4 2 ۑ ව3

ᩘのᩥ໬ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

᫬㛫と✵㛫 1y2y3y4 2 ۑ ව1

人㛫と物理学 1y2y3y4 2 ۑ ව2

生άの໬学 1y2y3y4 2 ۑ ව1

分Ꮚの世⏺ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

生物の生ά 1y2y3y4 2 ۑ ව3

生࿨の科学 1y2y3y4 2 ۑ ව4

⏺㸫スの世ࣃ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

㒔ᕷ⎔ቃとィ⏬ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ࣛンࢻスケーࣉㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව4

⎔ቃࢨࢹインㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᆅ⌫⎔ቃと科学技術 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ኳయほ を通して学ࡪᏱᐂ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

自↛⎔ቃとᅵᮌ工学 1y2y3y4 2 ۑ ව1

生物資源฼用とサイエンス 1y2y3y4 2 ۑ ව1

㣗ᩱ・農ᮧ・⎔ቃᴫㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

の೺ᗣ科学ࢺࣄ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

自↛⣔≉ูㅮ⩏Ϩ     1y2y3y4 2 ۑ ව1

自↛⣔≉ูㅮ⩏ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

自
↛
⣔
科
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♫
఍
⣔
科
目

教
養
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人
ᩥ
⣔

琉球大学-㻡
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ᤵ業ᙧែ 専௵教員等の㓄⨨単位ᩘ

備考
科目
༊分

㓄ᙜ年ḟᤵ業科目のྡ⛠

೺ᗣ・ス࣏ーࢶ科学 1y2y3y4 2 ۑ ව�

㐠ື・ス࣏ーࢶ科学₇⩦ 1y2y3y4 2 ۑ ව�4

⬻のⓎ㐩と人㛫 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ㄆ識の௙⤌み 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⎔ኴ平ὒᆅᇦのᩥ໬ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ࣚ㸫ࣟࣃࢵのᩥ໬と♫఍ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ࣚ㸫ࣟࣃࢵのṔྐとఏ⤫ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

のᩥ໬と♫఍࣓࢝ࣜ࢔ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌧௦㟷年の心とࡑの⑓理 1y2y3y4 2 ۑ ව1

科学と♫఍ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ఫまいの科学 1y2y3y4 2 ۑ ව3

⎔ቃのಖ全 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⎔ቃၥ題 1y2y3y4 2 ۑ ව1

熱帯の科学 1y2y3y4 2 ۑ ව1

情報科学ᴫㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

の科学と人㛫の་学ࢺࣄ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ື物ᐇ㦂のᇶ♏ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

生࿨科学ධ門 1y2y3y4 2 ۑ ව1

 大学とはఱか㸫大学の自἞と大学人の㈐௵を考࠼る㸫 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ඛ➃情報工学ᴫㄽ 2y3y4 2 ۑ ව2

Ṛとဴ学の知 1y2y3y4 2 ۑ ව1

科学とᨃఝ科学 1y2y3y4 2 ۑ ව1

キࣕࣜ࢔ᴫㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

人ཱྀと㣗⣊ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ධ門࢔࢕ࢸンࣛ࣎ 2y3y4 2 ۑ ව1 ͤᐇ⩦

職業と人生 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᅖ◻の世⏺ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⅏ᐖとᏳ全 1y2y3y4 2 ۑ ව2

生ά✵㛫のࢪࣅョン 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᆅᇦ௻業（自἞య）࠾題解決࣒ࣛࢢࣟࣉ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

ⱝ者の㞠用⎔ቃ 2y3 2 ۑ ව2

キࣕࣜ࢔ᙧ成ධ門 1y2 2 ۑ ව�

⩦య㦂学࢔࢕ࢸンࣛ࣎ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

キࣕࣜ࢔と学生生ά 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⎔ቃインターンシࣉࢵ 2y3y4 2 ۑ ව1

⥲合⎔ቃ学ᴫㄽ 2y3y4 2 ۑ ව1

エン࣓ࢪࢵࣞ࢝ンࢺ㸫大学の学びとᮍ᮶㸫 2y3y4 2 ۑ ව1

生ά⩦័⑓ண㜵ࡼ࠾び೺ᗣ増進 1y2y3y4 2 ۑ ව1

大学でఱを学ࡪか 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ほගへのᡬ㹼ほග学ධ門 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᾏእᩥ໬研修Ａ(ⱥㄒᅪ) 2y3y4 2 ۑ ව1

ᾏእᩥ໬研修㹀(୰国ㄒᅪ) 2y3y4 2 ۑ ව1

ᾏእᩥ໬研修㹁(ス࣌インㄒᅪ) 2y3y4 4 ۑ ව1

ᾏእᩥ໬研修㹂(ࣛࣇンスㄒᅪ) 2y3y4 4 ۑ ව1

ᾏእᩥ໬研修㹃(ࢻイࢶㄒᅪ) 2y3y4 4 ۑ ව1

⎔ቃとᩥ学 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌧௦࢔ࢪ࢔ㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ዪ性と♫఍ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

␗ᩥ໬コミュニケーションධ門 1y2y3y4 2 ۑ ව1

キࣕࣜࢨࢹ࢔インと࢙ࢪンࢲー 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᆅᇦシス࣒ࢸィ⏬ㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

情報ࢭキュࣜ࢕ࢸᴫㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⎔ቃエࢿルࢠーィ⏬ 1y2y3y4 2 ۑ ව1
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ᤵ業ᙧែ 専௵教員等の㓄⨨単位ᩘ

備考
科目
༊分

㓄ᙜ年ḟᤵ業科目のྡ⛠

⎔ቃᙳ㡪ホ౯ᴫㄽ 3y4y�y� 2 ۑ ව1

ᾏእ職ሙయ㦂 1㺃2㺃3 2 ۑ ව1

⥲合≉ูㅮ⩏Ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⥲合≉ูㅮ⩏ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⥲合≉ูㅮ⩏Ϫ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

3y4y�y� 2 ۑ ව1

೔理⥲合ウㄽ 3y4y�y� 2 ۑ ව2

ᆅ㟈と㜵⅏ 3y4y�y� 2 ۑ ව1

大学と産業の᣺⯆ 3y4y�y� 2 ۑ ව1

⥲合⎔ቃㄽ 3y4y�y� 2 ۑ ව1

キࣕࣜࢨࢹ࢔インᐇ㊶ 3y4y�y� 2 ۑ ව1

平࿴ㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

᰾の科学 1y2y3y4 2 ۑ ව1

㐺ᛂの心理 1y2y3y4 2 ۑ ව�

Ἀ⦖のᇶᆅとᡓ㊧Ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

Ἀ⦖のᇶᆅとᡓ㊧ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

㏆௦Ἀ⦖の♫఍と⾲⌧ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌰⌫のᩥ学 1y2y3y4 2 ۑ ව2

ᆅᇦの科学 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᆅᇦᩥ໬ㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌰⌫の自↛                1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌰⌫の自↛ಖㆤ            1y2y3y4 2 ۑ ව1

Ἀ⦖のサン1            ♋ࢦy2y3y4 2 ۑ ව1

⌰⌫ᘼの自↛ㄅ            1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌰⌫のᆅ理 1y2y3y4 2 ۑ ව3

Ἀ⦖の農業・農ᮧと農ᆅỈ⎔ቃ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ことࡤとᩥ໬              1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌧௦の国㝿関ಀ            1y2y3y4 2 ۑ ව1

研究ධ門࢔ࢪ࢔⌫⌰ 1y2y3y4 2 ۑ ව3

⛣Ẹㄽ                    1y2y3y4 2 ۑ ව1

Ἀ⦖のᨻ἞と♫఍ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

୕⥺とᓥှ 1y2 2 ۑ ව1 ͤ₇⩦

しび࠶ࡕࡄなーࡕ࠺ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

亜熱帯㸫す⾲の自↛ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

Ἀ⦖の学力と教育 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌰⌫ㄒධ門Ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌰⌫ㄒධ門ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

Ἀ⦖のᰁめと⧊ࡾ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

Ἀ⦖のṔྐධ門 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌰⌫学ධ門 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌰⌫の自↛と人 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌧௦Ἀ⦖ྐ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌧௦Ἀ⦖ᆅᇦㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᆅᇦ課題࢕ࣇール࣡ࢻー₇ࢡ⩦ 1y2y3 2 ۑ ව1

⌰大≉Ⰽ≉ูㅮ⩏Ϩ        1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌰大≉Ⰽ≉ูㅮ⩏ϩ        1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌰大≉Ⰽ≉ูㅮ⩏Ϫ        1y2y3y4 2 ۑ ව1

情報科学₇⩦ 1y2y3y4 2 ۑ ව42

日本ㄒ⾲⌧ἲධ門 1y2y3y4 2 ۑ ව13

大学ⱥㄒ 1y2y3y4 4 ۑ ව4� ͤ₇⩦

ⱥㄒㅮㄞ₇⩦　୰⣭ 1y2y3y4 2 ۑ ව41 ͤ₇⩦

ⱥㄒㅮㄞ₇⩦　ୖ⣭ 1y2y3y4 2 ۑ ව1� ͤ₇⩦

ⱥ఍ヰ₇⩦　୰⣭ 1y2y3y4 2 ۑ ව9 ͤ₇⩦

⌧௦♫఍の課題㸫21世紀へのᣮᡓ㸫

እ
国
ㄒ

ᇶ
ᖿ
㡿
ᇦ

情
報

一
⯡
⥲
合

高
学
年
ḟ
⥲
合
科
目

⌰
大
≉
Ⰽ
科
目

⥲
合
㡿
ᇦ

琉球大学-㻣



必
　
修

㑅
　
ᢥ

自
　
⏤

ㅮ
　
⩏

₇
　
⩦

ᐇ
㦂
・
ᐇ
⩦

教
　
ᤵ

෸
教
ᤵ

ㅮ
　
ᖌ

ຓ
　
教

ຓ
　
ᡭ

ᤵ業ᙧែ 専௵教員等の㓄⨨単位ᩘ

備考
科目
༊分

㓄ᙜ年ḟᤵ業科目のྡ⛠

ⱥ఍ヰ₇⩦　ୖ⣭ 1y2y3y4 2 ۑ ව3 ͤ₇⩦

ⱥసᩥ₇⩦　୰⣭    1y2y3y4 2 ۑ ව� ͤ₇⩦

ⱥసᩥ₇⩦　ୖ⣭    1y2y3y4 2 ۑ ව1 ͤ₇⩦

ⱥㄒࢮࣞࣉンࢸーション₇⩦　୰⣭ 1y2y3y4 2 ۑ ව10 ͤ₇⩦

ⱥㄒࢮࣞࣉンࢸーション₇⩦　ୖ⣭ 1y2y3y4 2 ۑ ව1 ͤ₇⩦

㹒㹍㹃㹇㹁₇⩦ 1y2y3y4 2 ۑ ව� ͤ₇⩦

㹒㹍㹃㹄㹊₇⩦ 1y2y3y4 2 ۑ ව� ͤ₇⩦

ⱥ᳨‽㸯⣭₇⩦ 1y2y3y4 2 ۑ ව2 ͤ₇⩦

≉定ⱥㄒ課題₇⩦Ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1 ͤ₇⩦

≉定ⱥㄒ課題₇⩦ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1 ͤ₇⩦

ㄒධ門Ϩࢶイࢻ 1y2y3y4 2 ۑ ව�

ㄒධ門ϩࢶイࢻ 1y2y3y4 2 ۑ ව�

ㄒධ門Ϫࢶイࢻ 2y3y4 2 ۑ ව2

ㄒධ門ϫࢶイࢻ 2y3y4 2 ۑ ව2

ㄒ఍ヰධ門Ϩ  2y3y4ࢶイࢻ 2 ۑ ව1

ㄒ఍ヰධ門ϩ  2y3y4ࢶイࢻ 2 ۑ ව1

インࢸンシࢻࣈイࢶㄒϨ  1y2y3y4 4 ۑ ව1

インࢸンシࢻࣈイࢶㄒϩ 1y2y3y4 4 ۑ ව1

インࢸンシࢻࣈイࢶㄒϪ  2y3y4 2 ۑ ව1

インࢸンシࢻࣈイࢶㄒϫ  2y3y4 2 ۑ ව1

ㄒᅪᩥ໬ධ門ࢶイࢻ 2y3y4 2 ۑ ව1

ンスㄒධ門Ϩࣛࣇ 1y2y3y4 2 ۑ ව4

ンスㄒධ門ϩࣛࣇ 1y2y3y4 2 ۑ ව4

ンスㄒධ門Ϫࣛࣇ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ンスㄒධ門ϫࣛࣇ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ンスㄒ఍ヰධ門Ϩ  1y2y3y4ࣛࣇ 2 ۑ ව1

ンスㄒ఍ヰධ門ϩ  1y2y3y4ࣛࣇ 2 ۑ ව1

インࢸンシࣛࣇࣈンスㄒϨ  1y2y3y4 4 ۑ ව2

インࢸンシࣛࣇࣈンスㄒϩ  1y2y3y4 4 ۑ ව1

インࢸンシࣛࣇࣈンスㄒϪ  1y2y3y4 2 ۑ ව1

インࢸンシࣛࣇࣈンスㄒϫ  1y2y3y4 2 ۑ ව1

ンスㄒᅪᩥ໬ධ門ࣛࣇ 2y3y4 2 ۑ ව1

ス࣌インㄒධ門Ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1�

ス࣌インㄒධ門ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව14

ス࣌インㄒධ門Ϫ 2y3y4 2 ۑ ව2

ス࣌インㄒධ門ϫ 2y3y4 2 ۑ ව2

ス࣌インㄒ఍ヰධ門Ϩ  2y3y4 2 ۑ ව1

ス࣌インㄒ఍ヰධ門ϩ  2y3y4 2 ۑ ව1

インࢸンシࣈス࣌インㄒϨ  1y2y3y4 4 ۑ ව1

インࢸンシࣈス࣌インㄒϩ  1y2y3y4 4 ۑ ව1

インࢸンシࣈス࣌インㄒϪ  2y3y4 2 ۑ ව2

インࢸンシࣈス࣌インㄒϫ  2y3y4 2 ۑ ව1

ス࣌インㄒᅪᩥ໬ධ門 2y3y4 2 ۑ ව1

୰国ㄒᇶ♏Ϩ        1y2y3y4 4 ۑ ව13

୰国ㄒᇶ♏ϩ        1y2y3y4 4 ۑ ව�

୰国ㄒ୰⣭      2y3y4 4 ۑ ව1

୰国ㄒㅮㄞ      2y3y4 2 ۑ ව2

୰国ㄒ₇⩦      2y3y4 2 ۑ ව1

୰国ㄒୖ⣭          3y4 2 ۑ ව1

୰国ㄒ≉₇      3y4 2 ۑ ව1

୰国ㄒ఍ヰ 2y3y4 2 ۑ ව1

᫬஦୰国ㄒ          2y3y4 2 ۑ ව1

୰国ㄒసᩥ      3y4 2 ۑ ව1

እ
国
ㄒ
科
目

ᇶ
ᖿ
㡿
ᇦ

琉球大学-㻤



必
　
修

㑅
　
ᢥ

自
　
⏤

ㅮ
　
⩏

₇
　
⩦

ᐇ
㦂
・
ᐇ
⩦

教
　
ᤵ

෸
教
ᤵ

ㅮ
　
ᖌ

ຓ
　
教

ຓ
　
ᡭ

ᤵ業ᙧែ 専௵教員等の㓄⨨単位ᩘ

備考
科目
༊分

㓄ᙜ年ḟᤵ業科目のྡ⛠

ᐇ㊶୰国ㄒ      3y4 2 ۑ ව1

ᮅ㩭ㄒᇶ♏Ϩ 1y2y3y4 4 ۑ ව2

ᮅ㩭ㄒᇶ♏ϩ 1y2y3y4 4 ۑ ව2

ᮅ㩭ㄒ୰⣭ 2y3y4 4 ۑ ව1

ᮅ㩭ㄒㅮㄞ 2y3y4 2 ۑ ව1

ᮅ㩭ㄒ₇⩦ 2y3y4 2 ۑ ව1

インࢿࢻシ࢔ㄒᇶ♏Ϩ    1y2y3y4 4 ۑ ව1

インࢿࢻシ࢔ㄒᇶ♏ϩ 1y2y3y4 4 ۑ ව1

タイㄒᇶ♏Ϩ 1y2y3y4 4 ۑ ව1

タイㄒᇶ♏ϩ 1y2y3y4 4 ۑ ව1

ㄒᇶ♏Ϩ 1y2y3y4࣒ࢼࢺ࢙ࣦ 4 ۑ ව2

ㄒᇶ♏ϩ࣒ࢼࢺ࢙ࣦ 1y2y3y4 4 ۑ ව1

ㄒ୰⣭࣒ࢼࢺ࢙ࣦ 2y3y4 4 ۑ ව1

ンㄒධ門Ϩ   1y2y3y4ࢸࣛ 2 ۑ ව1

ンㄒධ門ϩ 1y2y3y4ࢸࣛ 2 ۑ ව1

シࣕㄒධ門Ϩࣜࢠ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

シࣕㄒධ門ϩࣜࢠ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ࣟシ࢔ㄒධ門Ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ࣟシ࢔ㄒධ門ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

サンスࢺࢵࣜࢡㄒධ門Ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

サンスࢺࢵࣜࢡㄒධ門ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ルㄒධ門Ϩ࢞ࢺル࣏・ルࢪࣛࣈ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ルㄒධ門ϩ࢞ࢺル࣏・ルࢪࣛࣈ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᑠィ(2�2科目) � �0� 兼371

እ
国
ㄒ
科
目

ᇶ
ᖿ
㡿
ᇦ

琉球大学-㻥



必
　
修

㑅
　
ᢥ

自
　
⏤

ㅮ
　
⩏

₇
　
⩦

ᐇ
㦂
・
ᐇ
⩦

教
　
ᤵ

෸
教
ᤵ

ㅮ
　
ᖌ

ຓ
　
教

ຓ
　
ᡭ

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)ϩ 1後 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学ᐇ㦂 1 1 ۑ ව1

໬学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

໬学ϩ 1後 2 ۑ ව1

໬学ධ門Ϩ 1 2 ۑ ව1

໬学ධ門ϩ 1㺃2 2 ۑ ව1

໬学ᐇ㦂 1後 1 ۑ ව1

㸫 11 � � 0 0 0 0 0 ව14

ᇶ♏ᩘ学Ϩ 1前 1 ۑ ව1

ᇶ♏ᩘ学ϩ 1後 1 ۑ ව1

工業ᩘ学Ϩ 1前 2 ۑ 1

工業ᩘ学ϩ 1後 2 ۑ 1

工業ᩘ学Ϫ 2前 2 ۑ 1

工業ᩘ学ϫ 2後 2 ۑ 1

☜⋡及び⤫ィ 1㺃2後 2 ۑ 1

キࣕࣜࢨࢹ࢔インධ門 1前 1 ۑ 3 4

工学ᇶ♏₇⩦ 1前 2 ۑ � � �

キࣕࣜࢨࢹ࢔イン 3前 2 ۑ 1 ව1

技術者の೔理 3 2 ۑ 3

エンࢪニࣜ࢔ンࢨࢹࢢイン₇⩦ 3後 2 ۑ � � �

Ϩࢢミンࣛࢢࣟࣉ 1㺃2後 2 ۑ 1

ϩࢢミンࣛࢢࣟࣉ 2㺃3前 2 ۑ 1

技術ⱥㄒϨ 3前 2 ۑ 1 ව1

技術ⱥㄒϩ 3後 2 ۑ 1 ව1

技術ⱥㄒϪ 4前 2 ۑ 1 ව1

知的㈈産ᶒ 3㺃4前 2 ۑ ව1

ရ㉁⟶理 3㺃4前 2 ۑ 1

⤒Ⴀ工学ᴫㄽ 3㺃4後 2 ۑ ව1

Frontiers of Engineering 3㺃4後 2 ۑ 3 4 スࣂニ࣒࢜

産業♫఍学ཎㄽϨ 3㺃4前 2 ۑ ව� スࣂニ࣒࢜

産業♫఍学ཎㄽϩ 3㺃4後 2 ۑ ව1

ᆅᇦ課題解決ᐇ㊶₇⩦ 1㺃2㺃3㺃4 2 ۑ 3 2 2 㞟୰

ᆅᇦ創生ㄽ 3前 2 ۑ 3 4 㞟୰

国㝿༠力ㄽ 3後 2 ۑ 3 4 㞟୰

インターンシࣉࢵϨ 2㺃3㺃4 1 ۑ 1 㞟୰

インターンシࣉࢵϩ 2㺃3㺃4 1 ۑ 1 㞟୰

インターンシࣉࢵϪ 2㺃3㺃4 2 ۑ 1 㞟୰

国㝿インターンシࣉࢵϨ 3㺃4 1 ۑ 1 㞟୰

国㝿インターンシࣉࢵϩ 3㺃4 2 ۑ 1 㞟୰

備考

㸫ᑠィ（14科目）

ඹ通
教育
科目

ู紙のとࡾ࠾
（4㡫㹼9㡫）

工
学
ඹ
通
科
目

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

ᩍ ⫱ ㄢ ⛬ ➼ の 概 要 㸦 ஦ ๓ ఛ ࠸ 㸧
ᕤᏛ㒊ᕤᏛ⛉㸦ᶵᲔᕤᏛࢫ࣮ࢥ㸧

科目
༊分

ᤵ業科目のྡ⛠

ඹ
通
教
育
科
目

専
門
ᇶ
♏
科
目

　
　
　
　
　
　
専
門
教
育
科
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　

専
門
ᇶ
♏
科
目

㓄ᙜ年ḟ

専௵教員等の㓄⨨ᤵ業ᙧែ単位ᩘ

琉球大学-1㻜



工学ᴫㄽ 1後 2 ۑ 3 4 スࣂニ࣒࢜

4前 2 ۑ ව1

⥲合₇⩦ 4前 2 ۑ ව1

工業科教育ἲ$ 3後 2 ۑ ව1

工業科教育ἲ% 4前 2 ۑ ව1

情報科教育ἲ$ 3後 2 ۑ ව1

情報科教育ἲ% 4前 2 ۑ ව1

教職ᐇ㊶₇⩦ 4後 2 ۑ ව1

ーϨࢼミࢭ 3㺃4 1 ۑ � 4 2

ーϩࢼミࢭ 3㺃4 1 ۑ � 4 2

卒業研究Ϩ 4 3 ۑ � � �

卒業研究ϩ 4 3 ۑ � � �

卒業タィまたは卒業研究Ϩ 4 3 ۑ � � 3

卒業タィまたは卒業研究ϩ 4 3 ۑ � � 3

ᑠィ（4�科目） 㸫 2� �3 � � � 0 � 0 ව23

材ᩱ力学Ϩ 2前 2 ۑ 1

材ᩱ力学ϩ 2後 2 ۑ 1

ᶵჾタィᇶ♏学 3前 2 ۑ 1

ᶵჾᵓ㐀学 3㺃4 2 ۑ 1

ᙎ性力学 3㺃4 2 ۑ 1 1

材ᩱຍ工学Ϩ 2前 2 ۑ 1

材ᩱຍ工学ϩ 2後 2 ۑ 1

ᶵᲔ材ᩱϨ 2前 2 ۑ 1

ᶵᲔ材ᩱϩ 2後 2 ۑ 1 1

⁐᥋工学 3㺃4 2 ۑ 1

高分Ꮚ合成ㄽ 3㺃4 2 ۑ 1

亜熱帯材ᩱ学 3㺃4 2 ۑ 1

ὶయ力学Ϩ 2前 2 ۑ 1

ὶయ力学ϩ 2後 2 ۑ 1

ὶయᶵᲔ学 3前 2 ۑ 1

⢓性ὶయ力学 3㺃4 2 ۑ 1

高㏿✵Ẽ力学 3㺃4 2 ۑ 1

⯟✵工学 3㺃4 2 ۑ 1

熱力学Ϩ 2前 2 ۑ 1

熱力学ϩ 2後 2 ۑ 1

ఏ熱工学 3前 2 ۑ 1

熱ᶵ関工学 3㺃4 2 ۑ 1

⵨Ẽ工学 3㺃4 2 ۑ 1

物㉁⛣ື工学 3㺃4 2 ۑ 1

ィ 工学 2後 2 ۑ 1

ᇶ♏ไᚚ工学Ϩ 2後 2 ۑ 1

ᇶ♏ไᚚ工学ϩ 3前 2 ۑ 1

ᶵᲔ力学 3前 2 ۑ 1

⌧௦ไᚚ理ㄽ 3㺃4 2 ۑ 1

信ྕฎ理工学 3㺃4 2 ۑ 1 1

ᇶ♏࣓ࣟࢺ࢝ニࢡス 3㺃4 2 ۑ 1 1

ᶵᲔ㐠ື学 3㺃4 2 ۑ 1 1

工学ࢺࢵ࣎ࣟ 3㺃4 2 ۑ 1 1

情報ࣜࣛࢸシー 1前 1 ۑ 1 1

工業力学 1後 2 ۑ 1

ᶵᲔ〇ᅗ 1後 2 ۑ 1 1

材ᩱຍ工学ᐇ⩦ 2 2 ۑ 1 1

ᶵᲔᇶ♏₇⩦ 2㺃3 1 ۑ 3 3 3

ᶵᲔタィ〇ᅗϨ 3前 1�� ۑ 1 1

ᶵᲔタィ〇ᅗϩ 3後 1�� ۑ 2

ᶵᲔタィ₇⩦ 3 1 ۑ 3 3 3

ᶵᲔ工学ᐇ㦂Ϩ 3前 1�� ۑ 1 � �

ᶵᲔ工学ᐇ㦂ϩ 3後 1�� ۑ 1 � �

ᶵᲔ工学≉ูㅮ⩏Ϩ 2㺃3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

職業ᣦᑟ（工業）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
門
教
育
科
目

工
学
ඹ
通
科
目

コ
䤀

ス
専
門
科
目

㸫
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ᶵᲔ工学≉ูㅮ⩏ϩ 2㺃3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

ᶵᲔ工学≉ูㅮ⩏Ϫ 2㺃3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

ᶵᲔ工学≉ูㅮ⩏ϫ 2㺃3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

ᶵᲔ工学≉ูㅮ⩏Ϭ 2㺃3㺃4 1 ۑ ව1 㞟୰

ᶵᲔ工学≉ูㅮ⩏ϭ 2㺃3㺃4 1 ۑ ව1 㞟୰

ᶵᲔ工学≉ูㅮ⩏Ϯ 2㺃3㺃4 1 ۑ ව1 㞟୰

ᶵᲔ工学≉ูㅮ⩏ϯ 2㺃3㺃4 1 ۑ ව1 㞟୰

ᑠィ（�1科目） 㸫 39 �4 0 � � 0 � 0 ව�

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学ᇶ♏ 3㺃4 2 ۑ 3

スࢡニࣟࢺ࣓࢝ 3㺃4 2 ۑ 1

通信工学ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ 1

3㺃4 2 ۑ 1  

3㺃4 2 ۑ 1  

3㺃4 2 ۑ 1

3㺃4 2 ۑ 2

3㺃4 2 ۑ 1

3㺃4 2 ۑ 1 1

3㺃4 2 ۑ 1

3㺃4 2 ۑ 3 2

コンピュータサイエンスᇶ♏ 3㺃4 2 ۑ 1

情報シス࣒ࢸ㛤Ⓨ₇⩦ 3㺃4 2 ۑ 1 1

ᑠィ（13科目） 㸫 0 2� 0 1� 4 0 2 0 ව0

㸫 �� 141 1� 22 10 0 � 0 ව4�合ィ（123科目）

コ
䤀

ス
専
門
科
目

専
門
教
育
科
目

工
学
融
合
科
目
䥹

ᑟ
ධ
科
目
䥺

㸫

㒔ᕷᆅᇦィ⏬

ᓥᕋ⎔ቃィ⏬ㄽ

㐨㊰஺通ィ⏬

ᇶ♏ὶయ力学

ᶫタィㄽ

㒔ᕷᆅᇦィ⏬

ᒃఫᘓ⠏ᴫㄽ

ᾏᗏ資源工学

ᆅ㟈工学

㸫

ᒃఫᘓ⠏ᴫㄽ

琉球大学-12



必
　
修

㑅
　
ᢥ

自
　
⏤

ㅮ
　
⩏

₇
　
⩦

ᐇ
㦂
・
ᐇ
⩦

教
　
ᤵ

෸
教
ᤵ

ㅮ
　
ᖌ

ຓ
　
教

ຓ
　
ᡭ

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)ϩ 1後 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学ᐇ㦂 1 1 ۑ ව1

໬学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

໬学ϩ 1後 2 ۑ ව1

໬学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

໬学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

໬学ᐇ㦂 1 1 ۑ ව1

㸫 14 � 4 0 0 0 0 0 ව14

ᇶ♏ᩘ学Ϩ 1前 1 ۑ ව1

ᇶ♏ᩘ学ϩ 1後 1 ۑ ව1

工業ᩘ学Ϩ 1前 2 ۑ 1

工業ᩘ学ϩ 1後 2 ۑ 1

工業ᩘ学Ϫ 2前 2 ۑ 1

工業ᩘ学ϫ 2後 2 ۑ 1

☜⋡及び⤫ィ 1㺃2後 2 ۑ 1

キࣕࣜࢨࢹ࢔インධ門 1前 1 ۑ 3 4

工学ᇶ♏₇⩦ 1前 2 ۑ 1

キࣕࣜࢨࢹ࢔イン 3前 2 ۑ 1 ව1

技術者の೔理 3 2 ۑ 1

エンࢪニࣜ࢔ンࢨࢹࢢイン₇⩦ 3後 2 ۑ � � �

Ϩࢢミンࣛࢢࣟࣉ 1㺃2後 2 ۑ 1

ϩࢢミンࣛࢢࣟࣉ 2㺃3前 2 ۑ 1

技術ⱥㄒϨ 3前 2 ۑ 1 ව1

技術ⱥㄒϩ 3後 2 ۑ 1 ව1

技術ⱥㄒϪ 4前 2 ۑ 1 ව1

知的㈈産ᶒ 3㺃4前 2 ۑ ව1

ရ㉁⟶理 3㺃4前 2 ۑ 1

⤒Ⴀ工学ᴫㄽ 3㺃4後 2 ۑ ව1

Frontiers of Engineering 3㺃4後 2 ۑ 3 4 スࣂニ࣒࢜

産業♫఍学ཎㄽϨ 3㺃4前 2 ۑ ව� スࣂニ࣒࢜

産業♫఍学ཎㄽϩ 3㺃4後 2 ۑ ව1

ᆅᇦ課題解決ᐇ㊶₇⩦ 1㺃2㺃3㺃4 2 ۑ 3 2 2 㞟୰

ᆅᇦ創生ㄽ 3前 2 ۑ 3 4 㞟୰

国㝿༠力ㄽ 3後 2 ۑ 3 4 㞟୰

インターンシࣉࢵϨ 2㺃3㺃4 1 ۑ 1 㞟୰

インターンシࣉࢵϩ 2㺃3㺃4 1 ۑ 1 㞟୰

インターンシࣉࢵϪ 2㺃3㺃4 2 ۑ 1 㞟୰

国㝿インターンシࣉࢵϨ 3㺃4 1 ۑ 1 㞟୰

国㝿インターンシࣉࢵϩ 3㺃4 2 ۑ 1 㞟୰

備考

専௵教員等の㓄⨨

工
学
ඹ
通
科
目

ඹ
通
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

ඹ通
教育
科目

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

ᩍ ⫱ ㄢ ⛬ ➼ の 概 要 㸦 ஦ ๓ ఛ ࠸ 㸧
ᕤᏛ㒊ᕤᏛ⛉㸦࣮ࢠࣝࢿ࢚⎔ቃᕤᏛࢫ࣮ࢥ㸧

科目
༊分

ᤵ業科目のྡ⛠

ู紙のとࡾ࠾
（4㡫㹼9㡫）

㓄ᙜ年ḟ

単位ᩘ ᤵ業ᙧែ

ᑠィ（14科目）

専
門
ᇶ
♏
科
目

㸫

琉球大学-13



工学ᴫㄽ 1後 2 ۑ 3 4 スࣂニ࣒࢜

4前 2 ۑ ව1

⥲合₇⩦ 4前 2 ۑ ව1

工業科教育ἲ$ 3後 2 ۑ ව1

工業科教育ἲ% 4前 2 ۑ ව1

情報科教育ἲ$ 3後 2 ۑ ව1

情報科教育ἲ% 4前 2 ۑ ව1

教職ᐇ㊶₇⩦ 4後 2 ۑ ව1

ーϨࢼミࢭ 3㺃4 1 ۑ � 4 2

ーϩࢼミࢭ 3㺃4 1 ۑ � 4 2

卒業研究Ϩ 4 3 ۑ � � �

卒業研究ϩ 4 3 ۑ � � �

卒業タィまたは卒業研究Ϩ 4 3 ۑ � � 3

卒業タィまたは卒業研究ϩ 4 3 ۑ � � 3

㸫 2� �1 � � � 0 � 0 ව23

ᇶ♏情報ฎ理 1前 2 ۑ 1 1

〇ᅗᇶ♏ 1後 2 ۑ 1 1

工業力学 1後 2 ۑ 1

材ᩱ力学 2前 2 ۑ 1

エࢿルࢠー材ᩱ工学 2前 2 ۑ 1

ὶయ工学 2前 2 ۑ 1

熱力学 2前 2 ۑ 1

㟁Ẽ工学ᴫㄽ 2前 2 ۑ 1

ᛂ用ὶయ工学 2後 2 ۑ 1

エࢿルࢠーኚ᥮工学 2後 2 ۑ 1

ᛂ用材ᩱ力学 2後 2 ۑ 1

㔠ᒓ材ᩱ 2後 2 ۑ 1

ᇶ♏ไᚚ工学 2後 2 ۑ 1

⎔ቃィ 工学 2後 2 ۑ 1

エࢿルࢠー⎔ቃ工学ᐇ㦂Ϩ 2後 1 ۑ � �

⎔ቃ工学 3前 2 ۑ 1

エࢿルࢠー⎔ቃ工学ᐇ㦂ϩ 3前 1 ۑ � �

ᶵᲔ力学 3前 2 ۑ 1

工学ࢺン࣓ࢪࢿ࣐ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 3前 2 ۑ 1

材ᩱຍ工学 3前 2 ۑ 1

ᶵᵓ学 3㺃4前 2 ۑ 1

エࢿルࢠー⛣ື工学 3㺃4前 2 ۑ 1

⎔ቃὶయ工学 3㺃4前 2 ۑ 1

エࢿルࢠーὶయᶵᲔ 3㺃4後 2 ۑ 1

ᩘ್ィ⟬ 3㺃4前 2 ۑ 1

⎔ቃ⤒῭学 3㺃4前 2 ۑ ව1

⵨Ẽ工学 3㺃4 2 ۑ 1

エࢿルࢠーᶵჾ 3㺃4 2 ۑ 1

シス࣒ࢸ要⣲タィ学 3㺃4 2 ۑ 1

⭉㣗㜵㣗工学 3㺃4 2 ۑ 1

熱ᶵ関工学 3㺃4 2 ۑ 1

エࢿルࢠー✵ㄪ工学 3㺃4 2 ۑ 1

エࢿルࢠーᶵჾタィ₇⩦ 3後 1 ۑ 1

亜熱帯材ᩱ学 3㺃4後 2 ۑ 1

⎔ቃ教育ㄽ 3㺃4後 2 ۑ ව1

⎔ቃシス࣒ࢸไᚚ工学 3㺃4後 2 ۑ 1

⩦₇ࢺン࣓ࢪࢿ࣐ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 4前 1 ۑ � � �

4後 2 ۑ � � �

エࢿルࢠー⎔ቃ工学≉ูㅮ⩏Ϩ 2㺃3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

エࢿルࢠー⎔ቃ工学≉ูㅮ⩏ϩ 2㺃3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

エࢿルࢠー⎔ቃ工学≉ูㅮ⩏Ϫ 2㺃3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

エࢿルࢠー⎔ቃ工学≉ูㅮ⩏ϫ 2㺃3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

エࢿルࢠー⎔ቃ工学≉ูㅮ⩏Ϭ 2㺃3㺃4 1 ۑ ව1 㞟୰

エࢿルࢠー⎔ቃ工学≉ูㅮ⩏ϭ 2㺃3㺃4 1 ۑ ව1 㞟୰

エࢿルࢠー⎔ቃ工学≉ูㅮ⩏Ϯ 2㺃3㺃4 1 ۑ ව1 㞟୰

職業ᣦᑟ（工業）

コ
䤀

ス
専
門
科
目

工
学
ඹ
通
科
目

ᑠィ（4�科目）

専
門
教
育
科
目

エࢿルࢠー⎔ቃ工学₇ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⩦ᇶ♏

㸫

琉球大学-1㻠



エࢿルࢠー⎔ቃ工学≉ูㅮ⩏ϯ 2㺃3㺃4 1 ۑ ව1 㞟୰

㸫 32 �2 0 � � 0 � 0 ව10

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学ᇶ♏ 3㺃4 2 ۑ 3

スࢡニࣟࢺ࣓࢝ 3㺃4 2 ۑ 1

通信工学ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ 1

3㺃4 2 ۑ 1  

3㺃4 2 ۑ 1  

3㺃4 2 ۑ 1

3㺃4 2 ۑ 2

3㺃4 2 ۑ 1

3㺃4 2 ۑ 1 1

3㺃4 2 ۑ 1

3㺃4 2 ۑ 3 2

コンピュータサイエンスᇶ♏ 3㺃4 2 ۑ 1

情報シス࣒ࢸ㛤Ⓨ₇⩦ 3㺃4 2 ۑ 1 1

㸫 0 2� 0 1� 4 0 2 0 ව0

㸫 �3 13� 12 21 10 0 � 0 ව4�

ᶫタィㄽ

㸫

㸫

ᓥᕋ⎔ቃィ⏬ㄽ

ᾏᗏ資源工学

㐨㊰஺通ィ⏬

ᇶ♏ὶయ力学
工
学
融
合
科
目
䥹

ᑟ
ධ
科
目
䥺

ᑠィ（4�科目）

合ィ（11�科目）

ᆅ㟈工学

㒔ᕷᆅᇦィ⏬

ᑠィ（13科目）

専
門
教
育
科
目

ᒃఫᘓ⠏ᴫㄽ

琉球大学-1㻡



必
　
修

㑅
　
ᢥ

自
　
⏤

ㅮ
　
⩏

₇
　
⩦

ᐇ
㦂
・
ᐇ
⩦

教
　
ᤵ

෸
教
ᤵ

ㅮ
　
ᖌ

ຓ
　
教

ຓ
　
ᡭ

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)ϩ 1後 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学ᐇ㦂 1前 1 ۑ ව1

໬学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

໬学ϩ 1後 2 ۑ ව1

໬学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

໬学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

໬学ᐇ㦂 1後 1 ۑ ව1

㸫 10 � 10 0 0 0 0 0 ව14

ᇶ♏ᩘ学Ϩ 1前 1 ۑ ව1

ᇶ♏ᩘ学ϩ 1後 1 ۑ ව1

工業ᩘ学Ϩ 1前 2 ۑ 1

工業ᩘ学ϩ 1後 2 ۑ 1

工業ᩘ学Ϫ 2前 2 ۑ 1

工業ᩘ学ϫ 2後 2 ۑ 1

☜⋡及び⤫ィ 2前 2 ۑ 1

キࣕࣜࢨࢹ࢔インධ門 1前 1 ۑ 3 4

工学ᇶ♏₇⩦ 1前 2 ۑ 1

キࣕࣜࢨࢹ࢔イン 2㺃3 2 ۑ 1

技術者の೔理 3前 2 ۑ 1

エンࢪニࣜ࢔ンࢨࢹࢢイン₇⩦ 3後 2 ۑ 1

Ϩࢢミンࣛࢢࣟࣉ 1後 2 ۑ 2

ϩࢢミンࣛࢢࣟࣉ 2前 2 ۑ 1

技術ⱥㄒϨ 3前 2 ۑ 1 ව1

技術ⱥㄒϩ 3後 2 ۑ 1 ව1

技術ⱥㄒϪ 4前 2 ۑ 1 ව1

知的㈈産ᶒ 3㺃4前 2 ۑ ව1

ရ㉁⟶理 3㺃4前 2 ۑ 1

⤒Ⴀ工学ᴫㄽ 3㺃4後 2 ۑ ව1

Frontiers of Engineering 3㺃4後 2 ۑ 3 4 スࣂニ࣒࢜

産業♫఍学ཎㄽϨ 3㺃4前 2 ۑ ව� スࣂニ࣒࢜

産業♫఍学ཎㄽϩ 3㺃4後 2 ۑ ව1

ᆅᇦ課題解決ᐇ㊶₇⩦ 1㺃2㺃3㺃4 2 ۑ 3 2 2 㞟୰

ᆅᇦ創生ㄽ 3前 2 ۑ 3 4 㞟୰

国㝿༠力ㄽ 3後 2 ۑ 3 4 㞟୰

インターンシࣉࢵϨ 2㺃3㺃4 1 ۑ 1 㞟୰

インターンシࣉࢵϩ 2㺃3㺃4 1 ۑ 1 㞟୰

インターンシࣉࢵϪ 2㺃3㺃4 2 ۑ 1 㞟୰

国㝿インターンシࣉࢵϨ 3㺃4 1 ۑ 1 㞟୰

国㝿インターンシࣉࢵϩ 3㺃4 2 ۑ 1 㞟୰

ඹ
通
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

ᩍ ⫱ ㄢ ⛬ ➼ の 概 要 㸦 ஦ ๓ ఛ ࠸ 㸧
ᕤᏛ㒊ᕤᏛ⛉㸦㟁Ẽ࣒ࢸࢫࢩᕤᏛࢫ࣮ࢥ㸧

科目
༊分

ู紙のとࡾ࠾
（4㡫㹼9㡫）

専௵教員等の㓄⨨

専
門
ᇶ
♏
科
目

ඹ通
教育
科目

㸫ᑠィ（14科目）

備考

工
学
ඹ
通
科
目

㓄ᙜ年ḟᤵ業科目のྡ⛠

単位ᩘ ᤵ業ᙧែ

琉球大学-1㻢



工学ᴫㄽ 1後 2 ۑ 3 4 スࣂニ࣒࢜

4前 2 ۑ ව1

⥲合₇⩦ 4前 2 ۑ ව1

工業科教育ἲ$ 3後 2 ۑ ව1

工業科教育ἲ% 4前 2 ۑ ව1

情報科教育ἲ$ 3後 2 ۑ ව1

情報科教育ἲ% 4前 2 ۑ ව1

教職ᐇ㊶₇⩦ 4後 2 ۑ ව1

ーϨࢼミࢭ 3㺃4 1 ۑ � 4 2

ーϩࢼミࢭ 3㺃4 1 ۑ � 4 2

卒業研究Ϩ 4 3 ۑ � 4 2

卒業研究ϩ 4 3 ۑ � 4 2

卒業タィまたは卒業研究Ϩ 4 3 ۑ � � 3

卒業タィまたは卒業研究ϩ 4 3 ۑ � � 3

㸫 2� �2 � 10 9 0 2 0 ව23

エンࢪニࣜ࢔ンࢨࢹࢢインᇶ♏ 1後 1 ۑ 2

ベࢺࢡル解ᯒ 1後 2 ۑ 1

㟁☢Ẽ学Ϩ 1後 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

㟁☢Ẽ学ϩ 2前 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

㟁☢Ẽ学Ϫ 2前 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

㟁☢Ẽ学ϫ 2後 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

ᅇ㊰理ㄽϨ 1後 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

ᅇ㊰理ㄽϩ 2前 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

ᅇ㊰理ㄽϪ 2後 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

ᅇ㊰理ㄽϫ 2後 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

㟁Ẽ㟁Ꮚィ 工学Ϩ 2前 2 ۑ 1

㟁Ẽ㟁Ꮚィ 工学ϩ 2後 2 ۑ 1

㟁Ꮚᅇ㊰ᇶ♏ 2後 2 ۑ 1

㟁Ẽ㟁Ꮚᇶ♏ᐇ㦂 2後 2 ۑ 3

㟁Ẽ㟁Ꮚᛂ用ᐇ㦂 3前 2 ۑ 3

㟁力工学ᐇ㦂 3㺃4 2 ۑ 1

㟁Ꮚ情報通信ᐇ㦂 3㺃4 2 ۑ 4

㟁ẼᶵჾϨ 3㺃4 2 ۑ 1

㟁Ẽᶵჾϩ 3㺃4 2 ۑ 1

スࢡニࣟࢺࢡーエࣞ࣡ࣃ 3㺃4 2 ۑ 1

㟁力工学Ϩ 3㺃4 2 ۑ 1

㟁力工学ϩ 3㺃4 2 ۑ 1

㟁力工学Ϫ 3㺃4 2 ۑ 1

㟁Ẽ㟁Ꮚ材ᩱ 3㺃4 2 ۑ 1

㟁力⣔⤫工学 3㺃4 2 ۑ 1

㟁Ẽᶵჾタィ〇ᅗ 3㺃4 2 ۑ 1

㟁Ẽἲ規及び᪋タ⟶理 3㺃4 1 ۑ 1

スࢡニࣟࢺ࣓࢝ 3㺃4 2 ۑ 1

ไᚚ工学 3㺃4 2 ۑ 1

シス࣒ࢸ工学 3㺃4 2 ۑ 1

タルไᚚࢪ࢕ࢹ 3㺃4 2 ۑ 1

ルタ࢕ࣇびࡼ࠾タル信ྕࢪ࢕ࢹ 3㺃4 2 ۑ 1

情報ᩘ学 3㺃4 2 ۑ 1

タルᅇ㊰ࢪ࢕ࢹ・ルスࣃ 3㺃4 2 ۑ 1

ᩘ್解ᯒ 3㺃4 2 ۑ 1

生యィ 工学 3㺃4 2 ۑ 1

⤌㎸みタィ 3㺃4 2 ۑ 1

㟁Ẽシス࣒ࢸ工学≉ูㅮ⩏Ϩ 3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

㟁Ẽシス࣒ࢸ工学≉ูㅮ⩏ϩ 3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

㟁Ẽシス࣒ࢸ工学≉ูㅮ⩏Ϫ 3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

㟁Ẽシス࣒ࢸ工学≉ูㅮ⩏ϫ 3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

㟁Ẽシス࣒ࢸ工学≉ูㅮ⩏Ϭ 3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

㟁Ẽシス࣒ࢸ工学≉ูㅮ⩏ϭ 3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

㸫 2� �� 0 10 9 1 � 0 ව�㸫

コ
䤀

ス
専
門
科
目

職業ᣦᑟ（工業）

専
門
教
育
科
目

㸫

工
学
ඹ
通
科
目

ᑠィ（4�科目）

ᑠィ（43科目）

琉球大学-1㻣



材ᩱ生産工学ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ 2 2

熱ὶయ工学ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ 2 2

エࢿルࢠーኚ᥮工学ᇶ♏ 3㺃4 2 ۑ 2 2

⎔ቃ工学ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ 2 2

3㺃4 2 ۑ 1  

3㺃4 2 ۑ 1  

3㺃4 2 ۑ 1

3㺃4 2 ۑ 2 　

3㺃4 2 ۑ 1

3㺃4 2 ۑ 1 1

3㺃4 2 ۑ 1

3㺃4 2 ۑ 3 2

コンピュータサイエンスᇶ♏ 3㺃4 2 ۑ 1

情報シス࣒ࢸ㛤Ⓨ₇⩦ 3㺃4 2 ۑ 1 1

㸫 0 2� 0 19 12 0 2 0 ව0

㸫 �� 143 1� 29 21 1 � 0 ව43合ィ（11�科目）

㸫

ᓥᕋ⎔ቃィ⏬ㄽ

㐨㊰஺通ィ⏬

ᆅ㟈工学

㒔ᕷᆅᇦィ⏬

ᾏᗏ資源工学

ᑠィ（14科目）

ᒃఫᘓ⠏ᴫㄽ

ᇶ♏ὶయ力学

ᶫタィㄽ

工
学
融
合
科
目
䥹

ᑟ
ධ
科
目
䥺

専
門
教
育
科
目

琉球大学-1㻤



必
　
修

㑅
　
ᢥ

自
　
⏤

ㅮ
　
⩏

₇
　
⩦

ᐇ
㦂
・
ᐇ
⩦

教
　
ᤵ

෸
教
ᤵ

ㅮ
　
ᖌ

ຓ
　
教

ຓ
　
ᡭ

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)ϩ 1後 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学ᐇ㦂 1前 1 ۑ ව1

໬学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

໬学ϩ 1後 2 ۑ ව1

໬学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

໬学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

໬学ᐇ㦂 1後 1 ۑ ව1

㸫 10 � 10 0 0 0 0 0 ව14

ᇶ♏ᩘ学Ϩ 1前 1 ۑ ව1

ᇶ♏ᩘ学ϩ 1後 1 ۑ ව1

工業ᩘ学Ϩ 1前 2 ۑ 1

工業ᩘ学ϩ 1後 2 ۑ 1

工業ᩘ学Ϫ 2前 2 ۑ 1

工業ᩘ学ϫ 2後 2 ۑ 1

☜⋡及び⤫ィ 2前 2 ۑ 1

キࣕࣜࢨࢹ࢔インධ門 1前 1 ۑ 1

工学ᇶ♏₇⩦ 1前 2 ۑ 1

キࣕࣜࢨࢹ࢔イン 2㺃3 2 ۑ 3 4 ව1

技術者の೔理 3前 2 ۑ 1

エンࢪニࣜ࢔ンࢨࢹࢢイン₇⩦ 3後 2 ۑ 1

Ϩࢢミンࣛࢢࣟࣉ 1後 2 ۑ 2

ϩࢢミンࣛࢢࣟࣉ 2前 2 ۑ 1

技術ⱥㄒϨ 3前 2 ۑ 1 ව1

技術ⱥㄒϩ 3後 2 ۑ 1 ව1

技術ⱥㄒϪ 4前 2 ۑ 1 ව1

知的㈈産ᶒ 3㺃4前 2 ۑ ව1

ရ㉁⟶理 3㺃4前 2 ۑ 1

⤒Ⴀ工学ᴫㄽ 3㺃4後 2 ۑ ව1

Frontiers of Engineering 3㺃4後 2 ۑ 3 4 スࣂニ࣒࢜

産業♫఍学ཎㄽϨ 3㺃4前 2 ۑ 1 ව� スࣂニ࣒࢜

産業♫఍学ཎㄽϩ 3㺃4後 2 ۑ 1 ව1

ᆅᇦ課題解決ᐇ㊶₇⩦ 1㺃2㺃3㺃4 2 ۑ 3 2 2 㞟୰

ᆅᇦ創生ㄽ 3前 2 ۑ 3 4 㞟୰

国㝿༠力ㄽ 3後 2 ۑ 3 4 㞟୰

インターンシࣉࢵϨ 2㺃3㺃4 1 ۑ 1 㞟୰

インターンシࣉࢵϩ 2㺃3㺃4 1 ۑ 1 㞟୰

インターンシࣉࢵϪ 2㺃3㺃4 2 ۑ 1 㞟୰

国㝿インターンシࣉࢵϨ 3㺃4 1 ۑ 1 㞟୰

国㝿インターンシࣉࢵϩ 3㺃4 2 ۑ 1 㞟୰

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

ᩍ ⫱ ㄢ ⛬ ➼ の 概 要 㸦 ஦ ๓ ఛ ࠸ 㸧
ᕤᏛ㒊ᕤᏛ⛉㸦㟁Ꮚ᝟ሗ㏻ಙࢫ࣮ࢥ㸧

科目
༊分

専
門
教
育
科
目

備考

ඹ通
教育
科目

ู紙のとࡾ࠾
（4㡫㹼9㡫）

ᤵ業科目のྡ⛠

ඹ
通
教
育
科
目

専௵教員等の㓄⨨

㸫

㓄ᙜ年ḟ

ᑠィ（14科目）

単位ᩘ ᤵ業ᙧែ

工
学
ඹ
通
科
目

専
門
ᇶ
♏
科
目

琉球大学-1㻥



工学ᴫㄽ 1後 2 ۑ 3 4 スࣂニ࣒࢜

4前 2 ۑ ව1

⥲合₇⩦ 4前 2 ۑ ව1

工業科教育ἲ$ 3後 2 ۑ ව1

工業科教育ἲ% 4前 2 ۑ ව1

情報科教育ἲ$ 3後 2 ۑ ව1

情報科教育ἲ% 4前 2 ۑ ව1

教職ᐇ㊶₇⩦ 4後 2 ۑ ව1

ーϨࢼミࢭ 3㺃4 1 ۑ � � 4

ーϩࢼミࢭ 3㺃4 1 ۑ � � 4

卒業研究Ϩ 4 3 ۑ � � 4

卒業研究ϩ 4 3 ۑ � � 4

卒業タィまたは卒業研究Ϩ 4 3 ۑ � � 3

卒業タィまたは卒業研究ϩ 4 3 ۑ � � 3

㸫 2� �2 � � � 0 4 0 ව23

エンࢪニࣜ࢔ンࢨࢹࢢインᇶ♏ 1後 1 ۑ 2

ベࢺࢡル解ᯒ 1後 2 ۑ 1

㟁☢Ẽ学Ϩ 1後 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

㟁☢Ẽ学ϩ 2前 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

㟁☢Ẽ学Ϫ 2前 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

㟁☢Ẽ学ϫ 2後 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

ᅇ㊰理ㄽϨ 1後 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

ᅇ㊰理ㄽϩ 2前 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

ᅇ㊰理ㄽϪ 2後 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

ᅇ㊰理ㄽϫ 2後 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

㟁Ẽ㟁Ꮚィ 工学Ϩ 2前 2 ۑ 1

㟁Ẽ㟁Ꮚィ 工学ϩ 2後 2 ۑ 1

㟁Ꮚᅇ㊰ᇶ♏ 2後 2 ۑ 1

㟁Ẽ㟁Ꮚᇶ♏ᐇ㦂 2後 2 ۑ 3

㟁Ẽ㟁Ꮚᛂ用ᐇ㦂 3前 2 ۑ 3

㟁Ꮚ情報通信ᐇ㦂 3㺃4 2 ۑ 4

㟁力工学ᐇ㦂 3㺃4 2 ۑ 1

タルᅇ㊰ࢪ࢕ࢹ・ルスࣃ 3㺃4 2 ۑ 1

㟁Ꮚᅇ㊰ᛂ用 3㺃4 2 ۑ 1

㟁Ꮚࣂࢹイス工学 3㺃4 2 ۑ 1

㞟✚ࣂࢹイス工学 3㺃4 2 ۑ 1

㟁Ꮚ物性工学Ϩ 3㺃4 2 ۑ 1

㟁Ꮚ物性工学ϩ 3㺃4 2 ۑ 1

㔞Ꮚ力学Ϩ 3㺃4 2 ۑ 1

㔞Ꮚ力学ϩ 3㺃4 2 ۑ 1

情報ᩘ学 3㺃4 2 ۑ 1

㟁Ꮚィ⟬ᶵϨ 3㺃4 2 ۑ 1

㟁Ꮚィ⟬ᶵϩ 3㺃4 2 ۑ 1

通信工学Ϩ 3㺃4 2 ۑ 1

通信工学ϩ 3㺃4 2 ۑ 1

㟁☢Ἴ工学 3㺃4 2 ۑ 1

㟁Ꮚࣂࢹイス材ᩱ工学 3㺃4 2 ۑ 1 1

㟁ẼᶵჾϨ 3㺃4 2 ۑ 1

㟁Ẽ通信関ಀἲ規 3㺃4 2 ۑ ව1

スࢡニࣟࢺࢡーエࣞ࣡ࣃ 3㺃4 2 ۑ 1

㟁Ẽ㟁Ꮚ材ᩱ 3㺃4 2 ۑ 1

ไᚚ工学 3㺃4 2 ۑ 1

タルไᚚࢪ࢕ࢹ 3㺃4 2 ۑ 1

ルタ࢕ࣇびࡼ࠾タル信ྕࢪ࢕ࢹ 3㺃4 2 ۑ 1

情報と➢ྕの理ㄽ 3㺃4 2 ۑ 1

ᩘ್解ᯒ 3㺃4 2 ۑ 1

生యィ 工学 3㺃4 2 ۑ 1

⤌㎸みタィ 3㺃4 2 ۑ 1

㟁Ꮚ情報通信≉ูㅮ⩏Ϩ 3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

専
門
教
育
科
目

㸫ᑠィ（4�科目）

職業ᣦᑟ（工業）

コ
䤀

ス
専
門
科
目

工
学
ඹ
通
科
目

琉球大学-2㻜



㟁Ꮚ情報通信≉ูㅮ⩏ϩ 3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

㟁Ꮚ情報通信≉ูㅮ⩏Ϫ 3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

㟁Ꮚ情報通信≉ูㅮ⩏ϫ 3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

㟁Ꮚ情報通信≉ูㅮ⩏Ϭ 3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

㟁Ꮚ情報通信≉ูㅮ⩏ϭ 3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

㸫 2� �0 0 � � 0 4 0 ව�

材ᩱ生産工学ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ 2 2

熱ὶయ工学ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ 2 2

エࢿルࢠーኚ᥮工学ᇶ♏ 3㺃4 2 ۑ 2 2

⎔ቃ工学ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ 2 2

3㺃4 2 ۑ 1  

3㺃4 2 ۑ 1  

3㺃4 2 ۑ 1

3㺃4 2 ۑ 2 　

3㺃4 2 ۑ 1

3㺃4 2 ۑ 1 1

3㺃4 2 ۑ 1

3㺃4 2 ۑ 3 2

コンピュータサイエンスᇶ♏ 3㺃4 2 ۑ 1

情報シス࣒ࢸ㛤Ⓨ₇⩦ 3㺃4 2 ۑ 1 1

㸫 0 2� 0 19 12 0 2 0 ව0

㸫 �� 1�� 1� 24 1� 0 � 0 ව��

ᶫタィㄽ

㐨㊰஺通ィ⏬

工
学
融
合
科
目
䥹

ᑟ
ධ
科
目
䥺

㸫

㒔ᕷᆅᇦィ⏬

ᒃఫᘓ⠏ᴫㄽ

㸫

ᓥᕋ⎔ቃィ⏬ㄽ

合ィ（122科目）

ᆅ㟈工学

ᾏᗏ資源工学

ᑠィ（49科目）

コ
䤀

ス
専
門
科
目

ᇶ♏ὶయ力学

専
門
教
育
科
目

ᑠィ（14科目）

琉球大学-21



必
　
修

㑅
　
ᢥ

自
　
⏤

ㅮ
　
⩏

₇
　
⩦

ᐇ
㦂
・
ᐇ
⩦

教
　
ᤵ

෸
教
ᤵ

ㅮ
　
ᖌ

ຓ
　
教

ຓ
　
ᡭ

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)ϩ 1後 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学ධ門Ϩ 1前 　 2 ۑ ව1

物理学ධ門ϩ 1後 　 2 ۑ ව1

物理学ᐇ㦂 1前 1 ۑ ව1

໬学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

໬学ϩ 1後 2 ۑ ව1

໬学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

໬学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

໬学ᐇ㦂 1後 1 ۑ ව1

㸫 0 1� � 0 0 0 0 0 ව14

ᇶ♏ᩘ学Ϩ 1前 1 ۑ  ව1

ᇶ♏ᩘ学ϩ 1後 1 ۑ ව1

工業ᩘ学Ϩ 1前 2 ۑ 1

工業ᩘ学ϩ 1後 2 ۑ 1

工業ᩘ学Ϫ 2前 2 ۑ 1

工業ᩘ学ϫ 2後 2 ۑ ව1

☜⋡及び⤫ィ 2前 2 ۑ  1

キࣕࣜࢨࢹ࢔インධ門 1前 1 ۑ 1 1  

工学ᇶ♏₇⩦ 1前 2 ۑ � �  

キࣕࣜࢨࢹ࢔イン 3前 2 ۑ 1 1  

技術者の೔理 3前 2 ۑ � �

エンࢪニࣜ࢔ンࢨࢹࢢイン₇⩦ 3後 2 ۑ 1 1

Ϩࢢミンࣛࢢࣟࣉ 1後 2 ۑ 1

ϩࢢミンࣛࢢࣟࣉ 2前 2 ۑ 1

技術ⱥㄒϨ 3前 2 ۑ 1 ව1

技術ⱥㄒϩ 3後 2 ۑ 1 ව1

技術ⱥㄒϪ 4前 2 ۑ 1 ව1

知的㈈産ᶒ 3㺃4前 2 ۑ  ව1

ရ㉁⟶理 3㺃4前 2 ۑ  

⤒Ⴀ工学ᴫㄽ 3㺃4後 2 ۑ ව1

Frontiers of Engineering 3㺃4後 2 ۑ 3 4 スࣂニ࣒࢜

産業♫఍学ཎㄽϨ 3㺃4前 2 ۑ 　 ව� スࣂニ࣒࢜

産業♫఍学ཎㄽϩ 3㺃4後 2 ۑ 　 ව1

ᆅᇦ課題解決ᐇ㊶₇⩦ 1㺃2㺃3㺃4 2 ۑ 3 2 2 㞟୰

ᆅᇦ創生ㄽ 3前 2 ۑ 3 4 㞟୰

国㝿༠力ㄽ 3後 2 ۑ 3 4 㞟୰

インターンシࣉࢵϨ 2㺃3㺃4 1 ۑ 1 1 㞟୰

インターンシࣉࢵϩ 2㺃3㺃4 1 ۑ 1 1 㞟୰

インターンシࣉࢵϪ 2㺃3㺃4 2 ۑ 1 1 㞟୰

国㝿インターンシࣉࢵϨ 3㺃4 1 ۑ 1 1 㞟୰

国㝿インターンシࣉࢵϩ 3㺃4 2 ۑ 1 1 㞟୰

ඹ
通
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

工
学
ඹ
通
科
目

専
門
ᇶ
♏
科
目

ᤵ業ᙧែ

ඹ通
教育
科目

ู紙のとࡾ࠾
（4㡫㹼9㡫）

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

ᩍ ⫱ ㄢ ⛬ ➼ の 概 要 㸦 ஦ ๓ ఛ ࠸ 㸧
ᕤᏛ㒊ᕤᏛ⛉㸦♫఍ᇶ┙ࢫ࣮ࢥࣥ࢖ࢨࢹ㸧

科目
༊分

ᤵ業科目のྡ⛠ 㓄ᙜ年ḟ 備考

専௵教員等の㓄⨨

㸫ᑠィ（14科目）

単位ᩘ

琉球大学-22



工学ᴫㄽ 1後 2 ۑ 3 4 スࣂニ࣒࢜

4前 2 ۑ ව1

⥲合₇⩦ 4前 2 ۑ ව1

工業科教育ἲ$ 3後 2 ۑ ව1

工業科教育ἲ% 4前 2 ۑ ව1

情報科教育ἲ$ 3後 2 ۑ ව1

情報科教育ἲ% 4前 2 ۑ ව1

教職ᐇ㊶₇⩦ 4後 2 ۑ ව1

ーϨࢼミࢭ 3㺃4 　 1 ۑ � � 3

ーϩࢼミࢭ 3㺃4 　 1 ۑ � � 3

卒業研究Ϩ 4 3 ۑ � � 3

卒業研究ϩ 4 3 ۑ � � 3

卒業タィまたは卒業研究Ϩ 4 3 ۑ � � 3

卒業タィまたは卒業研究ϩ 4 3 ۑ � � 3

㸫 21 �� 10 � � 0 3 0 ව23

1後 2 ۑ 　 1

1後 1 ۑ 1

1後 3 ۑ 1 1 ͤ₇⩦

1後 2 ۑ 1

1後 2 ۑ 1 　

2前 2 ۑ 　 1

2前 2 ۑ 1 　 ͤ₇⩦

2前 3 ۑ 1 1 ͤ₇⩦

2前 3 ۑ 1 　 ͤ₇⩦

2前 2 ۑ 　 1

2前 1�� ۑ  ව1

2後 2 ۑ 　 　 ව1

2後 1�� ۑ  ව1

2後 2 ۑ 　 1 　

2後 2 ۑ 　 1 　

2後 2 ۑ 1 　

2後 2 ۑ 　 1 　

3前 2 ۑ 1

3前 2 ۑ  1 　

3前 2 ۑ  1

3前 2 ۑ 　 1

3前 2 ۑ 1  

3前 2 ۑ 1 　 　

3前 2 ۑ 1

3前 1�� 〇 1 1

3前 1�� 〇 1 　

3前 1�� 〇 1 　 1

3前 2 ۑ 2 　

3後 2 ۑ  ව1

⭉㣗㜵㣗と⑂ປ 3後 2 ۑ 1 1

3後 2 ۑ 1 1 　

3後 2 ۑ 1  　
3後 2 ۑ 　 　 ව1

3後 2 ۑ 1

3後 2 ۑ 1

3後 2 ۑ 1 1

3後 2 ۑ 1

3後 2 ۑ  ව1

3後 2 ۑ 1

ᒾ┙力学 3後 2 ۑ 1

3後 1�� 〇 1 1 ͤ₇⩦

3後 1�� 〇 1 1 ͤ₇⩦

4前 2 ۑ  ව1

♫఍ᇶ┙ࢨࢹイン≉ูㅮ⩏Ϩ 3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

ᘓタ材ᩱ学

Ỉ理学ϩ

⥔持⟶理工学

ᵓ㐀力学Ϫ

ᅵ㉁力学ϩ

ᾏᓊ工学

㗰ᵓ㐀工学

コンࣜࢡーࢺᵓ㐀工学

 㔞学ᐇ⩦ϩ

工
学
ඹ
通
科
目

コ
䤀

ス
専
門
科
目

専
門
教
育
科
目

情報ฎ理解ᯒἲ

Ỉ理学Ϩ及び₇⩦

ᅵ㉁力学Ϩ及び₇⩦

 㔞学Ϩ

 㔞学ᐇ⩦Ϩ

 㔞学ϩ

ᇶ♏ὶయ力学

♫఍シス࣒ࢸィ⏬学ϩ

ᵓ㐀力学ϩ

♫఍シス࣒ࢸィ⏬学Ϩ

♏インᇶࢨࢹ

ᵓ㐀力学Ϩ及び₇⩦

職業ᣦᑟ（工業）

%⩦イン₇ࢨࢹ

Ἑᕝ工学

ィ⟬力学

ᑠィ（4�科目） 㸫

ᆅ┙工学

 ‴工学

ᶫタィㄽ

材ᩱ工学

ᓥᕋ⎔ቃィ⏬ㄽ

コンࣜࢡーࢺ工学ᐇ㦂

ᆅ┙工学ᐇ㦂

㐨㊰஺通ィ⏬

ࢺン࣓ࢪࢿ࣐ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

Ỉ工学ᐇ㦂

⎔ቃ⾨生工学

ῶ⅏ィ⏬

ᾏᗏ資源工学

ⅆ⸆学

ᆅ㟈工学

㒔ᕷᆅᇦィ⏬

$⩦イン₇ࢨࢹ

琉球大学-23



♫఍ᇶ┙ࢨࢹイン≉ูㅮ⩏ϩ 3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

♫఍ᇶ┙ࢨࢹイン≉ูㅮ⩏Ϫ 3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

♫఍ᇶ┙ࢨࢹイン≉ูㅮ⩏ϫ 3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

♫఍ᇶ┙ࢨࢹイン≉ูㅮ⩏Ϭ 3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

♫఍ᇶ┙ࢨࢹイン≉ูㅮ⩏ϭ 3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

♫఍ᇶ┙ࢨࢹイン≉ูㅮ⩏Ϯ 3㺃4 1 ۑ ව1 㞟୰

♫఍ᇶ┙ࢨࢹイン≉ูㅮ⩏ϯ 3㺃4 1 ۑ ව1 㞟୰

♫఍ᇶ┙ࢨࢹイン≉ูㅮ⩏ϰ 3㺃4 1 ۑ ව1 㞟୰

♫఍ᇶ┙ࢨࢹイン≉ูㅮ⩏ϱ 3㺃4 1 ۑ ව1 㞟୰

♫఍ᇶ┙ࢨࢹイン≉ูㅮ⩏ϲ 3㺃4 1 ۑ ව1 㞟୰

♫఍ᇶ┙ࢨࢹイン≉ูㅮ⩏ϳ 3㺃4 1 ۑ ව1 㞟୰

㸫 3��� �� 0 � � 0 3 0 ව19

材ᩱ生産工学ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ 2 2

熱ὶయ工学ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ 2 2

エࢿルࢠーኚ᥮工学ᇶ♏ 3㺃4 2 ۑ 2 2

3㺃4 2 ۑ 2 2

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学ᇶ♏ 3㺃4 2 ۑ 3

スࢡニࣟࢺ࣓࢝ 3㺃4 2 ۑ 1

3㺃4 2 ۑ 1

3㺃4 2 ۑ 3 2

コンピュータサイエンスᇶ♏ 3㺃4 2 ۑ 1

情報シス࣒ࢸ㛤Ⓨ₇⩦ 3㺃4 2 ۑ 1 1

㸫 0 20 0 1� 10 0 1 0 ව0

㸫 ���� 1�� 1� 23 1� 0 4 0 ව��

コ
䤀

ス
専
門
科
目

専
門
教
育
科
目

通信工学ᴫㄽ

ᒃఫᘓ⠏ᴫㄽ

⎔ቃ工学ᴫㄽ

㸫ᑠィ（10科目）

合ィ（124科目）

ᑠィ（��科目） 㸫

工
学
融
合
科
目
䥹

ᑟ
ධ
科
目
䥺

琉球大学-2㻠



必
　
修

㑅
　
ᢥ

自
　
⏤

ㅮ
　
⩏

₇
　
⩦

ᐇ
㦂
・
ᐇ
⩦

教
　
ᤵ

෸
教
ᤵ

ㅮ
　
ᖌ

ຓ
　
教

ຓ
　
ᡭ

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)ϩ 1後 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学ᐇ㦂 1前 1 ۑ ව1

໬学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

໬学ϩ 1後 2 ۑ ව1

໬学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

໬学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

໬学ᐇ㦂 1後 1 ۑ ව1

㸫 � � 12 0 0 0 0 0 ව14

ᇶ♏ᩘ学Ϩ 1前 1 ۑ 1

ᇶ♏ᩘ学ϩ 1後 1 ۑ 1

工業ᩘ学Ϩ 1前 2 ۑ 1

工業ᩘ学ϩ 1後 2 ۑ 1

工業ᩘ学Ϫ 2前 2 ۑ 1

工業ᩘ学ϫ 2後 2 ۑ 1

☜⋡及び⤫ィ 2前 2 ۑ 1

キࣕࣜࢨࢹ࢔インධ門 1前 1 ۑ 3 4

工学ᇶ♏₇⩦ 1前 2 ۑ 3 4

キࣕࣜࢨࢹ࢔イン 3前 2 ۑ 1 ව1

技術者の೔理 3前 2 ۑ 1

エンࢪニࣜ࢔ンࢨࢹࢢイン₇⩦ 3後 2 ۑ 1

Ϩࢢミンࣛࢢࣟࣉ 1後 2 ۑ 1

ϩࢢミンࣛࢢࣟࣉ 2前 2 ۑ 1

技術ⱥㄒϨ 3前 2 ۑ 1

技術ⱥㄒϩ 3後 2 ۑ 1

技術ⱥㄒϪ 4前 2 ۑ 1

知的㈈産ᶒ 3㺃4前 2 ۑ 1 ව1

ရ㉁⟶理 3㺃4前 2 ۑ 1 ව1

⤒Ⴀ工学ᴫㄽ 3㺃4後 2 ۑ ව1

Frontiers of Engineering 3㺃4後 2 ۑ 3 4 スࣂニ࣒࢜

産業♫఍学ཎㄽϨ 3㺃4前 2 ۑ ව� スࣂニ࣒࢜

産業♫఍学ཎㄽϩ 3㺃4後 2 ۑ ව1 スࣂニ࣒࢜

ᆅᇦ課題解決ᐇ㊶₇⩦ 1㺃2㺃3㺃4 2 ۑ 3 2 2 㞟୰

ᆅᇦ創生ㄽ 3前 2 ۑ 3 4 㞟୰

国㝿༠力ㄽ 3後 2 ۑ 3 4 㞟୰

インターンシࣉࢵϨ 2㺃3㺃4 1 ۑ 1 㞟୰

インターンシࣉࢵϩ 2㺃3㺃4 1 ۑ 1 㞟୰

インターンシࣉࢵϪ 2㺃3㺃4 2 ۑ 1 㞟୰

国㝿インターンシࣉࢵϨ 3㺃4 1 ۑ 1 㞟୰

国㝿インターンシࣉࢵϩ 3㺃4 2 ۑ 1 㞟୰

工
学
ඹ
通
科
目

ඹ通
教育
科目

専
門
教
育
科
目

ᤵ業科目のྡ⛠ 㓄ᙜ年ḟ

㸫

ู紙のとࡾ࠾
（4㡫㹼9㡫）

ᑠィ（14科目）

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

ᩍ ⫱ ㄢ ⛬ ➼ の 概 要 㸦 ஦ ๓ ఛ ࠸ 㸧
ᕤᏛ㒊ᕤᏛ⛉㸦ᘓ⠏Ꮫࢫ࣮ࢥ㸧

科目
༊分

専
門
ᇶ
♏
科
目

ඹ
通
教
育
科
目

専௵教員等の㓄⨨単位ᩘ ᤵ業ᙧែ

備考

琉球大学-2㻡



工学ᴫㄽ 1後 2 ۑ 3 4 スࣂニ࣒࢜

4前 2 ۑ ව1

⥲合₇⩦ 4前 2 ۑ ව1

工業科教育ἲ$ 3後 2 ۑ ව1

工業科教育ἲ% 4前 2 ۑ ව1

情報科教育ἲ$ 3後 2 ۑ ව1

情報科教育ἲ% 4前 2 ۑ ව1

教職ᐇ㊶₇⩦ 4後 2 ۑ ව1

ーϨࢼミࢭ 3㺃4 1 ۑ � � 3

ーϩࢼミࢭ 3㺃4 1 ۑ � � 3

卒業研究Ϩ 4 3 ۑ � � 3

卒業研究ϩ 4 3 ۑ � � 3

卒業タィまたは卒業研究Ϩ 4 3 ۑ � � 3

卒業タィまたは卒業研究ϩ 4 3 ۑ � � 3

㸫 13 �� � � � 0 3 0 ව19

ᘓ⠏ᵓ㐀力学Ϩ 1前 3 ۑ 1 1 ͤ₇⩦

ᘓ⠏学ᇶ♏₇⩦ 1前 2 ۑ � � 3

ᘓ⠏ᇶ♏情報ฎ理 1前 1 ۑ 1 1

ᘓ⠏ᵓ㐀力学ϩ 1後 3 ۑ 1 ͤ₇⩦

ᇶ♏ὶయ力学 1後 2 ۑ 1

ᘓ⠏ࢨࢹインᇶ♏ 1後 2 ۑ 1 1 1

ᘓ⠏ᵓἲ 1後 2 ۑ 1 1

ᘓ⠏タィ〇ᅗϨ 2前 3 ۑ 1 1 1

ᘓ⠏ィ⏬ᴫㄽ 2前 2 ۑ 1

㒔ᕷィ⏬ 2前 2 ۑ 1 1

ᘓ⠏材ᩱ学 2前 2 ۑ 1

ᘓ⠏ᵓ㐀力学Ϫ 2前 3 ۑ 1 1 ͤ₇⩦

ィ⟬材ᩱ力学 2前 3 ۑ 1 1 ͤ₇⩦

 㔞学 2前 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

 㔞学ᐇ⩦ 2前 1�� ۑ ව1

ᵓ㐀タィϨ 2後 2 ۑ 1

ᘓ⠏タィ〇ᅗϩ 2後 3 ۑ 1 1 1

ᘓ⠏ྐᴫㄽ 2後 2 ۑ 1

ఫ✵㛫ィ⏬ 2後 2 ۑ 1

ᘓ⠏⎔ቃ工学Ϩ 2後 2 ۑ 1

㜵⅏工学ᴫㄽ 2後 2 ۑ 1

⎔ቃ材ᩱ学 2後 2 ۑ 1

ྛ種ᘓ⠏ィ⏬ 2後 2 ۑ 1

ᘓ⠏タ備ィ⏬ 3前 2 ۑ 1

ᘓ⠏⎔ቃ工学ϩ 3前 2 ۑ 1

ᵓ㐀タィϩ 3前 2 ۑ 1

ᘓ⠏⎔ቃ工学ᐇ㦂 3前 1 ۑ 1 1

ᘓ⠏生産 3前 2 ۑ 1

ᘓ⠏タィ〇ᅗϪ 3前 3 ۑ 1 1 1

ᘓ⠏ព໶ 3前 2 ۑ 1

ᒃఫᆅィ⏬ 3前 2 ۑ 1

㒔ᕷࢨࢹイン₇⩦ 3前 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

⪏㟈タィᴫㄽ 3後 2 ۑ 1

ᘓ⠏ἲ規 3後 2 ۑ 1

ᘓ⠏⎔ቃ工学₇⩦ 3後 1 ۑ 1

ᘓ⠏材ᩱᵓ㐀ᐇ㦂 3後 1 ۑ 1

ᘓ⠏タィ〇ᅗϫ 3後 3 ۑ 1 1 1

ᘓ⠏ᇶ♏ᵓ㐀 3後 2 ۑ 1

ᘓ⠏⎔ቃタ備タィ 3後 2 ۑ 1

⌧௦ᘓ⠏ᛮ₻ 3後 2 ۑ 1

ᩘ理情報ฎ理 3後 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

3後 2 ۑ 1

㒔ᕷࡼ࠾びᆅ᪉ィ⏬ 3後 2 ۑ 1

බඹィ⏬の技術と理ㄽ 3後 2 ۑ 1

工
学
ඹ
通
科
目

コ
䤀

ス
専
門
科
目

専
門
教
育
科
目

職業ᣦᑟ（工業）

ᑠィ（4�科目）

㒔ᕷィ⏬ἲไ

㸫

琉球大学-2㻢



ᘓ⠏技術者೔理 4前 2 ۑ � � スࣂニ࣒࢜

⎔ቃ情報シス࣒ࢸ 4前 2 ۑ 1

ーϨࢼミࢭࢻール࢕ࣇ 2㺃3㺃4 1 ۑ � �

ーϩࢼミࢭࢻール࢕ࣇ 2㺃3㺃4 1 ۑ � �

ᘓ⠏学≉ูㅮ⩏ϨࠥϬ 2㺃3㺃4 1 ۑ ව1 㞟୰

ᘓ⠏学≉ูㅮ⩏ϭࠥϱ 2㺃3㺃4 2 ۑ ව1 㞟୰

㸫 49 �1�� 0 � � 0 3 0 ව3

材ᩱ生産工学ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ 2 2

熱ὶయ工学ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ 2 2

エࢿルࢠーኚ᥮工学ᇶ♏ 3㺃4 2 ۑ 2 2

⎔ቃ工学ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ 2 2

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学ᇶ♏ 3㺃4 2 ۑ 3

スࢡニࣟࢺ࣓࢝ 3㺃4 2 ۑ 1

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学ᇶ♏ 3㺃4 2 ۑ 3

通信工学ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ 1

1後 2 ۑ 1  

3前 2 ۑ 1  

3前 2 ۑ 1

3前 2 ۑ 2

3後 2 ۑ 1

3後 2 ۑ 1 1

3後 2 ۑ 1

コンピュータサイエンスᇶ♏ 3前 2 ۑ 1

情報シス࣒ࢸ㛤Ⓨ₇⩦ 3後 2 ۑ 1 1

㸫 0 34 0 24 10 0 2 0 ව0

㸫 �0 1���� 20 30 1� 0 � 0 ව3�

コ
䤀

ス
専
門
科
目

ᶫタィㄽ

専
門
教
育
科
目

ᑠィ（1�科目）

㒔ᕷᆅᇦィ⏬

ᆅ㟈工学

ᑠィ（�1科目）

ᇶ♏ὶయ力学

ᓥᕋ⎔ቃィ⏬ㄽ

㸫

㐨㊰஺通ィ⏬

ᾏᗏ資源工学

合ィ（12�科目）

㸫

工
学
融
合
科
目
䥹

ᑟ
ධ
科
目
䥺

琉球大学-2㻣



必
　
修

㑅
　
ᢥ

自
　
⏤

ㅮ
　
⩏

₇
　
⩦

ᐇ
㦂
・
ᐇ
⩦

教
　
ᤵ

෸
教
ᤵ

ㅮ
　
ᖌ

ຓ
　
教

ຓ
　
ᡭ

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)ϩ 1後 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学ᐇ㦂 1前 1 ۑ ව1

໬学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

໬学ϩ 1後 2 ۑ ව1

໬学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

໬学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

໬学ᐇ㦂 1後 1 ۑ ව1

㸫 � 1� 0 0 0 0 0 0 ව14

ᇶ♏ᩘ学Ϩ 1前 1 ۑ ව1

ᇶ♏ᩘ学ϩ 1後 1 ۑ ව1

工業ᩘ学Ϩ 1前 2 ۑ 1

工業ᩘ学ϩ 1後 2 ۑ 1

工業ᩘ学Ϫ 2前 2 ۑ 1

工業ᩘ学ϫ 2後 2 ۑ 1

☜⋡及び⤫ィ 2後 2 ۑ 1

キࣕࣜࢨࢹ࢔インධ門 1前 1 ۑ 3 4

工学ᇶ♏₇⩦ 1前 2 ۑ 1

キࣕࣜࢨࢹ࢔イン 3前 2 ۑ 1 ව1

技術者の೔理 1前 2 ۑ 1

エンࢪニࣜ࢔ンࢨࢹࢢイン₇⩦ 3後 2 ۑ � 3

Ϩࢢミンࣛࢢࣟࣉ 1前 2 ۑ 1

ϩࢢミンࣛࢢࣟࣉ 1後 2 ۑ 1

技術ⱥㄒϨ 3前 2 ۑ 1 ව1

技術ⱥㄒϩ 3後 2 ۑ 1 ව1

技術ⱥㄒϪ 4前 2 ۑ 1 ව1

知的㈈産ᶒ 3㺃4前 2 ۑ ව1

ရ㉁⟶理 3㺃4前 2 ۑ 1

⤒Ⴀ工学ᴫㄽ 3㺃4後 2 ۑ ව1

Frontiers of Engineering 3㺃4後 2 ۑ 3 4 スࣂニ࣒࢜

産業♫఍学ཎㄽϨ 3㺃4前 2 ۑ ව� スࣂニ࣒࢜

産業♫఍学ཎㄽϩ 3㺃4後 2 ۑ ව1

ᆅᇦ課題解決ᐇ㊶₇⩦ 1㺃2㺃3㺃4 2 ۑ 3 2 2 㞟୰

ᆅᇦ創生ㄽ 3前 2 ۑ 3 4 㞟୰

国㝿༠力ㄽ 3後 2 ۑ 3 4 㞟୰

インターンシࣉࢵϨ 2㺃3㺃4 1 ۑ 1 㞟୰

インターンシࣉࢵϩ 2㺃3㺃4 1 ۑ 1 㞟୰

インターンシࣉࢵϪ 2㺃3㺃4 2 ۑ 1 㞟୰

国㝿インターンシࣉࢵϨ 3㺃4 1 ۑ 1 㞟୰

国㝿インターンシࣉࢵϩ 3㺃4 2 ۑ 1 㞟୰

工
学
ඹ
通
科
目

ᑠィ（14科目）

ඹ
通
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
ᇶ
♏
科
目

ඹ通
教育
科目

ู紙のとࡾ࠾
（4㡫㹼9㡫）

専௵教員等の㓄⨨

㸫

ᤵ業ᙧែ

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

ᩍ ⫱ ㄢ ⛬ ➼ の 概 要 㸦 ஦ ๓ ఛ ࠸ 㸧
ᕤᏛ㒊ᕤᏛ⛉㸦▱⬟᝟ሗࢫ࣮ࢥ㸧

科目
༊分

ᤵ業科目のྡ⛠ 㓄ᙜ年ḟ

単位ᩘ

備考

琉球大学-2㻤



工学ᴫㄽ 1後 2 ۑ 3 4 スࣂニ࣒࢜

4前 2 ۑ ව1

⥲合₇⩦ 4前 2 ۑ 1

工業科教育ἲ$ 3後 2 ۑ ව1

工業科教育ἲ% 4前 2 ۑ ව1

情報科教育ἲ$ 3後 2 ۑ 1

情報科教育ἲ% 4前 2 ۑ 1

教職ᐇ㊶₇⩦ 4後 2 ۑ 1 1

ーϨࢼミࢭ 4 1 ۑ � � 3

ーϩࢼミࢭ 4 1 ۑ � � 3

卒業研究Ϩ 4 3 ۑ � � 3

卒業研究ϩ 4 3 ۑ � � 3

卒業タィまたは卒業研究Ϩ 4 3 ۑ � � 3

卒業タィまたは卒業研究ϩ 4 3 ۑ � � 3

㸫 2� �� � � � 0 4 0 ව19

Ϩ⩦₇ࢢミンࣛࢢࣟࣉ 1前 1 ۑ 1 1

ϩ⩦₇ࢢミンࣛࢢࣟࣉ 1後 1 ۑ 1 1

㞳ᩓᩘ学 1後 2 ۑ 1

ータᵓ㐀ࢹと࣒ࢬࣜࢦル࢔ 2前 2 ۑ 1

情報࣡ࢺࢵࢿー2 ,ࢡ前 2 ۑ 1

コンピュータシス࣒ࢸ 2前 2 ۑ 1

2前 4 ۑ 1 ͤ₇⩦

2前 2 ۑ 1

2前 2 ۑ 1

情報ฎ理技術ᴫㄽ 2前 2 ۑ ව1

࣒ࢸシスࢢン࢕ࢸーࣞ࣌࢜ 2後 2 ۑ 1

コンピュータ࢔ーキࣕࢳࢡࢸ 2後 2 ۑ 1

情報࣡ࢺࢵࢿー2 ,,ࢡ後 2 ۑ 1

2後 2 ۑ 1

ゝㄒ理ㄽと࢜ーࢺ࣐ࢺン 2後 2 ۑ 1

2後 2 ۑ 1

2後 2 ۑ 1

タル信ྕฎ理ࢪ࢕ࢹ 2後 2 ۑ 1

工学࢔࢙࢘ࢺࣇࢯ 3㺃4前 2 ۑ 1

ᩘ理ィ⏬と࢔ル3 ࣒ࢬࣜࢦ㺃4前 2 ۑ 1

3㺃4前 2 ۑ 1

タィ࣒ࢸタルシスࢪ࢕ࢹ 3㺃4前 2 ۑ 1

インター࢔ࢺࢵࢿーキࣕࢳࢡࢸ 3㺃4前 2 ۑ ව1

3㺃4前 2 ۑ 1

ションࢡンコンピュータインタ࣐ࣛューࣄ 3㺃4前 2 ۑ 1

2後 2 ۑ 1

ィ⟬ᶵゝㄒᵓ成ㄽ 3㺃4後 2 ۑ 1

タルไᚚㄽࢪ࢕ࢹ 3㺃4後 2 ۑ 1

3㺃4後 2 ۑ 1

࢕ࢸキュࣜࢭࢡー࣡ࢺࢵࢿ 3㺃4後 2 ۑ ව1

3㺃4後 2 ۑ 1

コࣞࣈ࢕ࢸࢡイン࢙ࢪࣜࢸンス 3㺃4後 2 ۑ 1

ࢢイニン࣐ータࢹ 3㺃4後 2 ۑ 1

知能情報ᐇ㦂, 2前 1�� ۑ 2 3 ව1

知能情報ᐇ㦂,, 2後 1�� ۑ 2 3

3前 2 ۑ � 3

,⩦㛤Ⓨ₇࢔エ࢘ࢺࣇࢯ 2後 2 ۑ 1

,,⩦㛤Ⓨ₇࢔エ࢘ࢺࣇࢯ 3前 2 ۑ 1 ව1

,,,⩦㛤Ⓨ₇࢔エ࢘ࢺࣇࢯ 3後 2 ۑ 1

,&7ᐇ㊶ⱥㄒ, 4前 2 ۑ ව1

,&7ᐇ㊶ⱥㄒ,, 4後 2 ۑ ව1

3㺃4前後 2 ۑ ව1

3㺃4前後 2 ۑ ව1

情報技術₇⩦,,, 3㺃4前後 1 ۑ ව1

タルᅇ㊰ࢪ࢕ࢹ

情報技術₇⩦,

情報技術₇⩦,,

工
学
ඹ
通
科
目

9/6,タィ

♏ータサイエンスᇶࢹ

職業ᣦᑟ（工業）

ᑠィ（4�科目）

知能ࣟࢺࢵ࣎

㸫

専
門
教
育
科
目

インࢨࢹࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

୪ิ分ᩓฎ理

知能情報ᐇ㦂,,,

ᶵᲔ学⩦

情報理ㄽ

⏬ീฎ理

࣒ࢸータベースシスࢹ

人工知能 

コ
䤀

ス
専
門
科
目
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3㺃4前後 1 ۑ ව1

3㺃4前後 2 ۑ ව1

3㺃4前後 2 ۑ ව1

3㺃4前後 1 ۑ ව1

3㺃4前後 1 ۑ ව1

㸫 31 �2 0 � � 0 4 0 ව1�

材ᩱ生産工学ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ 2 2

熱ὶయ工学ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ 2 2

エࢿルࢠーኚ᥮工学ᇶ♏ 3㺃4 2 ۑ 2 2

⎔ቃ工学ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ 2 2

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学ᇶ♏ 3㺃4 2 ۑ 3

スࢡニࣟࢺ࣓࢝ 3㺃4 2 ۑ 1

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学ᇶ♏ 3㺃4 2 ۑ 3

通信工学ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ 1

3㺃4 2 ۑ 1  

3㺃4 2 ۑ 1  

3㺃4 2 ۑ 1

3㺃4 2 ۑ 2 　

3㺃4 2 ۑ 1

3㺃4 2 ۑ 1 1

3㺃4 2 ۑ 1

ᒃఫᘓ⠏ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ 3 2

㸫 0 32 0 2� 12 0 1 0 ව0

㸫 �4 1�� � 32 19 0 � 0 ව4�

専
門
教
育
科
目

㸫

情報技術₇⩦,9

知能情報≉ูㅮ⩏,

知能情報≉ูㅮ⩏,,

知能情報≉ูㅮ⩏,,,

　学士（工学）

ᆅ㟈工学

ᇶ♏ὶయ力学

ᶫタィㄽ

ᓥᕋ⎔ቃィ⏬ㄽ

合ィ（12�科目）

ᾏᗏ資源工学

知能情報≉ูㅮ⩏,9

ᑠィ（49科目）

㒔ᕷᆅᇦィ⏬

㸫

学位ཪは学科の分野学位ཪは⛠ྕ 　工学関ಀ

工
学
融
合
科
目
䥹

ᑟ
ධ
科
目
䥺

コ
䤀

ス
専
門
科
目

ᑠィ（1�科目）

㐨㊰஺通ィ⏬
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タ⨨の㊃᪨・必要性

Ϩ　設置の㊃᪨࣭ᚲ要ᛶ

（㸯）ᨵ⤌の㊃᪨
ᡃが国は、㉸高㱋໬♫఍、ࣟࢢーࣂル໬ࡸ新⯆国のྎ㢌にࡼる➇த⃭໬な࡝を⫼ᬒに、国㝿➇த力の⥔持・ྥ

ୖ、ά力࠶るᆅᇦ⤒῭♫఍のᵓ⠏、་⒪・௓ㆤサーࣅスの持続的・ຠ⋡的ᥦ౪な࡝、㔜要な課題にᯝᩒに取ࡾ⤌み
かさをᐇឤできる♫఍をᵓ⠏することがồめられてい㇏ࡾࡼる♫఍を目ᣦしたኚ㠉に࠶持続的にⓎ展しά力、ࡘࡘ
る。ࡑのᐇ⌧にྥࡅて、ᮍ᮶を⠏く᭱ඛ➃研究㛤Ⓨ、ࣟࢢーࣂルに人ࠎの生άを一ኚさせる全く新しいၟရ㛤Ⓨ、
日ᖖ生άをሀᐇにᨭ࠼る〇ရ㛤Ⓨ・㐠用まで、新しい࢔イ࢔ࢹと高い技術力を㥑౑しᐇ用へとᑟくことのできる௜
ຍ౯್の高い理工⣔人材は、ḞくことのできないᏑᅾで࠶る。このことを㔜どし、ᡃが国は理工⣔人材の㉁的඘
ᐇ・㔞的☜ಖにྥࡅ、ᡓ␎的に人材育成に取ࢇ⤌ࡾでいかなࡅれࡤならない情ໃとなࡗている。

この࠺ࡼな状ἣに࠾いて、Ἀ⦖┴は、ᑗ᮶（ᴫ2030ࡡ年）のἈ⦖のᇶ本ᵓ想としてࠕἈ⦖21世紀ࢪࣅョンࠖを平
成22年に⟇定した。ࠕἈ⦖21世紀ࢪࣅョンࠖは、᫬௦をษࡾᣅき、世⏺と஺ὶし、とࡶにᨭ࠼合࠺平࿴で㇏かな
ࠗ⨾らᓥ࠘࠾きなࢃをᐇ⌧することをᇶ本理ᛕとし、自❧型⤒῭のᵓ⠏を目ᣦしている。また、ࡑのࢪࣅョンをᐇ
⌧するためにࠕἈ⦖21世紀ࢪࣅョンᇶ本ィ⏬ࠖを⟇定し、ᆅᇦ⤒῭の自❧的なⓎ展にྥࡅて、成長のエンࢪンで࠶
る⛣出型産業が」ᩘሀᐇに育ࡘこと、ᇦෆ産業がさらにά性໬すること、この୧者が連ᦠ・⿵᏶していく⤒῭ᵓ㐀
を創出するために、ḟの㸰ࡘに㔜Ⅼを⨨いてἈ⦖をᨭ࠼る産業のⓎ展を目ᣦして、ලయ的な᪋⟇を展㛤している。
を᰾とした臨✵・臨 型産業なࣈࣁ産業及び情報通信関連産業、国㝿㈌物ࢺーࢰるほගࣜ࠶産業でࢢン࢕ࢹーࣜۑ
産業の創出ࢢン࢕ࢹἈ⦖のඃ位性をάかした、➨㸱、➨４のࣜー、࡝
ー技術及び科学技ࢠルࢿる産業を᣺⯆し、≉に、་⒪、෌生可能エࡺら࠶ᆅᇦෆの࡝め、ᘓタ業なࡌ〇㐀業をはۑ
術な࡝の分野に࠾いてࡶἈ⦖の≉性をάかした新たな౯್を創㐀する取⤌のᙉ໬

⌰⌫大学工学部は、平成�年にᨵ⤌を⾜ࡗて௨᮶、科学技術のኚ㑄にᚑࡗてࣜ࢝キュ࣒ࣛのᨵ定は⾜ࡗていたが、
♫఍ኚ㠉にకࡗた大きな教育・⤌⧊ᨵ㠉を⾜ࡗていない。ࡑのため、ࠕ学科ࠖを୰心としたࣜ࢝キュ࣒ࣛ⦅成が㔜
どされ、学科㛫の教育஺ὶࡸ分野ᶓ᩿型の幅広いࣜ࢝キュ࣒ࣛᥦ౪が୙༑分で࠶る。平成�年ᙜ᫬とẚ㍑して、♫఍
情ໃは大きくኚ໬してࠕ、ࡾ࠾Ἀ⦖21世紀ࢪࣅョンᇶ本ィ⏬ࠖに࠶る人材育成の要ᮃにᑐして、⌧教育課程及びయ
ไでは♫఍情ໃのኚ㠉に༑分にᑐᛂできていないことから᪩ᛴなᨵ⤌がồめられている。Ἀ⦖┴にࡅ࠾る人材育成
ୖのニーࢬは、ࠕἈ⦖21世紀ࢪࣅョンᇶ本ィ⏬ࠖの୰でከ分野にࢃたࡗてᥖࡆられている。工学分野に関連した஦
㡯では、ࠕ産業ᵓ㐀のኚ໬と新産業創出にᑐᛂした人材ࠖの育成がồめられている。

⌰⌫大学工学部では、Ἀ⦖┴が新たにồめている人材育成にᑐᛂするために、これら新分野にᑐᛂするための人
材育成、ならびにこれまでᑐᛂしてきたᆅᇦ産業⏺をᢸ࠺人材育成を⥅続ᙉ໬するため、᪤Ꮡの４学科యไを෌⦅
ᙉ໬し、㸯学科㸵コースయไへᨵ⤌する。

本学部では、これにྛࡾࡼ研究分野に㊬る亜熱帯ᓥᕋᆅᇦにࡅ࠾るᆅᇦ性、自↛⎔ቃ、Ṕྐ・ᩥ໬にᇶ࡙いた工
学に関連した研究と教育をさらに῝໬させ、情報通信関連産業、〇㐀業、ᘓタ業、㟁力産業な࡝での新たなࢿࢪࣅ
スࣔࢹルの展㛤ࡸ、国㝿物ὶࣈࣁを᰾としたエࢿルࢠー産業な࡝の新産業の展㛤᥎進な࡝、新たな౯್の創㐀へと
るᨵ㠉では、幅広い分野を⥙⨶したయ⣔໬されたࡅ࠾て、学士課程に࠼ながる展㛤を目ᣦしていく。これを㋃まࡘ
人材育成教育シス࣒ࢸのᵓ⠏、♫఍ニーࢬのኚ໬に柔軟かࡘᶵᩄにᑐᛂできる教育コース（㸯学科㸵コースయไ）
のᵓ⠏をᅗる。௒ᅇᨵ⤌をண定している㸯学科㸵コースయไは、௨ୗに♧す≉ᚩを᭷してࡾ࠾、これからの新᫬௦
をᢸ࠺人材育成యไとして㐺ษで࠶る。

①ᇶ♏学力定╔・ᙉ໬科目のタ定にࡼる学力ᙉ໬
これまでྛ学科でูࠎに教育していたᩘ学・物理学な࡝のᇶ♏科目を、学科全యでඹ通科目としてタ定でき、これ
にࡾࡼ教育ෆᐜの幅と῝さを඘ᐇさせることができる。これらの科目は、す࡭ての専門教育のᇶ♏科目として位⨨
௜ࡅられ、ධ学᫬にࡅ࠾るᇶ♏学力୙㊊の学生にᑐして学科全యでᑐᛂすることが可能で࠶る。
②イࣀベーションを創出するⓎ想力・௻⏬力の㔊成
能ࢡー࣒࣡ーࢳ・ࣉࢵーシࢲれの分野の学生が要ồされるコミュニケーション能力、Ⓨ想力・௻⏬力、ࣜーࡒれࡑ
力及び技術者೔理を、工学ᇶ┙科目ࡸコミュニケーション能力ᙉ໬科目、ならびにキࣕࣜ࢔教育ᙉ໬科目として学
生にᥦ౪することにࡗࡼて、学科全యでᵝࠎなၥ題にᑐᛂでき、イࣀベーションを創出するⓎ想力・௻⏬力を᭷す
る学生を育成することができる。
③教育分野のᣑ඘
୺専門と他」ᩘ専門分野の科目を履修することにࡾࡼ、ᵝࠎな஦㇟に㐺ษにᑐᛂできる技術者を育成することがで
きる。本学科の教育య⣔として幅広く他分野の専門㡿ᇦを学ࡪための௙⤌みとして工学融合科目をタ定してࡾ࠾、
融合科目の履修にࡾࡼ他分野を含ࡴ幅広い知識の⋓得にࡘながࡾ、育成人材のά㌍のሙをᣑ大できる。
մ柔軟な教育シス࣒ࢸにࡼる教育のᶵື力ྥୖ
1学科㸵コースయไへ෌⦅成（大ᣓࡾ໬）することにࡾࡼ、௒後㉳こ࠺ࡾる♫఍情ໃのኚ໬にᑐして⣲᪩くᑐᛂで
き、教育シス࣒ࢸの෌ᵓ⠏を⾜࠺ことが可能で࠶る。これにࡾࡼ、♫఍ニーࢬのኚ໬に柔軟かࡘᶵᩄにᑐᛂする学
位ᤵ୚࣒ࣛࢢࣟࣉをᵓ⠏することができる。
յᑡ人ᩘ教育にࡼるࣈ࢕ࢸࢡ࢔・ࣛーニンࢢの✚ᴟᑟධ
㸯コースの定員は�0ྡ程ᗘで࠶るため、ᑡ人ᩘ教育がᑟධし᫆くなる。⌰⌫大学工学部では、学生のウㄽ能力、ࣉ
ࣞࣉࡸでなく、ウㄽࡅࡔーション能力、ၥ題解決能力、Ⓨ想能力を育成するため、ᪧ᮶のᗙ学ᙧᘧのᤵ業ࢸンࢮࣞ
。ᙧᘧのᤵ業を増ຍさせるࢢーニンࣛ・ࣈ࢕ࢸࢡ࢔ーションをᑟධしたࢸンࢮ
նキࣕࣜ࢔教育のᙉ໬
㸯学科㸵コースయไへ෌⦅し、ึ年ḟẁ㝵に࠾いて㏆年ニーࢬの高いキࣕࣜ࢔教育を全学生へ履修させる。さらに
コミュニケーション能力ᙉ໬に必要なᇶ♏的なึ年ḟ履修科目はඹ通໬をᅗࡗているため、㸰年ḟ௨㝆に࠾いてࡶ
他コースへの㌿コースがᐜ᫆でࡾ࠶、ᅾ学୰にࡅ࠾る学生のキࣕࣜ࢔ᕼᮃඛのኚ᭦にࡶ柔軟にᑐᛂできる。㸱年ḟ
に࠾いてࡶキࣕࣜࢨࢹ࢔インの科目（キࣕࣜࢨࢹ࢔イン、インターンシࣉࢵ等）を履修することにࡾࡼ学生自㌟の
キࣕࣜ࢔タィࡸ㐺ษなキࣕࣜ࢔の᳨ウが㐺ᐅ柔軟に⾜࠼る。⤖ᯝ的にキࣕࣜ࢔のミスࢳࢵ࣐を大幅にῶᑡできる。
また、㸯年ḟの᪩期から自分自㌟のᑗ᮶のキࣕࣜ࢔をព識させることで、᭱⤊的に就職⋡のྥୖࡶ期ᚅできる。

琉球大学-31



ᶵᲔ工学コースۑ
ᶵᲔ工学はࡶの࡙くࡾの㔜要なᇶ┙技術の一ࡘでࡾ࠶、ᡃが国の産業のⓎ展に大きなᙺ๭をᯝたしてきた。㏆年

では、工業のࣟࢢーࣂル໬、高ᗘ໬、,7を฼用した高ᗘ情報໬、他分野との融合な࡝ᶵᲔ工学を取ࡾᕳく⎔ቃは大
きくኚ໬している。しかしながら、技術❧国としてࡶの࡙くࡾを᥎進していくୖでᶵᲔ工学は産業をᨭ࠼る୰心的
な学ၥ分野でࡾ࠶、これからࡑࡶの㔜要性ࡸ必要性がኚࢃることはない。ᶵᲔ工学のᇶ本的な知識を᭷し、ኚ໬す
る⎔ቃにᑐして自らの力で㐺ᛂできる能力を備࠼、国ෆእに࠾いて幅広くά㌍できるᶵᲔ工学にᦠࢃる人材を育成
する教育࣒ࣛࢢࣟࣉが必要とされている。

また、ᓥᕋ⎔ቃୗに࠶るἈ⦖┴にࡅ࠾る〇㐀業を⥔持・Ⓨ展するためには、自らの知識・能力をάかして、ᶵჾ
のタィ、〇㐀、研究㛤Ⓨに取ࡾ⤌めるᶵᲔ技術者の育成がᮃまれている。ࡑして᭱㏆では、ࠕἈ⦖21世紀ࢪࣅョン
ᇶ本ィ⏬ࠖといࡗたἈ⦖᣺⯆ィ⏬が⟇定され、ᆅᇦᐦ╔型のࡶの࡙くࡾ産業ࡸ国㝿物ὶࣈࣁにࡅ࠾る新産業への展
㛤な࡝がᡴࡕ出されてࡾ࠾、ᶵᲔ工学に関する幅広い知識ࡸ〇㐀技術な࡝をᛂ用・展㛤することができる人材ࡑࡸ
の育成を⾜࠺教育࣒ࣛࢢࣟࣉがồめられている。ࡑのため、௨ୖの課題にᛂ࠼、さらにἈ⦖┴ෆእで幅広くά㌍で
きるᶵᲔの専門知識を᭷する人材を養成する目的でᶵᲔ工学コースをタ⨨する。

ー⎔ቃ工学コースࢠルࢿエۑ
ᑗ᮶にࢃたࡗて持続可能な人㛫άື、Ᏻ全・Ᏻ心な♫఍をᐇ⌧するために、Ᏻ定的なエࢿルࢠーの౪⤥ࡼ࠾び⎔

ቃとのඹ生がᙉくồめられている。これらのၥ題はࡑれࡒれ῝く関ಀしてࡾ࠾、ྠ᫬に᳨ウしていく࡭き⥲合的な
エࢿルࢠー⎔ቃၥ題でࡾ࠶、世⏺୰࠶らࡺる分野で┤㠃している㔜要課題で࠶る。࿘ᅖをᾏにᅖまれたἈ⦖┴なら
びにᾏὒ♫఍をඹ᭷する㏆㞄のᓥᕋᆅᇦに࠾いてࡶ、ほࡰす࡭てのエࢿルࢠー源を㍺ධに㢗ࡗていること、またᆅ
ᇦがಖ᭷する自↛は大஦なほග資源で࠶ることからࡶ、ᑗ᮶のエࢿルࢠー౪⤥ࡸ⎔ቃಖ全・ඹ生な࡝エࢿルࢠー⎔
ቃၥ題はᆅᇦが┤㠃する㠀ᖖに㔜要な課題で࠶る。ࡑのため、෌生可能エࢿルࢠー㛤Ⓨࡑࡸの฼用、&22᤼出の㍍
ῶ、㟁Ẽ自ື㌴等ᶵჾの㛤Ⓨと฼用、ࣜサイࢡル技術、⭉㣗ၥ題の解決といࡗたエࢿルࢠー㛤Ⓨ・฼用技術、⎔ቃ
㈇Ⲵపῶ技術㛤Ⓨが進められてࡾ࠾、ᑗ᮶これらをᢸ࠺エンࢪニ࢔人材がồめられている。この࠺ࡼなエࢿル
人材には、本㉁的に」ᩘの分野を࢔ニࢪエン࠺⾜ቃ㈇Ⲵపῶ技術の㛤Ⓨを⎔ࡸー源ࢠルࢿー・⎔ቃを考៖したエࢠ
ᶓ᩿する幅広い知識とࡑれを⤫合࣓ࢪࢿ࣐ンࢺする能力が要ồされる。したがࡗて、エࢿルࢠー・⎔ቃといࡗた」
合的なၥ題にᑐして、幅広く専門的な知識を᭷するととࡶに、ࡑれら」合分野を⤫合࣓ࢪࢿ࣐ンࢺできるエンࢪニ
。ー⎔ቃ工学コースをタ⨨するࢠルࢿ人材を養成する目的でエ࢔

（４）ྛコースのタ定㊃᪨

（㸰）ᨵ⤌の必要性
国❧大学のࠕミࢵションの෌定⩏ࠖにࡅ࠾る工学分野にࡘいては、ᡃが国の産業を≌ᘬし、成長のཎື力となる

人材の育成ࡸ産業ᵓ㐀のኚ໬にᑐᛂした研究㛤Ⓨの᥎進とい࠺要ㄳにᛂ࠼ていくため、大学院を୰心に教育研究⤌
⧊の෌⦅・ᩚ備ࡸᶵ能のᙉ໬がႚ⥭にồめられてࡑ、ࡾ࠾の期ᚅが増大している。工学分野にồめられるලయ的な
஦㡯は、ḟのྛⅬに㞟⣙される。
⾜としてのỗ用的能力の⋓得をᨭ᥼する国㝿Ỉ‽の教育と工学教育の㉁的ᨵၿのᐇ࢔ニࢪエンۑ
ル໬にᑐᛂした人材の育成と᭱新の高ᗘ専門技術にᑐᛂするための♫఍人の学び┤しの᥎進ࣂーࣟࢢۑ
るほⅬからの、ᆅᇦのࡆなࡘ学㝿的な研究を進め、研究成ᯝを産業にࡸඛ進的な研究、ࡘࡘⰍをάかし≉ࡸᙉみۑ
ᆅሙ産業ࡶ含めた産業⏺とのᙉい連ᦠ

工学部では、⌰⌫大学の理ᛕで࠶るࠕ┿理の᥈ồࠖ、ࠕᆅᇦ・国㝿♫఍への㈉⊩ࠖ、ࠕ平࿴・ඹ生の㏣ồࠖを㋃
ま࠼て、幅広い教養と技術者೔理、コミュニケーション能力ࡼ࠾び高ᗘな専門知識を㌟にࡅࡘ、Ᏻ全・Ᏻ心な♫఍
の創出ࡼ࠾びᆅᇦ⎔ቃಖ全ࡸ平࿴に㈉⊩し得る㇏かな創㐀力とᐇ㊶力をවࡡ備࠼た人材育成に取ࢇ⤌ࡾできた。し
かしながら♫఍情ໃは、ᛴ㏿なᑡᏊ高㱋໬、ࣟࢢーࣂル໬な࡝ᛴ⃭にኚ໬してࡾ࠾、大学に࠾いては工学教育の㉁
的㌿᥮と国㝿Ỉ‽の教育にࡼるࣟࢢーࣂル໬にᑐᛂした人材育成が♫఍からồめられている。

（㸱）工学科タ⨨の㊃᪨ࡼ࠾びྡ⛠
工学部では、ミࢵションの෌定⩏を㋃ま࠼、ᆅᇦ♫఍・産業ᵓ㐀のኚ໬と新産業創出ならびに国㝿♫఍に㈉⊩す

る人材の育成をᯝたす⤌⧊ᨵ㠉がồめられている。Ἀ⦖のᑗ᮶ീで࠶るࠕἈ⦖21世紀ࢪࣅョンᇶ本ィ⏬ࠖでは、情
報・通信関連、ᆅᇦᐦ╔型ࡶの࡙くࡾ産業、ほගをᨭ࠼る♫఍ᇶ┙産業で࠶るᘓタ産業及びపⅣ⣲型ᓥᕋ♫఍のᵓ
⠏といࡗた新産業の展㛤᥎進な࡝、新たな౯್の創㐀へとࡘながる展㛤を目ᣦしていくことが♧されている。これ
らをᐇ⾜するためにἈ⦖の産業᣺⯆をࣜーࢻする人材育成の要ㄳが࠶る。

工学部では、Ἀ⦖の産業᣺⯆と⤒῭の自❧的Ⓨ展にᐤ୚できる人材を育成し、産業⏺ࡸ♫఍の要ồに⣲᪩くᑐᛂ
するため、新産業創出の展㛤が期ᚅされる新しい㸰教育コースをຍ࠼෌⦅ᙉ໬した㸯学科㸵コースయไ（ᶵᲔ工学
コース、エࢿルࢠー⎔ቃ工学コース、㟁Ẽシス࣒ࢸ工学コース、㟁Ꮚ情報通信コース、♫఍ᇶ┙ࢨࢹインコース、
ᘓ⠏学コース、知能情報コース）へとᨵ⤌する。

♫఍人（᭷職者）をᑐ㇟としたこれまでのᶵᲔシス࣒ࢸ工学科ࡼ࠾び㟁Ẽ㟁Ꮚ工学科のኪ㛫୺コースにࡘいては
廃止し、ከᵝな♫఍ニーࢬにᑐᛂするため♫఍人の学び┤しのᶵ఍を、新学科の全専門㡿ᇦに࠾いて新たにᥦ౪す
る。さらに、ᪧ᮶の専門分野にຍ࠼イࣀベーションが期ᚅされる新しい専門分野に࠾いて人材育成が᥎進できるࡼ
⦆を෌（工学コース࣒ࢸー⎔ቃ工学コース、㟁Ẽシスࢠルࢿ新タ㸰コース㸸エ）にඛに♧した新たな教育コース࠺
新タする。な࠾、ᨵ⤌後の学部ྡ⛠はࠕ工学部ࠖ、⤫合した学科ྡ⛠はࠕ工学科ࠖとする。

工学コース࣒ࢸ㟁Ẽシスۑ
ᆅ⌫ ᬮ໬ࡸ໬▼⇞ᩱᯤῬのᠱᛕから㟁力エࢿルࢠーの高ຠ⋡な᭷ຠ฼用が௒後ますますồめられている。౛࠼

ࣈイࣁ高性能ไᚚを฼用したࡸ㟁力ኚ᥮ᶵჾ、ࡾ࠾ーのຠ⋡的฼用のため㟁ື໬はᛴ㏿に進展してࢠルࢿエ、ࡤ
ー☜ಖのためᓥᕋᆅᇦへ෌生可࢕ࢸキュࣜࢭーࢠルࢿ㟁Ẽ自ື㌴が㏆年฼用されている。また、エࡸ自ື㌴ࢻࢵࣜ
能エࢿルࢠーを大規ᶍにᑟධし、ス࣐ーࢻࢵࣜࢢࢺ技術を฼用してᏳ౯な㟁力を⅏ᐖⓎ生᫬ࡶᏳ定౪⤥することが
国ෆእでᮃまれている。さらにᡃが国に࠾いては人ཱྀῶᑡ᫬௦を本格的に㏄࠼ることから、ࣟࢺࢵ࣎をά用するこ
とで持続的な♫఍Ⓨ展が期ᚅされているとこࢁで࠶る。すなࡕࢃ、⌧௦♫఍のᇶ┙をᙧ成する㟁Ẽシス࣒ࢸインࣇ
ࣛを⥔持・⟶理していくととࡶに、᫬௦に๎した㟁力エࢿルࢠー等にಀる新産業を創出する人材を養成する目的で
㟁Ẽシス࣒ࢸ工学コースをタ⨨する。
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ᘓ⠏学コースۑ
ᑗ᮶にࢃたࡗて持続可能な人㛫άື、Ᏻ全・Ᏻ心な♫఍をᐇ⌧するために、ᘓ⠏ࡼ࠾びࡑの㞟合యとしてのᆅᇦ

生ά✵㛫のᵓ⠏はᇶ本的な᮲件で࠶る。亜熱帯ᓥᕋの⎔ቃにࡅ࠾るྎ㢼ࡸሷᐖな࡝のཝしい自↛᮲件に⪏࠼るᘓ⠏
物をᵓ⠏する技術は、ᆅᇦでᙉくồめられるととࡶに日本国ෆࡼ࠾び国㝿的に㈉⊩できる可能性を᭷している。⵨
ᬬẼೃୗに࠾いてᛌ㐺で合理的な⎔ቃ性能をᐇ⌧するᘓ⠏⎔ቃ、ᘓ⠏タィ、㒔ᕷ⎔ቃィ⏬は、日本国ෆでࡶ≉Ⰽ࠶
る⎔ቃୗに㐺合する技術య⣔でࡾ࠶、世⏺の広い㠃✚を༨める⵨ᬬᆅᇦの生ά⎔ቃᵓ⠏の技術のࣔࢹルとな࠼ࡾ
る。⌰⌫、Ἀ⦖の⊂自の♫఍、ᩥ໬的᮲件のࡶとで⠏かれたᘓ⠏ᩥ໬のⓎ展的⥅ᢎは、ᆅᇦᅛ᭷の᮲件をᑛ㔜しな
がらࡶᬑ㐢的な✵㛫ᩥ໬のᙧ成をᵓ想するとい࠺課題にᛂ࠼るࡶのでࡾ࠶、国㝿ほගᆅᇦのᙧ成とい࠺Ἀ⦖ᆅᇦの
目ᶆにࡶἢࡗている。これらの課題にᑐฎできる幅広い⣲養を᭷するᘓ⠏技術者を養成する目的でᘓ⠏学コースを
タ⨨する。

知能情報コースۑ
情報通信関連産業は、ほග産業に୪ࡪἈ⦖┴のࣜー࢕ࢹンࢢ産業として位⨨࡙ࡅられ、Ἀ⦖┴は産ᐁ学をࡆ࠶て

本┴၏一の学部ࣞࡾ࠶㔜要な資源は人材でࡶーをᢞධしている。情報通信関連産業で᭱ࢠルࢿの᣺⯆にከ大なエࡑ
ベルの情報工学⣔教育࣒ࣛࢢࣟࣉを持ࡘ学科として᪤タの情報工学科に大きな期ᚅがᐤせられてきた。一᪉、情報
技術の進展は世⏺規ᶍで♫఍をኚ㠉し21、ࡅ࡙ࡘ世紀༙ࡤをᚅたずに人工知能が知的స業に࠾いてࡶ人㛫を㉸࠼る
のではないかとண されている。この࠺ࡼな状ἣで௒大学にồめられているのは、Ἀ⦖┴はࡶとࡾࡼ、国ෆእで21
世紀の情報໬♫఍を創㐀しᨭ࠼ることができる人材を養成することで࠶る。このために、コンピュータサイエンス
の専門知識と技術にᇶ࡙いた新たな知的情報ฎ理にࡼるイࣀベーションにࣞࣕࢳンࢪできる人材を養成する目的で
知能情報コースをタ⨨する。

インコースࢨࢹ┙఍ᇶ♫ۑ
♫఍ᇶ┙ࢨࢹイン分野では、亜熱帯性・ᓥᕋ性・ᾏὒ性のᆅ理的≉性をάかした⎔ቃㄪ࿴型の工学的౯್を創㐀

し、✵ 、 ‴、㞳ᓥᯫᶫ、㐨㊰、㕲㌶㐨を含ࡴබඹ஺通シス࣒ࢸ等、ᆅᇦのほගࣜࢰーࢺ産業をᨭ࠼る持続可能
な♫఍ᇶ┙の創成がồめられている。一᪉、Ẽೃኚືࡸ新エࢿルࢠー㛤Ⓨに関ࢃるᾏὒ・ᾏᗏ資源㛤Ⓨ、㜵⅏ῶ
⅏、⎔ቃಖ全なࣟࢢ、࡝ーࣂルなㅖၥ題解決に㈉⊩できる人材育成がồめられている。また、国㝿的な⅏ᐖᨭ᥼ᣐ
Ⅼ、ᘓタ技術の国㝿༠力な࡝⌰⌫ㅖᓥから国㝿♫఍へ㈉⊩できる技術の㛤Ⓨと人材育成がồめられている。

௨ୖのことから、ᚑ᮶のᅵᮌ工学をⓎ展させ、国ෆእの♫఍シス࣒ࢸ全యをಠ▔できる幅広いど野と専門知識を
වࡡ備࠼た⥲合的な高ᗘ専門技術者を養成し、ᆅᇦ♫఍へ㈉⊩できる人材を養成する目的で♫఍ᇶ┙ࢨࢹインコー
スをタ⨨する。

㟁Ꮚ情報通信コースۑ
情報通信技術は⌧௦♫఍をᨭ࠼るᇶ┙技術の㸯ࡘでࡾ࠶、ᓥᕋᆅᇦで࠶るἈ⦖┴に࠾いては、とくに、་⒪・⚟

♴ならびに教育分野にࡅ࠾る情報通信技術のά用、農ᯘỈ産分野にࡅ࠾るス࣐ーࣜࢢ࢔ࢺシス࣒ࢸにࡼる生産性の
ຠ⋡໬が期ᚅされている。一᪉㸪ࣟࢢーࣂルなどⅬに╔目すると、Ἀ⦖┴はᮾ࢔ࢪ࢔のࢤー࢙࢘ࢺーとしてのࢸ࣏
ンシࣕルを᭷して࢔ࢪ࢔、ࡾ࠾㸫Ἀ⦖㸫㤳㒔ᅪを┤᥋᥋続するග通信࣡ࢺࢵࢿーࢡのᵓ⠏が᥎進されている。この
ていࡗの要ồが高ま࡝に高ᗘ໬する情報通信技術にᑐᛂするための情報ᶵჾの高ᶵ能໬、ᑠ型໬、┬㟁力໬な࠺ࡼ
るととࡶに、ࢭンサ技術、㞟✚ᅇ㊰技術、࢕ࢹスࣞࣉイ技術等に࠾いて新しい材ᩱࣂࢹࡸイスの㛤Ⓨな࡝㟁Ꮚ工学
分野にࡅ࠾る技術㠉新ࡶᙉくồめられている。さらに、高ຠ⋡ኴ㝧㟁ụࡸ⇞ᩱ㟁ụな࡝エࢿルࢠー関連の材ᩱ㛤Ⓨ
いてά㌍で࠾スの融合分野にࢡニࣟࢺࢡなほⅬから、情報通信とエࣞ࠺ࡼ௒後ますます必要とされている。このࡶ
きる人材を養成する目的で㟁Ꮚ情報通信コースをタ⨨する。
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（㸳）ධ学定員のタ定
Ἀ⦖┴にࡅ࠾る産業ᵓ㐀及び㞠用ニーࡸࢬᆅᇦニーࢬ等はࡶとࡾࡼ、これまでの教育ᐇ᪋規ᶍ（3�0 ྡ）及びἈ

⦖┴教育ጤ員఍ࡸἈ⦖┴工業連合఍とのពぢ஺᥮、さらにはἈ⦖┴、Ἀ⦖┴情報通信関連産業ᅋయ連合఍、Ἀ⦖┴
ᘓタ産業ᅋయ連合఍等からの要ᮃを㋃ま࠼、ኪ㛫୺コース（30ྡ）を廃止し、㸯学科にᨵ⤌した後のධ学定員を3�0
ྡとする。工学科はୗᅗで♧すとࡾ࠾㸵コースでᵓ成されてࡾ࠾、ᨵ⤌前後の定員㓄⨨状ἣはୗᅗのとࡾ࠾で࠶
る。
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ϩ　ᩍ⫱ㄢ⛬⦅ᡂの⪃࠼᪉࣭≉Ⰽ

（㸯）教育課程⦅成の考࠼᪉と≉Ⰽ
㸯学科㸵コースయไへ⛣⾜することにࡗࡼて、幅広いど野を持ࡕ、ᇶ♏学力から専門技術力までయ⣔的に理解で

きる能力、♫఍のニーࢬにᑐᛂできるᐇ㊶力を㌟にࡅࡘさせるためのయ⣔的なࣜ࢝キュ࣒ࣛ（ඹ通となる学⩦教育
目ᶆのタ定、஦前・஦後学⩦の᫂♧、ホ౯㡯目・ホ౯ᇶ‽の᫂☜໬、科目␒ྕの෌⦅、㐩成ᗘにἢࡗた履修ࣔࢹ
ル、⤌⧊的な履修ᣦᑟ、ࣛࣈ࢕ࢸࢡ࢔ーニンࢢ等）を⦅成することができる。

学修成ᯝの╔ᐇな㐩成をᯝたすため、ඹ通教育科目、専門ᇶ♏科目（ᇶ♏学力定╔科目）、工学ඹ通科目（ᇶ♏
学力ᙉ໬科目、工学ᇶ┙科目、キࣕࣜ࢔教育ᙉ໬科目、教職科目）、コース専門科目（コース専門ᇶ♏科目、コー
ス専門ᛂ用科目）をタ定した。さらに、工⣔の幅広い分野の知識を修得するためᡤᒓするコース専門㡿ᇦࡅࡔでな
く他コース㡿ᇦの専門㡿ᇦの知識を修得できる࠺ࡼ工学融合科目をタ定することで、ᆅᇦ課題の解決をᅗる。これ
にࡾࡼ、ᇶ♏・専門分野の教育を඘ᐇし、学生がࡾࡼ幅広い㡿ᇦの知識を修得するᶵ఍をᪧ教育課程ࡾࡼ大幅にᣑ
大することができる。

国㝿♫఍に㈉⊩するࣟࢢーࣂルな高ᗘ専門技術者を育成するため、ⱥㄒにࡼるコミュニケーション能力ᙉ໬科目
（技術ⱥㄒ、国㝿༠力ㄽ、国㝿インターンシࣉࢵ等）をタ定し、コース専門科目と大学院科目を連ᦠすることでయ
⣔໬した㸴年㛫一㈏のࣟࢢーࣂルエンࢪニࡶ࣒ࣛࢢࣟࣉ（)*）࢔タ定する。

ୗᅗに学部４年㛫の一⯡࣒ࣛࢢࣟࣉのࣜ࢝キュ࣒ࣛయ⣔を♧してࡾ࠾、工学科ධ学学生は、ึ年ḟから卒業まで
にྛ種科目を」合的に⤌み合ࢃせて履修し、幅広い知識をከ㠃的に⋓得するとඹにྛ専門分野に࠾いてᛂ用能力を
㌟に௜ࡅることができる。
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ー⎔ቃ工学コースࢠルࢿエۑ
本コースでは、エࢿルࢠー・⎔ቃに㓄៖したエࢿルࢠー源ࡸ⎔ቃ㈇Ⲵపῶ技術の㛤Ⓨと฼用、ࡼ࠾びᶵᲔ工学・

㟁Ẽ工学にࡅ࠾るエࢿルࢠーのຠ⋡的なኚ᥮ࡸไᚚと、⎔ቃに㓄៖した材ᩱな࡝の幅広い専門的な知識を᭷すると
とࡶに、ࡑれら」合分野を⤫合࣓ࢪࢿ࣐ンࢺし、エࢿルࢠー・⎔ቃといࡗた⥲合的なၥ題にᑐᛂできる技術者育成
のࣜ࢝キュ࣒ࣛを⦅成する。
① 全学ඹ通教育科目にࡾࡼ、持続可能な♫఍ᵓ⠏等のከ㠃的ど野の㔜要性ࡸᆅᇦࡸ国㝿♫఍との関ࡾࢃをㄆ識さ

せる。
② 専門ᇶ♏科目及び工学ඹ通科目（ᇶ♏学力ᙉ໬科目等）に࠾いては、エࢿルࢠー・⎔ቃに必要な自↛科学に関

するᇶ♏知識を⩦得させる。
③ 専門教育科目に࠾いては、エࢿルࢠーのຠ⋡的なኚ᥮・ไᚚ、ࡼ࠾び⎔ቃに㓄៖した材ᩱに関するᇶ♏知識を

⩦得させ、これらをά用し、ィ⏬性をࡗࡶてᐇ⾜・解決するための⤫合࣓ࢪࢿ࣐ンࡼ࠾ࢺびコミュニケーションᇶ
♏能力を㌟にࡅࡘさせる。

ᶵᲔ工学コースۑ
本コースでは、ᶵᲔ工学のྛᇶᖿ分野を㔜Ⅼ的に教育し、自らの知識、能力でタィ・ࡶの࡙くࡾができるᇶ♏、

これを高めていく自ᕫ学⩦能力を㌟にࡅࡘたᶵᲔ技術者を育成するためのࣜ࢝キュ࣒ࣛを⦅成する。
① 全学ඹ通教育科目にࡾࡼ、ከ㠃的で幅広い教養科目を通して、ᆅᇦ、国ෆ、国㝿♫఍に関する知識を⩦得させ

る。
② 専門ᇶ♏科目及び工学ඹ通科目（ᇶ♏学力ᙉ໬科目等）に࠾いては、ᶵᲔ工学に必要なᩘ学、自↛科学に関す

るᇶ♏知識を⩦得させる。
③ 専門教育科目に࠾いては、ᶵᲔ工学の୺要科目で࠶る、材ᩱ力学、ᶵᲔ力学、ὶయ力学、熱力学を学び、ࡶの

࡙くࡾに関ಀする科目をึ年ḟから高年ḟにかࡅてయ⣔的に修得できる࠺ࡼにしている。この他、ࢢルー࣡ࣉーࢡ
にࡼるᐇ㊶的な科目を」ᩘ㛤ㅮし、自❧したࡶの࡙くࡾ能力をᙉ໬するととࡶにコミュニケーション能力ࡸၥ題解
決能力を養成する。

本教育課程の≉Ⰽの一ࡘで࠶る୺専門分野௨እの専門分野を幅広く修得し、」║的なほⅬでㅖ課題をຠᯝ的に解
決する能力を養࠺ため、ୗ⾲に♧すとࡾ࠾、୺専門分野௨እの他コースᥦ౪の科目（工学融合科目（ᑟධ科目、㑅
ᢥ科目））を４単位௨ୖ修得する஦で」合的に関連する分野にまたがࡗたᵝࠎなၥ題を⥲合的に解決できる能力を
修得させる。

工学コース࣒ࢸ㟁Ẽシスۑ
　本コースでは、㟁力・エࢿルࢠー฼用技術とシス࣒ࢸไᚚ技術をᇶ┙とし、これらの技術をᛂ用することにࡼ
を⥔持・⟶理していくことができる人材を養成するため、㟁ࣛࣇイン࣒ࢸ௦♫఍のᇶ┙をᙧ成する㟁Ẽシス⌧、ࡾ
力工学、エࢿルࢠーኚ᥮工学、࣓ࣟࢺ࢝ニࢡス、ไᚚ工学、シス࣒ࢸ工学、⤌㎸みシス࣒ࢸ等、㟁力エࢿルࢠー工
学ならびにシス࣒ࢸไᚚ工学に関する専門的知識と技術を㌟に╔ࡅさせるためのࣜ࢝キュ࣒ࣛを⦅成する。
 ① 全学ඹ通教育科目にࡾࡼ、ᆅᇦに᰿ࡊしたṔྐᩥࡸ໬、ከᵝな౯್ほを理解し、国㝿的・ከゅ的に物஦を考࠼
る能力を㌟にࡅࡘる。
 ② 専門ᇶ♏科目及び工学ඹ通科目（ᇶ♏学力ᙉ໬科目等）に࠾いては、自↛科学、ᩘ学等の技術者としてのᇶ♏
知識・能力を⩦得させる。
 ③ 専門教育科目に࠾いては、ప学年ḟに࠾いてᩘ学、㟁☢Ẽ学、ᅇ㊰理ㄽな࡝、㟁Ẽ㟁Ꮚ工学のᇶ♏を⩦得させ
る。高学年ḟに࠾いては、㟁力エࢿルࢠー⣔とシス࣒ࢸไᚚ⣔に関する専門科目⩌をయ⣔的にᥦ౪し、これらの知
識をά用したᐇ㦂ࡸ卒業研究を通してၥ題解決能力を⩦得させる。

（㸰）ྛコースᥦ౪科目の≉Ⰽ
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㟁Ꮚ情報通信コースۑ
本コースでは、௒日の高ᗘ,&7♫఍のᇶ┙で࠶る㟁Ẽ㟁Ꮚ㸪情報通信工学に関するᇶ♏知識を᭷し、さらにኴ㝧㟁

ụࢭࡸンサー、࣡ࣃーࣂࢹイスな࡝の高ᶵ能ࣂࢹイス㸪新ᶵ能性材ᩱ、ග࢓ࣇイࣂー、↓⥺通信、ࣜࣔーࢭࢺンシ
ンࢢな࡝の専門知識を᭷するととࡶに、ࡑれらの知識をά用して、ᵝࠎな技術的課題ࡸ新規産業創出にᑐᛂできる
技術者を育成するためのࣜ࢝キュ࣒ࣛを⦅成する。
① 全学ඹ通教育科目にࡾࡼ、ᆅᇦに᰿ࡊしたṔྐᩥࡸ໬、ከᵝな౯್ほを理解し、国㝿的・ከゅ的に物஦を考࠼

る能力を㌟にࡅࡘる。
② 専門ᇶ♏科目及び工学ඹ通科目（ᇶ♏学力ᙉ໬科目等）に࠾いては、自↛科学、ᩘ学等の技術者としてのᇶ♏

知識・能力を⩦得させる。
③ 専門教育科目に࠾いては、㟁Ẽ㟁Ꮚ通信技術者としてのᇶ♏知識・能力を⩦得させる。技術者としての೔理

ほ、自୺学⩦能力、コミュニケーション能力を㌟にࡅࡘ、これらの知識能力を用いてၥ題解決能力を⋓得させる。

インコースࢨࢹ┙఍ᇶ♫ۑ
本コースでは、Ᏻ全・Ᏻ心・ᛌ㐺な♫఍ᇶ┙のࢨࢹインᵓ⠏にᐤ୚するととࡶに、⎔ቃඹ生ࡸ♫఍資本の長ᑑ࿨

໬な࡝の♫఍的・技術的ニーࢬにᑐᛂできる技術者を養成するため、全学ඹ通教育科目、専門ᇶ♏科目及び専門教
育科目を⤌み合ࢃせたࣜ࢝キュ࣒ࣛを⦅成する。また、Ἀ⦖のᆅᇦ≉性をά用した教育・研究を᥎進し、⌰⌫ㅖᓥ
から世⏺へ㈉⊩できる技術の㛤Ⓨと人材を育成する。
① 全学ඹ通教育科目にࡾࡼ、持続可能な♫఍ᵓ⠏な࡝のከ㠃的ど野の㔜要性ࡸᆅᇦࡸ国㝿♫఍との関ࡾࢃをㄆ識

させる。
② 専門ᇶ♏科目及び工学ඹ通科目（ᇶ♏学力ᙉ໬科目等）に࠾いては、♫఍のᇶ┙を⥲合的にࢨࢹインするため

に必要な自↛科学に関するᇶ♏知識を⩦得させる。
③ 専門教育科目に࠾いては、ᐇ㦂・ᐇ⩦科目にࡗࡼてᇶ♏知識を⩦得させる。さらに、♫఍のᇶ┙を⥲合的にࢹ

࣐てᐇ⾜し、ၥ題解決するための⤫合ࡗࡶれらをά用し、ィ⏬性をࡑ、インするために必要な専門的知識の⩦得ࢨ
。びコミュニケーションᇶ♏能力を⩦得させるࡼ࠾ࢺン࣓ࢪࢿ

ᘓ⠏学コースۑ
本コースでは、自↛、♫఍、ᩥ໬に関する幅広い⣲養を㌟に௜ࡅるための教養教育、コミュニケーション能力と

目的㐩成のためのᇶ♏的能力を⩦得するための学科ඹ通教育のୖに、ᘓ⠏ィ⏬、㒔ᕷ・ᆅᇦィ⏬、ᘓ⠏⎔ቃ、ᘓ⠏
材ᩱ、ᘓ⠏ᵓ㐀、㜵⅏工学のྛ分野の専門的技術を㌟に௜ࡅ、ᘓ⠏技術者の♫఍的㈐ົと೔理を理解した⥲合的な
能力を᭷する技術者育成のࣜ࢝キュ࣒ࣛを⦅成する。
① 全学ඹ通教育科目にࡾࡼ、自↛、♫఍、ᩥ໬に関ࢃるከ㠃的ど野の㔜要性ࡸᆅᇦࡸ国㝿♫఍との関ࡾࢃをㄆ識

させるととࡶに、コミュニケーション能力のᇶ♏を修得させる。
② 専門ᇶ♏科目及び工学ඹ通科目（ᇶ♏学力ᙉ໬科目等）に࠾いては、ᘓ⠏学に必要な自↛科学に関するᇶ♏知

識を⩦得させる。
③ 専門科目に࠾いては、ᘓ⠏ィ⏬、㒔ᕷ・ᆅᇦィ⏬、ᘓ⠏⎔ቃ、ᘓ⠏材ᩱ、ᘓ⠏ᵓ㐀、㜵⅏工学のྛ分野の専門

的技術、ᘓ⠏技術者の♫఍的㈐ົと೔理を修得し、ࡑれらを⥲合的に関連のࡶとでᐇ⌧するᘓ⠏物、ᆅᇦ生ά⎔ቃ
ᙧ成を௻⏬、タィ、᪋工できる技術者育成のࣜ࢝キュ࣒ࣛを⦅成する。

（㸱）コース（࣒ࣛࢢࣟࣉ）㑅ᢥ・決定のࢭࣟࣉス
学部４年㛫に࠾いて学生の履修目的ࡸ履修ືᶵがᵝࠎな知識⋓得ࡸ学⩦⤒㦂にకいኚ໬する可能性がࡾ࠶、ධ学

学生がᙜึᕼᮃしていた専門分野を大学生ά୰にኚ᭦する可能性が࠶る。ࡑの࠺ࡼなコース㑅ᢥの自⏤ᗘを学生へ
ᥦ౪するため、工学科ではඛず㸯年ḟのධ学ẁ㝵で全学生のᕼᮃとධ学成⦼にᇶ࡙きྛコースへ௬㓄ᒓする。たࡔ
し、ධ学した学生にはࠕキࣕࣜࢨࢹ࢔インධ門（1年ḟ）ࠖを履修（必修）させ、㸯年㛫の大学生άを通して学生自
㌟のᑗ᮶の進㊰を学生自㌟で☜ㄆ（ㄆ識）させる。㸰年ḟ㛤ጞ┤前に᭱⤊的なコースを決定するが、ࡑの᣺ࡾ分ࡅ
は学生のᕼᮃと㸯年ḟにࡅ࠾る学業成⦼を考៖して決定する。

㸰年ḟ㛤ጞ௨㝆に࠾いてࡶ、決定されたコースのኚ᭦を学生がᕼᮃする可能性ࡶ生ࡌる。ࡑこで本学科に࠾いて
は、㌿コースไᗘをᑟධする。㌿コースを⾜ࡗてࡶ、ᶆ‽修業年㝈で卒業できる࠺ࡼに、一定の⠊ᅖෆで、ࡑれま
で修得した専門ᇶ♏科目、工学ඹ通科目を卒業単位としてㄆ定する。

知能情報コースۑ
本コースのࣜ࢝キュ࣒ࣛは、情報ฎ理学఍がᥦၐする情報工学⣔学部にࡅ࠾るコンピュータサイエンス・ࣜ࢝

キュ࣒ࣛをベースに人工知能のᇶ♏科目⩌をຍ࠼たࡶので࠶る。また┴ෆの情報通信関連௻業等から要ᮃのᙉい、
た人材࠼ータサイエンスに関する専門知識を備ࢹ、࢕ࢸキュࣜࢭび情報ࡼ࠾、㛤Ⓨのスキルとⱥㄒ㐠用能力࣒ーࢳ
の養成を考៖したࡶのになࡗている。
① 全学ඹ通教育科目にࡾࡼ、持続可能な♫఍ᵓ⠏等のከ㠃的ど野の㔜要性、ᆅᇦࡸ国㝿♫఍との関ࡾࢃをㄆ識さ

せる。
② 専門ᇶ♏科目及び工学ඹ通科目（ᇶ♏学力ᙉ໬科目等）にࡾࡼ、知能情報分野を⥅続的に学ࡪために必要なᩘ

学、自↛科学に関するᇶ♏知識を⩦得させる。
③ 専門教育科目に࠾いては、専門知識のみならず、自律性、ࢳー࣒࣡ーࢡ力、コミュニケーション能力を㌟にࡘ

させるために、課題解決能力を養成するための3%/₇⩦をᐇ᪋する。さらにⱥㄒ㐠用能力を高めるために、専門科ࡅ
目としてのᐇ㊶的なእ国ㄒ科目をᥦ౪する。
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ー⎔ቃ工学コースࢠルࢿエۑ
（卒業要件）
(1)ඹ通教育科目30単位௨ୖ（必修 �単位、㑅ᢥ24単位௨ୖ）
　  教養㡿ᇦࡼ࠾び⥲合㡿ᇦ・・・㸯㸴単位௨ୖ
　　　（೺ᗣ㐠ື⣔を除き㸯４単位௨ୖ、人ᩥ⣔、♫఍⣔、⥲合ࡼ࠾び⌰大≉Ⰽで合ィ㸯㸰単位௨ୖ）
　　　　೺ᗣ㐠ື⣔・・・・・・・・・㸰単位௨ୖ
　　　　人ᩥ⣔・・・・・・・・・・・㸰単位௨ୖ
　　　　♫఍⣔・・・・・・・・・・・㸰単位௨ୖ
　　　　自↛⣔・・・・・・・・・・・ᣦ定単位なし
　　　　⥲合ࡼ࠾び⌰大≉Ⰽ・・・・・㸰単位௨ୖ

　　ᇶᖿ㡿ᇦ・・・・㸯４単位௨ୖ
　　　　情報関ಀ・・・・㸰単位௨ୖ（日本ㄒ⾲⌧ἲධ門（㸰単位）は必修）
　　　　እ 国 ㄒ・・・㸯㸰単位௨ୖ（ⱥㄒ㸯㸰単位௨ୖまたはⱥㄒ㸶単位௨ୖ・他の一ࡘのእ国ㄒ４単位௨ୖ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　いずれのሙ合ࡶ大学ⱥㄒ（４単位）は必修）
(2)専門ᇶ♏科目14単位௨ୖ（必修14単位)
(3)専門教育科目��単位௨ୖ（必修�9単位（工学ඹ通2�単位、コース専門32単位）、
　　　　　　　　　　　　 　㑅ᢥ2�単位௨ୖ（工学ඹ通及びコース専門23単位௨ୖ、工学融合科目4単位௨ୖ））
合ィ130単位௨ୖ
（履修᪉ἲ）
1� ඹ通教育科目にࡘいては、教養㡿ᇦࡼ࠾び⥲合㡿ᇦの合ィが1�単位௨ୖ、ᇶᖿ㡿ᇦ（日本ㄒ⾲⌧ἲධ門、大学ⱥ
ㄒは必修）の合ィが14単位௨ୖとなる࠺ࡼに履修すること。
2� 他コース専門科目から修得した単位は�単位まで㑅ᢥ科目として卒業単位に含めることができる。

㸯᫬㝈のᤵ業᫬㛫

ᶵᲔ工学コースۑ
（卒業要件）
(1)ඹ通教育科目30単位௨ୖ（必修 �単位、㑅ᢥ24単位௨ୖ）
  　教養㡿ᇦࡼ࠾び⥲合㡿ᇦ・・・㸯㸴単位௨ୖ
　　　（೺ᗣ㐠ື⣔を除き㸯４単位௨ୖ、人ᩥ⣔、♫఍⣔、⥲合ࡼ࠾び⌰大≉Ⰽで合ィ㸯㸰単位௨ୖ）
　　　　೺ᗣ㐠ື⣔・・・・・・・・・㸰単位௨ୖ
　　　　人ᩥ⣔・・・・・・・・・・・㸰単位௨ୖ
　　　　♫఍⣔・・・・・・・・・・・㸰単位௨ୖ
　　　　自↛⣔・・・・・・・・・・・ᣦ定単位なし
　　　　⥲合ࡼ࠾び⌰大≉Ⰽ・・・・・㸰単位௨ୖ

　　ᇶᖿ㡿ᇦ・・・・㸯４単位௨ୖ
　　　　情報関ಀ・・・・㸰単位௨ୖ（日本ㄒ⾲⌧ἲධ門（㸰単位）は必修）
　　　　እ 国 ㄒ・・・㸯㸰単位௨ୖ（ⱥㄒ㸯㸰単位௨ୖまたはⱥㄒ㸶単位௨ୖ・他の一ࡘのእ国ㄒ４単位௨ୖ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　いずれのሙ合ࡶ大学ⱥㄒ（４単位）は必修）
(2)専門ᇶ♏科目11単位௨ୖ（必修11単位)
(3)専門教育科目�9単位௨ୖ（必修�4単位（工学ඹ通2�単位、コース専門39単位）、
　　　　　　　　　　　　　 㑅ᢥ2�単位௨ୖ（工学ඹ通及びコース専門21単位௨ୖ、工学融合科目4単位௨ୖ））
合ィ130単位௨ୖ
（履修᪉ἲ）
1� ඹ通教育科目にࡘいては、教養㡿ᇦࡼ࠾び⥲合㡿ᇦの合ィが1�単位௨ୖ、ᇶᖿ㡿ᇦ（日本ㄒ⾲⌧ἲධ門、大学ⱥ
ㄒは必修）の合ィが14単位௨ୖとなる࠺ࡼに履修すること。
2� 他コース専門科目から修得した単位は�単位まで㑅ᢥ科目として卒業単位に含めることができる。

㸯学年の学期༊分

ᤵ業期㛫等

㸰学期

㸷㸮分

㸯学期のᤵ業期㛫 㸯㸳㐌

卒 業 要 件 及 び 履 修 ᪉ ἲ

琉球大学-3㻤



工学コース࣒ࢸ㟁Ẽシスۑ
（卒業要件）
(1)ඹ通教育科目30単位௨ୖ（必修10単位、㑅ᢥ20単位௨ୖ）
    教養㡿ᇦࡼ࠾び⥲合㡿ᇦ・・・㸯㸴単位௨ୖ
　　　（೺ᗣ㐠ື⣔を除き㸯４単位௨ୖ、人ᩥ⣔、♫఍⣔、⥲合ࡼ࠾び⌰大≉Ⰽで合ィ㸯㸰単位௨ୖ）
　　　　೺ᗣ㐠ື⣔・・・・・・・・・㸰単位௨ୖ
　　　　人ᩥ⣔・・・・・・・・・・・㸰単位௨ୖ
　　　　♫఍⣔・・・・・・・・・・・㸰単位௨ୖ
　　　　自↛⣔・・・・・・・・・・・ᣦ定単位なし
　　　　⥲合ࡼ࠾び⌰大≉Ⰽ・・・・・㸰単位௨ୖ

　　ᇶᖿ㡿ᇦ・・・・㸯４単位௨ୖ
　　　　情報関ಀ・・・・㸰単位௨ୖ（日本ㄒ⾲⌧ἲධ門（㸰単位）は必修）
　　　　እ 国 ㄒ・・・㸯㸰単位௨ୖ（ⱥㄒ㸯㸰単位௨ୖまたはⱥㄒ㸶単位௨ୖ・他の一ࡘのእ国ㄒ４単位௨ୖ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　いずれのሙ合ࡶ大学ⱥㄒ(４単位)、ⱥㄒㅮㄞ₇⩦୰⣭(㸰単位)、ⱥㄒ
（ーション୰⣭(㸰単位)は必修ࢸンࢮࣞࣉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(2)専門ᇶ♏科目10単位௨ୖ（必修10単位)
(3)専門教育科目90単位௨ୖ（必修��単位（工学ඹ通2�単位、コース専門2�単位）、
　　　　　　　　　　　　　 㑅ᢥ3�単位௨ୖ（工学ඹ通及びコース専門31単位௨ୖ、工学融合科目4単位௨ୖ））
合ィ130単位௨ୖ
（履修᪉ἲ）
1� ඹ通教育科目にࡘいては、教養㡿ᇦࡼ࠾び⥲合㡿ᇦの合ィが1�単位௨ୖ、ᇶᖿ㡿ᇦ（日本ㄒ⾲⌧ἲධ門、大学ⱥ
ㄒ、ⱥㄒㅮㄞ₇⩦୰⣭、ⱥㄒࢮࣞࣉンࢸーション୰⣭は必修）の合ィが14単位௨ୖとなる࠺ࡼに履修すること。
2� 㟁Ꮚ情報通信コース専門科目から修得した単位は1�単位まで㑅ᢥ科目として卒業単位に含めることができる。
3� 㟁Ꮚ情報通信コースを除く他コース専門科目から修得した単位は�単位まで㑅ᢥ科目として卒業単位に含めるこ
とができる。

㟁Ꮚ情報通信コースۑ
（卒業要件）
(1)ඹ通教育科目30単位௨ୖ（必修10単位、㑅ᢥ20単位௨ୖ）
    教養㡿ᇦࡼ࠾び⥲合㡿ᇦ・・・㸯㸴単位௨ୖ
　　　（೺ᗣ㐠ື⣔を除き㸯４単位௨ୖ、人ᩥ⣔、♫఍⣔、⥲合ࡼ࠾び⌰大≉Ⰽで合ィ㸯㸰単位௨ୖ）
　　　　೺ᗣ㐠ື⣔・・・・・・・・・㸰単位௨ୖ
　　　　人ᩥ⣔・・・・・・・・・・・㸰単位௨ୖ
　　　　♫఍⣔・・・・・・・・・・・㸰単位௨ୖ
　　　　自↛⣔・・・・・・・・・・・ᣦ定単位なし
　　　　⥲合ࡼ࠾び⌰大≉Ⰽ・・・・・㸰単位௨ୖ

　　ᇶᖿ㡿ᇦ・・・・㸯４単位௨ୖ
　　　　情報関ಀ・・・・㸰単位௨ୖ（日本ㄒ⾲⌧ἲධ門（㸰単位）は必修）
　　　　እ 国 ㄒ・・・㸯㸰単位௨ୖ（ⱥㄒ㸯㸰単位௨ୖまたはⱥㄒ㸶単位௨ୖ・他の一ࡘのእ国ㄒ４単位௨ୖ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　いずれのሙ合ࡶ大学ⱥㄒ（４単位）、ⱥㄒㅮㄞ₇⩦୰⣭（㸰単位）、ⱥㄒ
（ーション୰⣭（㸰単位）は必修ࢸンࢮࣞࣉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(2)専門ᇶ♏科目10単位௨ୖ（必修10単位)
(3)専門教育科目90単位௨ୖ（必修��単位（工学ඹ通2�単位、コース専門2�単位）、
　　　　　　　　　　　　 　㑅ᢥ3�単位௨ୖ（工学ඹ通及びコース専門31単位௨ୖ、工学融合科目4単位௨ୖ））
合ィ130単位௨ୖ
（履修᪉ἲ）
1� ඹ通教育科目にࡘいては、教養㡿ᇦࡼ࠾び⥲合㡿ᇦの合ィが1�単位௨ୖ、ᇶᖿ㡿ᇦ（日本ㄒ⾲⌧ἲධ門、大学ⱥ
ㄒ、ⱥㄒㅮㄞ₇⩦୰⣭、ⱥㄒࢮࣞࣉンࢸーション୰⣭は必修）の合ィが14単位௨ୖとなる࠺ࡼに履修すること。
2� 㟁Ẽシス࣒ࢸ工学コース専門科目から修得した単位は1�単位まで㑅ᢥ科目として卒業単位に含めることができ
る。
3� 㟁Ẽシス࣒ࢸ工学コースを除く他コース専門科目から修得した単位は�単位まで㑅ᢥ科目として卒業単位に含め
ることができる。

琉球大学-3㻥



ᘓ⠏学コースۑ
（卒業要件）
(1)ඹ通教育科目30単位௨ୖ（必修 �単位、㑅ᢥ24単位௨ୖ）
　  教養㡿ᇦࡼ࠾び⥲合㡿ᇦ・・・㸯㸴単位௨ୖ
　　　（೺ᗣ㐠ື⣔を除き㸯４単位௨ୖ、人ᩥ⣔、♫఍⣔、⥲合ࡼ࠾び⌰大≉Ⰽで合ィ㸯㸰単位௨ୖ）
　　　　೺ᗣ㐠ື⣔・・・・・・・・・㸰単位௨ୖ
　　　　人ᩥ⣔・・・・・・・・・・・㸰単位௨ୖ
　　　　♫఍⣔・・・・・・・・・・・㸰単位௨ୖ
　　　　自↛⣔・・・・・・・・・・・ᣦ定単位なし
　　　　⥲合ࡼ࠾び⌰大≉Ⰽ・・・・・㸰単位௨ୖ

　　ᇶᖿ㡿ᇦ・・・・㸯４単位௨ୖ
　　　　情報関ಀ・・・・㸰単位௨ୖ（日本ㄒ⾲⌧ἲධ門（㸰単位）は必修）
　　　　እ 国 ㄒ・・・㸯㸰単位௨ୖ（ⱥㄒ㸯㸰単位௨ୖまたはⱥㄒ㸶単位௨ୖ・他の一ࡘのእ国ㄒ４単位௨ୖ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　いずれのሙ合ࡶ大学ⱥㄒ（４単位）は必修）
(2)専門ᇶ♏科目�単位௨ୖ（必修�単位)
(3)専門教育科目92単位௨ୖ（必修�2単位（工学ඹ通13単位、コース専門49単位）、
　　　　　　　　　　　　　 㑅ᢥ30単位௨ୖ（工学ඹ通及びコース専門2�単位௨ୖ、工学融合科目4単位௨ୖ）)
合ィ130単位௨ୖ
（履修᪉ἲ）
1� ඹ通教育科目にࡘいては、教養㡿ᇦࡼ࠾び⥲合㡿ᇦの合ィが1�単位௨ୖ、ᇶᖿ㡿ᇦ（日本ㄒ⾲⌧ἲධ門、大学ⱥ
ㄒは必修）の合ィが14単位௨ୖとなる࠺ࡼに履修すること。
2� 他コース専門科目から修得した単位は10単位まで㑅ᢥ科目として卒業単位に含めることができる。

インコースࢨࢹ┙఍ᇶ♫ۑ
（卒業要件）
(1)ඹ通教育科目30単位௨ୖ（必修 �単位、㑅ᢥ24単位௨ୖ）
  　教養㡿ᇦࡼ࠾び⥲合㡿ᇦ・・・㸯㸴単位௨ୖ
　　　（೺ᗣ㐠ື⣔を除き㸯４単位௨ୖ、人ᩥ⣔、♫఍⣔、⥲合ࡼ࠾び⌰大≉Ⰽで合ィ㸯㸰単位௨ୖ）
　　　　೺ᗣ㐠ື⣔・・・・・・・・・㸰単位௨ୖ
　　　　人ᩥ⣔・・・・・・・・・・・㸰単位௨ୖ
　　　　♫఍⣔・・・・・・・・・・・㸰単位௨ୖ
　　　　自↛⣔・・・・・・・・・・・ᣦ定単位なし
　　　　⥲合ࡼ࠾び⌰大≉Ⰽ・・・・・㸰単位௨ୖ

　　ᇶᖿ㡿ᇦ・・・・㸯４単位௨ୖ
　　　　情報関ಀ・・・・㸰単位௨ୖ（日本ㄒ⾲⌧ἲධ門（㸰単位）は必修）
　　　　እ 国 ㄒ・・・㸯㸰単位௨ୖ（ⱥㄒ㸯㸰単位௨ୖまたはⱥㄒ㸶単位௨ୖ・他の一ࡘのእ国ㄒ４単位௨ୖ。
                                    いずれのሙ合ࡶ大学ⱥㄒ（４単位）は必修）
(2)専門ᇶ♏科目 4単位௨ୖ
(3)専門教育科目9�単位௨ୖ（必修����単位（工学ඹ通21単位、コース専門3���単位）、
　　　　　　　　　　　　㑅ᢥ3���単位௨ୖ（工学ඹ通及びコース専門33��単位௨ୖ、工学融合科目4単位௨ୖ））
合ィ130単位௨ୖ
（履修᪉ἲ）
1� ඹ通教育科目にࡘいては、教養㡿ᇦࡼ࠾び⥲合㡿ᇦの合ィが1�単位௨ୖ㸪ᇶᖿ㡿ᇦ（日本ㄒ⾲⌧ἲධ門、大学ⱥ
ㄒは必修）の合ィが14単位௨ୖとなる࠺ࡼに履修すること。
2� 他コース専門科目から修得した単位は�単位まで㑅ᢥ科目として卒業単位に含めることができる。

琉球大学-㻠㻜



（履修科目のⓏ㘓のୖ㝈㸸40単位（年㛫））

知能情報コースۑ
（卒業要件）
(1)ඹ通教育科目30単位௨ୖ（必修�単位、㑅ᢥ22単位௨ୖ）
 　 教養㡿ᇦࡼ࠾び⥲合㡿ᇦ・・・㸯㸴単位௨ୖ
　　　（೺ᗣ㐠ື⣔を除き㸯４単位௨ୖ、人ᩥ⣔、♫఍⣔、⥲合ࡼ࠾び⌰大≉Ⰽで合ィ㸯㸰単位௨ୖ）
　　　　೺ᗣ㐠ື⣔・・・・・・・・・㸰単位௨ୖ
　　　　人ᩥ⣔・・・・・・・・・・・㸰単位௨ୖ
　　　　♫఍⣔・・・・・・・・・・・㸰単位௨ୖ
　　　　自↛⣔・・・・・・・・・・・ᣦ定単位なし
　　　　⥲合ࡼ࠾び⌰大≉Ⰽ・・・・・㸰単位௨ୖ

　　ᇶᖿ㡿ᇦ・・・・㸯４単位௨ୖ
　　　　情報関ಀ・・・・㸰単位௨ୖ（日本ㄒ⾲⌧ἲධ門（㸰単位）は必修）
　　　　እ 国 ㄒ・・・㸯㸰単位௨ୖ（ⱥㄒ㸯㸰単位௨ୖまたはⱥㄒ㸶単位௨ୖ・他の一ࡘのእ国ㄒ４単位௨ୖ。
                                    いずれのሙ合ࡶ大学ⱥㄒ（４単位）、ⱥㄒㅮㄞ₇⩦୰⣭（㸰単位）は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　必修）
(2)専門ᇶ♏科目 �単位௨ୖ（必修 �単位)
(3)専門教育科目92単位௨ୖ（必修��単位（工学ඹ通2�単位、コース専門31単位）、
　　　　　　　　　　　　　 㑅ᢥ3�単位௨ୖ（工学ඹ通及びコース専門32単位௨ୖ、工学融合科目4単位௨ୖ））
合ィ130単位௨ୖ
（履修᪉ἲ）
1� ඹ通教育科目にࡘいては、教養㡿ᇦࡼ࠾び⥲合㡿ᇦの合ィが1�単位௨ୖ、ᇶᖿ㡿ᇦ（日本ㄒ⾲⌧ἲධ門、大学ⱥ
ㄒ、ⱥㄒㅮㄞ₇⩦୰⣭は必修）の合ィが14単位௨ୖとなる࠺ࡼに履修すること。
2� 他コース専門科目及び他学部専門科目から修得した単位は合ࢃせて1�単位までを㑅ᢥ科目として卒業単位に含め
ることができる。たࡔし、ࡑのࡕ࠺他学部専門科目は10単位までとする。

琉球大学-㻠1
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ᖌ
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ᡭ

人㛫とဴ学の知 1y2y3y4 2 ۑ ව2

人㛫と世⏺ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

ᛮ考のㄽ理ධ門 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᛮ考のㄽ理 1y2y3y4 2 ۑ ව1

すὒᛮ想とインࢻのᛮ想 1y2y3y4 2 ۑ ව2

すὒᛮ想と日本㺃୰国のᛮ想 1y2y3y4 2 ۑ ව1

生き᪉の᥈究 1y2y3y4 2 ۑ ව1

人㛫と೔理 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⎔ቃのဴ学 1y2y3y4 2 ۑ ව2

心のဴ学 1y2y3y4 2 ۑ ව1

心の科学 1y2y3y4 2 ۑ ව9

人㛫関ಀㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව�

心のᐇ㦂ᐊ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

の人生ほ࢔ࢪ࢔ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

科学技術の೔理 1y2y3y4 2 ۑ ව1

生࿨೔理 1y2y3y4 2 ۑ ව1

のဴ学ࠖ⚾ࠕ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

人㛫と᐀教 1y2y3y4 2 ۑ ව1

人㛫ほと教育 1y2y3y4 2 ۑ ව1

㏆௦日本の♫఍と⾲⌧ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

日本ྂ඾ᩥ学の世⏺ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

ᩥ学のᴦしみ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᑠㄝの♫఍学 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ことࡤの生ែ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ことࡤのᵓ㐀とព࿡ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

日本ㄒのしくみ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

日本ㄒのはたらき 1y2y3y4 2 ۑ ව1

୰国ྂ඾ᩥ学の世⏺ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

20世紀の୰国ᩥ学 1y2y3y4 2 ۑ ව2

のᩥ学と♫఍のㄌ生࣓࢝ࣜ࢔ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

のᩥ学と㏆௦♫఍࣓࢝ࣜ࢔ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

Ṕྐを᥀る 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᮾὒのṔྐとᩥ໬ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

すὒのṔྐとᩥ໬ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

日本のṔྐとᩥ໬ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᮅ㩭のṔྐとᩥ໬ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

考ྂ学ධ門 1y2y3y4 2 ۑ ව2

᐀教と世⏺ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

㡢ᴦの世⏺ 1y2y3y4 2 ۑ ව4

⨾術の世⏺ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

のᴦしみࣛࢺーケス࢜ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

コーࣛル・࢔ンサンࣈルのᴦしみ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᴦしく学ࢠࡪターᙎきㄒࡾϨ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᴦしく学ࢠࡪターᙎきㄒࡾϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

スࢸーࢪスタࣇࢵ⥲合άື 1㺃2㺃3㺃4 2 ۑ ව1

⨾術ࡗてఱ㸽 1y2y3y4 2 ۑ ව2

⨾術と♫఍ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

Ⰽᙬの世⏺ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

㝡ⱁの世⏺ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ẚ㍑ᛮ想ᩥ໬ㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᩍ ⫱ ㄢ ⛬ ➼ の 概 要 㸦 ஦ ๓ ఛ ࠸ 㸧
඲Ꮫඹ㏻⛉┠㸦඲Ꮫ⛉ඹ㏻㸧࠙᪤設ࠚ

ᤵ業科目のྡ⛠ 㓄ᙜ年ḟ

単位ᩘ ᤵ業ᙧែ 専௵教員等の㓄⨨

備考
科目
༊分

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

人
ᩥ
⣔
科
目

教
養
㡿
ᇦ

琉球大学-㻠2



日本ㄒ研究ධ門 1y2y3y4 2 ۑ ව1

人ᩥ⣔≉ูㅮ⩏Ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

人ᩥ⣔≉ูㅮ⩏ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ἲと♫఍ 1y2y3y4 2 ۑ ව4

᠇ἲᴫㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව12

⌧௦ᨻ἞の課題 1y2y3y4 2 ۑ ව2

日本のᨻ἞ 1y2y3y4 2 ۑ ව3

ᡓதと平࿴のㅖၥ題 1y2y3y4 2 ۑ ව3

ᆅᇦと生ά 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌧௦♫఍のしくみ 1y2y3y4 2 ۑ ව�

スコミと♫఍࣐ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

人㢮ᩥ໬のẚ㍑ 1y2y3y4 2 ۑ ව�

ᾘ㈝者の自❧ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌧௦⤒῭のしくみ 1y2y3y4 2 ۑ ව�

⤒῭のṔྐ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

⌧௦⤒Ⴀのしくみ 1y2y3y4 2 ۑ ව3

⌧௦ὶ通のしくみ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

情報࣓࢔࢕ࢹと創㐀性 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌧௦఍ィのしくみ 1y2y3y4 2 ۑ ව�

㺖㺼㺹㺎㺨㺼㺶㺜㺼㺎㺚㺌㺻のᨻ἞⤒῭ᵓ㐀 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌧௦⤒῭のㅖၥ題 1y2y3y4 2 ۑ ව2

大学教育ㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

教育ᨻ⟇ྐ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ベンࣕࢳー㉳業ධ門 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ベンࣕࢳー㉳業ᐇ㊶ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

♫఍⣔≉ูㅮ⩏Ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

♫఍⣔≉ูㅮ⩏ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

大Ẽの科学 1y2y3y4 2 ۑ ව2

ᆅ⌫の科学 1y2y3y4 2 ۑ ව3

ᾏὒの科学 1y2y3y4 2 ۑ ව�

Ᏹᐂの科学 1y2y3y4 2 ۑ ව2

科学のගとᙳ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⤫ィと♫఍ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

ᩘ理のᵓ㐀 1y2y3y4 2 ۑ ව3

ᩘのᩥ໬ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

᫬㛫と✵㛫 1y2y3y4 2 ۑ ව1

人㛫と物理学 1y2y3y4 2 ۑ ව2

生άの໬学 1y2y3y4 2 ۑ ව1

分Ꮚの世⏺ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

生物の生ά 1y2y3y4 2 ۑ ව3

生࿨の科学 1y2y3y4 2 ۑ ව4

⏺㸫スの世ࣃ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

㒔ᕷ⎔ቃとィ⏬ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ࣛンࢻスケーࣉㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව4

⎔ቃࢨࢹインㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᆅ⌫⎔ቃと科学技術 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ኳయほ を通して学ࡪᏱᐂ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

自↛⎔ቃとᅵᮌ工学 1y2y3y4 2 ۑ ව1

生物資源฼用とサイエンス 1y2y3y4 2 ۑ ව1

㣗ᩱ・農ᮧ・⎔ቃᴫㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

の೺ᗣ科学ࢺࣄ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

自↛⣔≉ูㅮ⩏Ϩ     1y2y3y4 2 ۑ ව1

自↛⣔≉ูㅮ⩏ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

೺ᗣ・ス࣏ーࢶ科学 1y2y3y4 2 ۑ ව�

㐠ື・ス࣏ーࢶ科学₇⩦ 1y2y3y4 2 ۑ ව�4

⬻のⓎ㐩と人㛫 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ㄆ識の௙⤌み 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⎔ኴ平ὒᆅᇦのᩥ໬ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ࣚ㸫ࣟࣃࢵのᩥ໬と♫఍ 1y2y3y4 2 ۑ ව1
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ࣚ㸫ࣟࣃࢵのṔྐとఏ⤫ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

のᩥ໬と♫఍࣓࢝ࣜ࢔ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌧௦㟷年の心とࡑの⑓理 1y2y3y4 2 ۑ ව1

科学と♫఍ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ఫまいの科学 1y2y3y4 2 ۑ ව3

⎔ቃのಖ全 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⎔ቃၥ題 1y2y3y4 2 ۑ ව1

熱帯の科学 1y2y3y4 2 ۑ ව1

情報科学ᴫㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

の科学と人㛫の་学ࢺࣄ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ື物ᐇ㦂のᇶ♏ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

生࿨科学ධ門 1y2y3y4 2 ۑ ව1

1y2y3y4 4 ۑ ව1

ඛ➃情報工学ᴫㄽ 2y3y4 4 ۑ ව2

Ṛとဴ学の知 1y2y3y4 2 ۑ ව1

科学とᨃఝ科学 1y2y3y4 2 ۑ ව1

キࣕࣜ࢔ᴫㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

人ཱྀと㣗⣊ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ධ門࢔࢕ࢸンࣛ࣎ 2y3y4 2 ۑ ව1 ͤᐇ⩦

職業と人生 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᅖ◻の世⏺ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⅏ᐖとᏳ全 1y2y3y4 2 ۑ ව2

生ά✵㛫のࢪࣅョン 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᆅᇦ௻業（自἞య）࠾題解決࣒ࣛࢢࣟࣉ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

ⱝ者の㞠用⎔ቃ 2y3 2 ۑ ව2

キࣕࣜ࢔ᙧ成ධ門 1y2 2 ۑ ව�

⩦య㦂学࢔࢕ࢸンࣛ࣎ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

キࣕࣜ࢔と学生生ά 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⎔ቃインターンシࣉࢵ 2y3y4 2 ۑ ව1

⥲合⎔ቃ学ᴫㄽ 2y3y4 2 ۑ ව1

エン࣓ࢪࢵࣞ࢝ンࢺ㸫大学の学びとᮍ᮶㸫 2y3y4 2 ۑ ව1

生ά⩦័⑓ண㜵ࡼ࠾び೺ᗣ増進 1y2y3y4 2 ۑ ව1

大学でఱを学ࡪか 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ほගへのᡬ㹼ほග学ධ門 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᾏእᩥ໬研修Ａ(ⱥㄒᅪ) 2y3y4 2 ۑ ව1

ᾏእᩥ໬研修㹀(୰国ㄒᅪ) 2y3y4 2 ۑ ව1

ᾏእᩥ໬研修㹁(ス࣌インㄒᅪ) 2y3y4 4 ۑ ව1

ᾏእᩥ໬研修㹂(ࣛࣇンスㄒᅪ) 2y3y4 4 ۑ ව1

ᾏእᩥ໬研修㹃(ࢻイࢶㄒᅪ) 2y3y4 4 ۑ ව1

⎔ቃとᩥ学 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌧௦࢔ࢪ࢔ㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ዪ性と♫఍ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

␗ᩥ໬コミュニケーションධ門 1y2y3y4 2 ۑ ව1

キࣕࣜࢨࢹ࢔インと࢙ࢪンࢲー 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᆅᇦシス࣒ࢸィ⏬ㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

情報ࢭキュࣜ࢕ࢸᴫㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⎔ቃエࢿルࢠーィ⏬ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⎔ቃᙳ㡪ホ౯ᴫㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

大学㛫ඹྠᤵ業 1㹼2 2 ۑ ව1

⥲合≉ูㅮ⩏Ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⥲合≉ูㅮ⩏ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⥲合≉ูㅮ⩏Ϫ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

3y4y�y� 2 ۑ ව1

೔理⥲合ウㄽ 3y4y�y� 2 ۑ ව2

ᆅ㟈と㜵⅏ 3y4y�y� 2 ۑ ව1

大学と産業の᣺⯆ 3y4y�y� 2 ۑ ව1

⥲合⎔ቃㄽ 3y4y�y� 2 ۑ ව1

キࣕࣜࢨࢹ࢔インᐇ㊶ 3y4y�y� 2 ۑ ව1

 大学とはఱか㸫大学の自἞と大学人の㈐௵を考࠼る㸫
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平࿴ㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

᰾の科学 1y2y3y4 2 ۑ ව1

㐺ᛂの心理 1y2y3y4 2 ۑ ව�

Ἀ⦖のᇶᆅとᡓ㊧Ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

Ἀ⦖のᇶᆅとᡓ㊧ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

㏆௦Ἀ⦖の♫఍と⾲⌧ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌰⌫のᩥ学 1y2y3y4 2 ۑ ව2

ᆅᇦの科学 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᆅᇦᩥ໬ㄽ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌰⌫の自↛                1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌰⌫の自↛ಖㆤ            1y2y3y4 2 ۑ ව1

Ἀ⦖のサン1            ♋ࢦy2y3y4 2 ۑ ව1

⌰⌫ᘼの自↛ㄅ            1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌰⌫のᆅ理 1y2y3y4 2 ۑ ව3

Ἀ⦖の農業・農ᮧと農ᆅỈ⎔ቃ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ことࡤとᩥ໬              1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌧௦の国㝿関ಀ            1y2y3y4 2 ۑ ව1

研究ධ門࢔ࢪ࢔⌫⌰ 1y2y3y4 2 ۑ ව3

⛣Ẹㄽ                    1y2y3y4 2 ۑ ව1

Ἀ⦖のᨻ἞と♫఍ 1y2y3y4 2 ۑ ව2

୕⥺とᓥှ 1㹼2 2 ۑ ව1 ͤ₇⩦

しび࠶ࡕࡄなーࡕ࠺ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

亜熱帯㸫す⾲の自↛ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

Ἀ⦖の学力と教育 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌰⌫ㄒධ門Ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌰⌫ㄒධ門ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

Ἀ⦖のᰁめと⧊ࡾ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

Ἀ⦖のṔྐධ門 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌰⌫学ධ門 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌰⌫の自↛と人 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌧௦Ἀ⦖ྐ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌰大≉Ⰽ≉ูㅮ⩏Ϩ        1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌰大≉Ⰽ≉ูㅮ⩏ϩ        1y2y3y4 2 ۑ ව1

⌰大≉Ⰽ≉ูㅮ⩏Ϫ        1y2y3y4 2 ۑ ව1

情報科学₇⩦ 1y2y3y4 2 ۑ ව42

日本ㄒ⾲⌧ἲධ門 1y2y3y4 2 ۑ ව13

大学ⱥㄒ 1y2y3y4 4 ۑ ව4� ͤ₇⩦

ⱥㄒㅮㄞ₇⩦　୰⣭ 1y2y3y4 2 ۑ ව41 ͤ₇⩦

ⱥㄒㅮㄞ₇⩦　ୖ⣭ 1y2y3y4 2 ۑ ව1� ͤ₇⩦

ⱥ఍ヰ₇⩦　୰⣭ 1y2y3y4 2 ۑ ව9 ͤ₇⩦

ⱥ఍ヰ₇⩦　ୖ⣭ 1y2y3y4 2 ۑ ව3 ͤ₇⩦

ⱥసᩥ₇⩦　୰⣭    1y2y3y4 2 ۑ ව� ͤ₇⩦

ⱥసᩥ₇⩦　ୖ⣭    1y2y3y4 2 ۑ ව1 ͤ₇⩦

ⱥㄒࢮࣞࣉンࢸーション₇⩦　୰⣭ 1y2y3y4 2 ۑ ව10 ͤ₇⩦

ⱥㄒࢮࣞࣉンࢸーション₇⩦　ୖ⣭ 1y2y3y4 2 ۑ ව1 ͤ₇⩦

㹒㹍㹃㹇㹁₇⩦ 1y2y3y4 2 ۑ ව� ͤ₇⩦

㹒㹍㹃㹄㹊₇⩦ 1y2y3y4 2 ۑ ව� ͤ₇⩦

ⱥ᳨‽㸯⣭₇⩦ 1y2y3y4 2 ۑ ව2 ͤ₇⩦

≉定ⱥㄒ課題₇⩦Ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1 ͤ₇⩦

≉定ⱥㄒ課題₇⩦ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1 ͤ₇⩦

ㄒධ門Ϩࢶイࢻ 1y2y3y4 2 ۑ ව�

ㄒධ門ϩࢶイࢻ 1y2y3y4 2 ۑ ව�

ㄒධ門Ϫࢶイࢻ 2y3y4 2 ۑ ව2

ㄒධ門ϫࢶイࢻ 2y3y4 2 ۑ ව2

ㄒ఍ヰධ門Ϩ  2y3y4ࢶイࢻ 2 ۑ ව1

ㄒ఍ヰධ門ϩ  2y3y4ࢶイࢻ 2 ۑ ව1

インࢸンシࢻࣈイࢶㄒϨ  1y2y3y4 4 ۑ ව1

インࢸンシࢻࣈイࢶㄒϩ 1y2y3y4 4 ۑ ව1

インࢸンシࢻࣈイࢶㄒϪ  2y3y4 2 ۑ ව1

⌰
大
≉
Ⰽ
科
目

⥲
合
㡿
ᇦ

እ
国
ㄒ
科
目

ᇶ
ᖿ
㡿
ᇦ

情
報

琉球大学-㻠㻡



インࢸンシࢻࣈイࢶㄒϫ  2y3y4 2 ۑ ව1

ㄒᅪᩥ໬ධ門ࢶイࢻ 2y3y4 2 ۑ ව1

ンスㄒධ門Ϩࣛࣇ 1y2y3y4 2 ۑ ව4

ンスㄒධ門ϩࣛࣇ 1y2y3y4 2 ۑ ව4

ンスㄒධ門Ϫࣛࣇ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ンスㄒධ門ϫࣛࣇ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ンスㄒ఍ヰධ門Ϩ  1y2y3y4ࣛࣇ 2 ۑ ව1

ンスㄒ఍ヰධ門ϩ  1y2y3y4ࣛࣇ 2 ۑ ව1

インࢸンシࣛࣇࣈンスㄒϨ  1y2y3y4 4 ۑ ව2

インࢸンシࣛࣇࣈンスㄒϩ  1y2y3y4 4 ۑ ව1

インࢸンシࣛࣇࣈンスㄒϪ  1y2y3y4 2 ۑ ව1

インࢸンシࣛࣇࣈンスㄒϫ  1y2y3y4 2 ۑ ව1

ンスㄒᅪᩥ໬ධ門ࣛࣇ 2y3y4 2 ۑ ව1

ス࣌インㄒධ門Ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1�

ス࣌インㄒධ門ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව14

ス࣌インㄒධ門Ϫ 2y3y4 2 ۑ ව2

ス࣌インㄒධ門ϫ 2y3y4 2 ۑ ව2

ス࣌インㄒ఍ヰධ門Ϩ  2y3y4 2 ۑ ව1

ス࣌インㄒ఍ヰධ門ϩ  2y3y4 2 ۑ ව1

インࢸンシࣈス࣌インㄒϨ  1y2y3y4 4 ۑ ව1

インࢸンシࣈス࣌インㄒϩ  1y2y3y4 4 ۑ ව1

インࢸンシࣈス࣌インㄒϪ  2y3y4 2 ۑ ව2

インࢸンシࣈス࣌インㄒϫ  2y3y4 2 ۑ ව1

ス࣌インㄒᅪᩥ໬ධ門 2y3y4 2 ۑ ව1

୰国ㄒᇶ♏Ϩ        1y2y3y4 4 ۑ ව13

୰国ㄒᇶ♏ϩ        1y2y3y4 4 ۑ ව�

୰国ㄒ୰⣭      2y3y4 4 ۑ ව1

୰国ㄒㅮㄞ      2y3y4 2 ۑ ව2

୰国ㄒ₇⩦      2y3y4 2 ۑ ව1

୰国ㄒୖ⣭          y3y4 2 ۑ ව1

୰国ㄒ≉₇      y3y4 2 ۑ ව1

୰国ㄒ఍ヰ 2y3y4 2 ۑ ව1

᫬஦୰国ㄒ          2y3y4 2 ۑ ව1

୰国ㄒసᩥ      3y4 2 ۑ ව1

ᐇ㊶୰国ㄒ      3y4 2 ۑ ව1

ᮅ㩭ㄒᇶ♏Ϩ 1y2y3y4 4 ۑ ව2

ᮅ㩭ㄒᇶ♏ϩ 1y2y3y4 4 ۑ ව2

ᮅ㩭ㄒ୰⣭ 2y3y4 4 ۑ ව1

ᮅ㩭ㄒㅮㄞ 2y3y4 2 ۑ ව1

ᮅ㩭ㄒ₇⩦ 2y3y4 2 ۑ ව1

インࢿࢻシ࢔ㄒᇶ♏Ϩ    1y2y3y4 4 ۑ ව1

インࢿࢻシ࢔ㄒᇶ♏ϩ 1y2y3y4 4 ۑ ව1

タイㄒᇶ♏Ϩ 1y2y3y4 4 ۑ ව1

タイㄒᇶ♏ϩ 1y2y3y4 4 ۑ ව1

ㄒᇶ♏Ϩ 1y2y3y4࣒ࢼࢺ࢙ࣦ 4 ۑ ව2

ㄒᇶ♏ϩ࣒ࢼࢺ࢙ࣦ 1y2y3y4 4 ۑ ව1

ㄒ୰⣭࣒ࢼࢺ࢙ࣦ 2y3y4 4 ۑ ව1

ンㄒධ門Ϩ   1y2y3y4ࢸࣛ 2 ۑ ව1

ンㄒධ門ϩ 1y2y3y4ࢸࣛ 2 ۑ ව1

シࣕㄒධ門Ϩࣜࢠ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

シࣕㄒධ門ϩࣜࢠ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ࣟシ࢔ㄒධ門Ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ࣟシ࢔ㄒධ門ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

サンスࢺࢵࣜࢡㄒධ門Ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

サンスࢺࢵࣜࢡㄒධ門ϩ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ルㄒධ門Ϩ࢞ࢺル࣏・ルࢪࣛࣈ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ルㄒධ門ϩ࢞ࢺル࣏・ルࢪࣛࣈ 1y2y3y4 2 ۑ ව1

ᑠ計㻔　2㻤3科┠㻕 �1� 兼372

እ
国
ㄒ
科
目

ᇶ
ᖿ
㡿
ᇦ

琉球大学-㻠㻢



必
　
修

㑅
　
ᢥ

自
　
⏤

ㅮ
　
⩏

₇
　
⩦

ᐇ
㦂
・
ᐇ
⩦

教
　
ᤵ

෸
教
ᤵ

ㅮ
　
ᖌ

ຓ
　
教

ຓ
　
ᡭ

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)ϩ 1後 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学ᐇ㦂 1前 1 ۑ ව1

໬学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

໬学ϩ 1後 2 ۑ ව1

໬学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

໬学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

໬学ᐇ㦂 1後 1 ۑ ව1

㸫 11 � � ව14

職業ᣦᑟ 3㺃4 2 ۑ ව1

⥲合₇⩦$ 3㺃4 2 ۑ 1

情報産業ㄽ 3㺃4 2 ۑ 1

科学技術ྐ 3㺃4 2 ۑ 1

Ᏻ全工学 3㺃4 2 ۑ 1

ရ㉁⟶理 3㺃4 2 ۑ 1

工業ᡤ᭷ᶒἲ 3㺃4 2 ۑ 1

⤒Ⴀ工学ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ ව1

産業♫఍学ཎㄽϨ 3㺃4 2 ۑ ව� スࣂニ࣒࢜

3㺃4 2 ۑ 1 スࣂニ࣒࢜

3前 2 ۑ 1

௻業ᐇ⩦ 3前 2 ۑ 1

1y2y3y4後 2 ۑ 1 スࣂニ࣒࢜

㸫 0 2� 0 10 ව9

1前・後 1 ۑ 1

1前 1 ۑ 1

1後 1 ۑ 1

ᶵᲔᇶ♏工学 1前 2 ۑ ۑ � � �

1前 2 ۑ 1 1

工業ᩘ学Ϩ 1後 2 ۑ 1 1

工業ᩘ学ϩ 2前 2 ۑ 1

工業ᩘ学Ϫ 2後 2 ۑ 1

☜⋡及び⤫ィ 2後 2 ۑ 1

工業力学 1後 2 ۑ 2

1後 1�� ۑ 1 2 3

材ᩱ力学Ϩ 2前 2 ۑ 1

材ᩱ力学ϩ 2後 2 ۑ 1

材ᩱຍ工学Ϩ 2前 2 ۑ 2

材ᩱຍ工学ϩ 2後 2 ۑ 1

ᶵᲔ材ᩱϨ 2前 2 ۑ 1

ᶵᲔ材ᩱϩ 2後 2 ۑ 1 ͤᐇ⩦

材ᩱຍ工学ᐇ⩦ 2前 1�� ۑ 1 1

ὶయ力学Ϩ 2前 2 ۑ 2

ὶయ力学ϩ 2後 2 ۑ 2

熱力学Ϩ 2前 2 ۑ 1

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

ᩍ ⫱ ㄢ ⛬ ➼ の 概 要 㸦 ஦ ๓ ఛ ࠸ 㸧
ᶵᲔ࣒ࢸࢫࢩᕤᏛ⛉㸦᫨㛫୺ࢫ࣮ࢥ㸧࠙᪤設ࠚ

科目
༊分

ᤵ業科目のྡ⛠ 㓄ᙜ年ḟ

単位ᩘ ᤵ業ᙧែ 専௵教員等の㓄⨨

備考

専
門
ᇶ
♏
科
目

ᑠィ（14科目） 㸫

工
学
ඹ
通
科
目

産業♫఍学ཎㄽϩ

௻業研修

Frontiers of Engineering 
ᑠィ（13科目） 㸫

ᇶ♏ᩘ学Ϩ

ᇶ♏ᩘ学ϩ

ᇶ♏ᩘ学Ϫ

⥺ᙧ௦ᩘ学

ᇶ♏〇ᅗ

専
門
科
目

琉球大学-㻠㻣



熱力学ϩ 2後 2 ۑ 1

ィ 工学 2後 2 ۑ 1

ᇶ♏ไᚚ工学Ϩ 2後 2 ۑ 1

ᇶ♏ไᚚ工学ϩ 3前 2 ۑ 1

2後 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

3前 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

ᶵᲔ要⣲タィ学 3前 2 ۑ 1 1

⁐᥋工学 3前 2 ۑ 1

⾲㠃・⏺㠃工学 3前 2 ۑ 1

高分Ꮚ合成ㄽ 3後 2 ۑ 1

3後 2 ۑ 1

3後 2 ۑ 1

ὶయᶵᲔ学Ϩ 3前 2 ۑ 1

ὶయᶵᲔ学ϩ 3後 2 ۑ 1

理想ὶయ力学 3後 2 ۑ 1

ఏ熱工学 3前 2 ۑ 1

熱ᶵ関工学 3前 2 ۑ 1

⵨Ẽ工学 3後 2 ۑ 1

ᶵᲔ力学 3前 2 ۑ 1

ᶵᲔ㐠ື学 3後 2 ۑ 1

⌧௦ไᚚ理ㄽ 3後 2 ۑ 1

ᶵᲔタィ〇ᅗϨ 3前 1�� ۑ 1 1

ᶵᲔタィ〇ᅗϩ 3後 1�� ۑ 2

ᶵᲔ工学ᐇ㦂Ϩ 3前 1�� ۑ 12 �

ᶵᲔ工学ᐇ㦂ϩ 3後 1�� ۑ 12 �

技術者の೔理 3後 2 ۑ 3

⌧業ᐇ⩦ 3前 2 ۑ 㞟୰

工業ⱥㄒ 3後 2 ۑ 1

材ᩱ力学Ϫ 4前 2 ۑ 1

ᙎ性力学Ϩ 4前 2 ۑ 1

ᙎ性力学ϩ 4後 2 ۑ 1

⯟✵ᶵのᵓ㐀力学 4後 2 ۑ 1

⢓性ὶయ力学 4前 2 ۑ 1

ᅽ⦰性ὶయ力学 4前 2 ۑ 1

4前 2 ۑ 1

4前 2 ۑ � � �

4前 2 ۑ 1

3・4前 2 ۑ 3

2・3 2 ۑ 1

3・4 2 ۑ 1

2 2 ۑ 1

3・4 2 ۑ 1

3・4 2 ۑ 1

3・4 2 ۑ 1

3・4 2 ۑ 1

3・4 2 ۑ 1

ረ性ຍ工学 3・4 2 ۑ 1

工సᶵᲔ 3・4 2 ۑ 1

⎔ቃὶయ力学 4前 2 ۑ 1

熱஺᥮ჾタィἲ 3・4 2 ۑ 1

3・4 2 ۑ 1

3・4 2 ۑ 1

᭱㐺シス࣒ࢸタィ学 3・4 2 ۑ 1

知的ไᚚ工学 3・4 2 ۑ 1

工学ࢺࢵ࣎ࣟ 3・4 2 ۑ 1

4通 � ۑ 11 11 11

�9 90 3 11 11 0 11 0 ව0

�9 11� 3 11 11 0 11 0 ව23合ィ（104科目）

㟁Ẽ工学ᴫㄽ

ϩࢢミンࣛࢢࣟࣉ

⎔ቃ熱⛣ື学

ィ⟬力学

Ϩࢢミンࣛࢢࣟࣉ

ス・;⥺解ᯒࢡࢵミࣛࢭ

෭෾工学

⛥ⷧエࢿルࢠー工学

ᑠィ（��科目） 㸫

Ⓨ⾲のⅭの技術ⱥㄒ

ᶵᲔ工学ࢭミࢼー

学位ཪは⛠ྕ 　学士（工学）

卒業研究

学位ཪは学科の分野 　工学関ಀ

専
門
科
目

ィ⟬ᶵ᥼用工学

信ྕฎ理工学

ᶵᲔシス࣒ࢸ工学₇⩦

」合材ᩱタィ

高エࢿルࢠーຍ工学

ไᚚᶵჾ

ス工学ࢡニࣟࢺ࣓࢝

⤫ィ的ไᚚ理ㄽ

琉球大学-㻠㻤



必
　
修

㑅
　
ᢥ

自
　
⏤

ㅮ
　
⩏

₇
　
⩦

ᐇ
㦂
・
ᐇ
⩦

教
　
ᤵ

෸
教
ᤵ

ㅮ
　
ᖌ

ຓ
　
教

ຓ
　
ᡭ

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)ϩ 1後 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学ᐇ㦂 1前 1 ۑ ව1

໬学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

໬学ϩ 1後 2 ۑ ව1

໬学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

໬学ධ門ϩ 1後 1 ۑ ව1

໬学ᐇ㦂 1後 1 ۑ ව1

㸫 10 � � ව14

1前 1 ۑ 1

1後 1 ۑ 1

ᶵᲔ工学ᴫㄽ 1前 2 ۑ �

1前 2 ۑ 1

工業ᩘ学Ϩ 1後 2 ۑ 1

工業ᩘ学ϩ 2前 2 ۑ 1

工業ᩘ学Ϫ 2後 2 ۑ 1

工業力学 1後 2 ۑ 1

1後 1�� ۑ 1 1

材ᩱ力学Ϩ 2前 2 ۑ 1

材ᩱ力学ϩ 2後 2 ۑ 1

材ᩱຍ工学Ϩ 2前 2 ۑ 1

材ᩱຍ工学ϩ 2後 2 ۑ 1

ᶵᲔ材ᩱϨ 2前 2 ۑ 1

ᶵᲔ材ᩱϩ 2後 2 ۑ 1 ͤᐇ⩦

材ᩱຍ工学ᐇ⩦ 2後 1�� ۑ 1 1

ὶయ力学Ϩ 2前 2 ۑ 1

ὶయ力学ϩ 2後 2 ۑ 1

熱力学Ϩ 2前 2 ۑ 1

熱力学ϩ 2後 2 ۑ 1

ィ 工学 2後 2 ۑ 1

ᇶ♏ไᚚ工学Ϩ 2後 2 ۑ 1

ᇶ♏ไᚚ工学ϩ 3前 2 ۑ 1

3 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

ᶵᲔ要⣲タィ学 3前 2 ۑ 1

⁐᥋工学 3前 2 ۑ 1

⾲㠃・⏺㠃工学 3前 2 ۑ 1

高分Ꮚ合成ㄽ 3後 2 ۑ 1

ὶయᶵᲔ学Ϩ 3前 2 ۑ 1

ὶయᶵᲔ学ϩ 3後 2 ۑ 1

理想ὶయ力学 3後 2 ۑ 1

ఏ熱工学 3前 2 ۑ 1

熱ᶵ関工学 3前 2 ۑ 1

⵨Ẽ工学 3後 2 ۑ 1

ᶵᲔ力学 3前 2 ۑ 1

（別添２－２）

㓄ᙜ年ḟ

単位ᩘ ᤵ業ᙧែ

ᤵ業科目のྡ⛠

専௵教員等の㓄⨨

備考

専
門
ᇶ
♏
科
目

ᑠィ（14科目） 㸫

ᇶ♏ᩘ学Ϩ

ᇶ♏ᩘ学ϩ

⥺ᙧ௦ᩘ学

ᇶ♏〇ᅗ

ࢢミンࣛࢢࣟࣉ

科目
༊分

専
門
科
目

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

ᩍ ⫱ ㄢ ⛬ ➼ の 概 要 㸦 ஦ ๓ ఛ ࠸ 㸧
ᶵᲔ࣒ࢸࢫࢩᕤᏛ⛉㸦ኪ㛫୺ࢫ࣮ࢥ㸧࠙᪤設ࠚ

琉球大学-㻠㻥



ᶵᲔ㐠ື学 3後 2 ۑ 1

⌧௦ไᚚ理ㄽ 3後 2 ۑ 1

ᶵᲔタィ〇ᅗϨ 3前 1�� ۑ 1

ᶵᲔタィ〇ᅗϩ 3後 1�� ۑ 1

ᶵᲔ工学ᐇ㦂Ϩ 3前 1�� ۑ 3 3

ᶵᲔ工学ᐇ㦂ϩ 3後 1�� ۑ � �

技術者の೔理 3後 2 ۑ 3

⌧業ᐇ⩦ 3前 2 ۑ 㞟୰

材ᩱ力学Ϫ 4前 2 ۑ 1

ᙎ性力学Ϩ 4前 2 ۑ 1

ᙎ性力学ϩ 4後 2 ۑ 1

⢓性ὶయ力学 4前 2 ۑ 1

ᅽ⦰性ὶయ力学 4前 2 ۑ 1

3・4前 2 ۑ 3

3・4 2 ۑ 1

3・4 2 ۑ 1

3・4 2 ۑ 1

3・4 2 ۑ 1

ረ性ຍ工学 3・4 2 ۑ 1

工సᶵᲔ 3・4 2 ۑ 1

熱஺᥮ჾタィἲ 3・4 2 ۑ 1

3・4 2 ۑ 1

3・4 2 ۑ 1

ရ㉁⟶理 3・4 2 ۑ 1

4通 � ۑ 11 11 11

41 �� 11 11 0 11 ව0

41 �� 0 11 11 0 11 ව14

ᑠィ（�0科目） ̿

ス工学ࢡニࣟࢺ࣓࢝

෭෾工学

Ἔ✵ᅽ工学

卒業研究

㟁Ẽ工学ᴫㄽ

⎔ቃ熱⛣ື学

学位ཪは⛠ྕ 　学士（工学） 学位ཪは学科の分野 　工学関ಀ

合ィ（�4科目）

⤫ィ的ไᚚ理ㄽ

ไᚚᶵჾ

専
門
科
目

琉球大学-㻡㻜



必
　
修

㑅
　
ᢥ

自
　
⏤

ㅮ
　
⩏

₇
　
⩦

ᐇ
㦂
・
ᐇ
⩦

教
　
ᤵ

෸
教
ᤵ

ㅮ
　
ᖌ

ຓ
　
教

ຓ
　
ᡭ

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)ϩ 1後 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ᐇ㦂 1前 1 ۑ ව1

໬学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

໬学ᐇ㦂 1後 1 ۑ ව1

㸫 10 0 � 0 0 0 0 0 ව9

職業ᣦᑟ 3㺃4 2 ۑ ව1

⥲合₇⩦& 3㺃4 2 ۑ 1

情報産業ㄽ 3㺃4 2 ۑ 1

科学技術ྐ 3㺃4 2 ۑ 1

Ᏻ全工学 3㺃4 2 ۑ 1

ရ㉁⟶理 3㺃4 2 ۑ 1

工業ᡤ᭷ᶒἲ 3㺃4 2 ۑ 1

⤒Ⴀ工学ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ ව1

産業♫఍学ཎㄽϨ 3㺃4 2 ۑ ව� スࣂニ࣒࢜

産業♫఍学ཎㄽϩ 3㺃4 2 ۑ 1 スࣂニ࣒࢜

௻業研修 3前 2 ۑ 1

௻業ᐇ⩦ 3前 2 ۑ 1

Frontiers of Engineering 1y2y3y4後 2 ۑ 1 スࣂニ࣒࢜

㸫 0 2� 0 9 0 0 0 0 ව9

1前 2 ۑ 1

1前 1 ۑ ව1

1前 2 ۑ 1

1後 2 ۑ 1

1後 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

1後 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

1後 2 ۑ 1

1後 2 ۑ 2 ͤ₇⩦

1後 1 ۑ 2

2前 2 ۑ 1

2前 2 ۑ 1

2前 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

2前 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

2前 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

2前 2 ۑ 1

2前 2 ۑ 1

2前 2 ۑ ව1

2後 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

2後 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

2後 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

2後 2 ۑ 2

2後 1�� ۑ 3

2後 2 ۑ 1

2㺃3後 2 ۑ 1

3前 2 ۑ 1

3前 1�� ۑ 3

備考

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

科目
༊分

ᤵ業科目のྡ⛠ 㓄ᙜ年ḟ

工
学
ඹ
通
科
目

ᑠィ（13科目） 㸫

単位ᩘ ᤵ業ᙧែ 専௵教員等の㓄⨨

専
門
ᇶ
♏
科
目

ᑠィ（9科目） 㸫

㟁Ẽᩘ学Ϩ

ᇶ♏ᩘ学

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学ᴫㄽϨ

㟁Ẽᩘ学ϩ

㟁☢Ẽ学Ϩ

ᅇ㊰理ㄽϨ

ᛂ用力学

⩦₇ࢢミンࣛࢢࣟࣉ

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学ᴫㄽϩ

㟁Ẽᩘ学Ϫ

㟁Ẽᩘ学ϫ

㟁☢Ẽ学ϩ

㟁☢Ẽ学Ϫ

ᅇ㊰理ㄽϩ

㟁Ẽ㟁Ꮚィ 工学Ϩ

情報ᩘ学

☜⋡及び⤫ィ

㟁☢Ẽ学ϫ

ᅇ㊰理ㄽϪ

ᅇ㊰理ㄽϫ

㟁Ꮚᅇ㊰Ϩ

㟁Ẽᇶ♏ᐇ㦂

㟁Ꮚィ⟬ᶵϨ

㟁Ẽ㟁Ꮚィ 工学ϩ

技術者の೔理

㟁Ẽ㟁Ꮚシス࣒ࢸ工学ᐇ㦂Ϩ

ᩍ ⫱ ㄢ ⛬ ➼ の 概 要 㸦 ஦ ๓ ఛ ࠸ 㸧
ᕤᏛ㒊㟁Ẽ㟁ᏊᕤᏛ⛉㸦᫨㛫୺ࢫ࣮ࢥ㸧࠙᪤設ࠚ

専
門
科
目

琉球大学-㻡1



3後 1�� ۑ 3

2㺃3前㺃後 1 ۑ 1

2㺃3前㺃後 1 ۑ 1

3前 2 ۑ 1

3後 2 ۑ 1

3㺃4後 2 ۑ 1

4前 1�� ۑ 2 㑅必

4前 1�� ۑ 2 㑅必

4通 2 ۑ 10 9 �

4通 � ۑ 10 9 �

3㺃4前㺃後 2 ۑ ව1 㞟୰

3㺃4前㺃後 2 ۑ ව1 㞟୰

3㺃4前㺃後 2 ۑ ව1 㞟୰

3㺃4前㺃後 2 ۑ ව1 㞟୰

3㺃4前㺃後 2 ۑ ව1 㞟୰

3㺃4前㺃後 2 ۑ ව1 㞟୰

2後 2 ۑ 1

3前 2 ۑ 1

3前 2 ۑ 1

3前 2 ۑ 1

3㺃4前 2 ۑ 1 㝸年

3㺃4前 1 ۑ ව1

3後 2 ۑ 1

3後 2 ۑ 1

3後 2 ۑ 1

3㺃4後 2 ۑ 1 㝸年

3㺃4後 2 ۑ 1 㝸年

2後 2 ۑ 1

3前 2 ۑ 1

3前 2 ۑ 1

3㺃4前 2 ۑ 1

3㺃4前 2 ۑ 1

3後 2 ۑ 1 1

3㺃4後 2 ۑ 1

3㺃4後 2 ۑ 1

3㺃4後 2 ۑ 1

2後 2 ۑ 1

3前 2 ۑ 1

3㺃4前 2 ۑ 1

3㺃4前 2 ۑ 1

3㺃4前 2 ۑ 1

3㺃4前 2 ۑ 1

3㺃4前 2 ۑ 1

3㺃4前 2 ۑ 1

3㺃4後 2 ۑ 1

3㺃4後 2 ۑ ව1

3㺃4後 2 ۑ 1

3㺃4後 2 ۑ 1

㸫 49�� 9� 0 10 9 0 � 0 ව10

㸫 �9�� 121 � 10 9 0 � 0 ව2�

㟁Ẽ㟁Ꮚシス࣒ࢸ工学ᐇ㦂ϩ

⌧業ᐇ⩦Ϩ

⌧業ᐇ⩦ϩ

ᶵᲔ工学ᴫㄽ

ᛂ用ࢢミンࣛࢢࣟࣉ

ᩘ್解ᯒ

㟁力工学ᐇ㦂

㟁Ꮚ・シス࣒ࢸ工学ᐇ㦂

ーࢼミࢭ

卒業研究

㟁Ẽᶵჾϩ

≉ูㅮ⩏Ϩ

≉ูㅮ⩏ϩ

≉ูㅮ⩏Ϫ

≉ูㅮ⩏ϫ

≉ูㅮ⩏Ϭ

≉ูㅮ⩏ϭ

㟁ẼᶵჾϨ

エࢿルࢠーኚ᥮工学

㟁力工学Ϩ

㟁Ẽ㟁Ꮚ材ᩱ

㟁Ẽᶵჾタィ〇ᅗ

㟁Ẽἲ規及び᪋タ⟶理

㟁Ꮚ物性工学ϩ

㔞Ꮚ力学ϩ

㟁Ꮚᅇ㊰Ϫ

スࢡニࣟࢺࢡーエࣞ࣡ࣃ

㟁Ẽᛂ用工学

㟁力工学ϩ

㟁力⣔⤫工学

㟁Ꮚࣂࢹイス工学Ϩ

㟁Ꮚ物性工学Ϩ

㔞Ꮚ力学Ϩ

㟁Ꮚࣂࢹイス工学ϩ

㟁Ꮚᅇ㊰ϩ

㟁Ꮚࣂࢹイス材ᩱ工学

ไᚚ工学ϩ

情報理ㄽ

㟁☢Ἴ工学

通信工学Ϩ

ගఏ㏦工学

タル信ྕฎ理ࢪ࢕ࢹ

シス࣒ࢸ工学Ϩ

ไᚚ工学Ϩ

㸫

合ィ（9�科目） 㸫

学位ཪは⛠ྕ 　学士（工学） 学位ཪは学科の分野 　工学関ಀ

ᑠィ（��科目）

専
門
科
目

㟁Ꮚィ⟬ᶵϩ

通信工学ϩ

㟁Ẽ通信関ಀἲ規

シス࣒ࢸ工学ϩ

琉球大学-㻡2



必
　
修

㑅
　
ᢥ

自
　
⏤

ㅮ
　
⩏

₇
　
⩦

ᐇ
㦂
・
ᐇ
⩦

教
　
ᤵ

෸
教
ᤵ

ㅮ
　
ᖌ

ຓ
　
教

ຓ
　
ᡭ

1前 2 ۑ ව1

1後 2 ۑ ව1

1前 2 ۑ ව1

1後 2 ۑ ව1

1前 2 ۑ ව1

1前 2 ۑ ව1

1前 2 ۑ ව1

㸫 � � 0 0 0 0 0 0 ව�

1前 2 ۑ 1

1前 1 ۑ ව1

1後 2 ۑ 1

1後 2 ۑ 1

1後 2 ۑ 1

1後 2 ۑ ව1

1後 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

2前 2 ۑ 1

2前 2 ۑ 1

2前 2 ۑ 1

2前 2 ۑ 1

2前 2 ۑ 1

2前 2 ۑ 1

2後 2 ۑ 1

2後 2 ۑ 1

2後 2 ۑ 1

2後 2 ۑ 1

2後 2 ۑ 1

2後 1�� ۑ 3

2㺃3後 2 ۑ ව1

2㺃3後 2 ۑ 1

3前 2 ۑ 1

3前 2 ۑ 1

3前 1�� ۑ 3

3後 2 ۑ 3

4通 2 ۑ 10 9 �

4通 � ۑ 10 9 �

3㺃4前㺃後 2 ۑ 1

3㺃4前㺃後 2 ۑ ව1

3㺃4前㺃後 2 ۑ

2後 2 ۑ 1

3㺃4前 2 ۑ 1

3㺃4前 2 ۑ 1

3㺃4前 2 ۑ 1

3㺃4前 1 ۑ ව1

3㺃4後 2 ۑ 1

2㺃3後 2 ۑ 1

3㺃4前 2 ۑ 1

3㺃4前 2 ۑ 1

3㺃4前 2 ۑ 1

3㺃4後 2 ۑ 1

3㺃4後 2 ۑ 1

単位ᩘ ᤵ業ᙧែ 専௵教員等の㓄⨨

物理学ධ門Ϩ

໬学ධ門Ϩ

ᑠィ（�科目）

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

ᩍ ⫱ ㄢ ⛬ ➼ の 概 要 㸦 ஦ ๓ ఛ ࠸ 㸧
ᕤᏛ㒊㟁Ẽ㟁ᏊᕤᏛ⛉㸦ኪ㛫୺ࢫ࣮ࢥ㸧࠙᪤設ࠚ

科目
༊分

ᤵ業科目のྡ⛠ 㓄ᙜ年ḟ

ᛂ用力学

⩦₇ࢢミンࣛࢢࣟࣉ

㟁Ẽᩘ学Ϫ

備考

専
門
ᇶ
♏
科
目

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)Ϩ

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)ϩ

ᚤ分✚分学ධ門Ϩ

ᚤ分✚分学ධ門ϩ

物理学Ϩ

㸫

㟁Ẽᩘ学Ϩ

ᇶ♏ᩘ学

㟁Ẽᩘ学ϩ

㟁☢Ẽ学Ϩ

ᅇ㊰理ㄽϨ

㟁☢Ẽ学ϩ

㟁☢Ẽ学Ϫ

ᅇ㊰理ㄽϩ

㟁Ẽ㟁Ꮚィ 工学Ϩ

情報ᩘ学

㟁Ẽᩘ学ϫ

㟁☢Ẽ学ϫ

ᅇ㊰理ㄽϪ

ᅇ㊰理ㄽϫ

㟁Ꮚᅇ㊰Ϩ

㟁Ẽᇶ♏ᐇ㦂

☜⋡及び⤫ィ

㟁Ẽ㟁Ꮚィ 工学ϩ

㟁Ꮚィ⟬ᶵϨ

ᛂ用ࢢミンࣛࢢࣟࣉ

㟁Ẽ㟁Ꮚシス࣒ࢸ工学ᐇ㦂

㟁Ẽ㟁Ꮚシス࣒ࢸ工学専門ᐇ㦂

ーࢼミࢭ

㟁Ẽᛂ用工学

㟁Ꮚࣂࢹイス工学Ϩ

卒業研究

技術者の೔理

職業ᣦᑟ

⥲合₇⩦&

㟁Ꮚᅇ㊰Ϫ

㟁ẼᶵჾϨ

エࢿルࢠーኚ᥮工学

㟁力工学Ϩ

㟁Ẽ㟁Ꮚ材ᩱ

㟁Ẽἲ規及び᪋タ⟶理

専
門
科
目

㟁Ꮚ物性工学Ϩ

㔞Ꮚ力学Ϩ

㟁Ꮚᅇ㊰ϩ

㟁Ꮚࣂࢹイス工学ϩ

琉球大学-㻡3



3㺃4前 2 ۑ 1

3㺃4前 2 ۑ 1

3後 2 ۑ 1

3㺃4前 2 ۑ 1

3㺃4後 2 ۑ 1

3㺃4後 2 ۑ 1

㸫 43 �4 0 10 9 0 � 0 ව�

㸫 �1 �0 0 10 9 0 � 0 ව12

ไᚚ工学Ϩ

㟁☢Ἴ工学

ගఏ㏦工学

通信工学Ϩ

ไᚚ工学ϩ

シス࣒ࢸ工学Ϩ

㸫ᑠィ（4�科目）

合ィ（��科目） 㸫

学位ཪは⛠ྕ 　学士（工学） 学位ཪは学科の分野 　工学関ಀ

専
門
科
目

琉球大学-㻡㻠



必
　
修

㑅
　
ᢥ

自
　
⏤

ㅮ
　
⩏

₇
　
⩦

ᐇ
㦂
・
ᐇ
⩦

教
　
ᤵ

෸
教
ᤵ

ㅮ
　
ᖌ

ຓ
　
教

ຓ
　
ᡭ

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学ᐇ㦂 1前 1 ۑ ව1

㸫 9 0 0 ව�

職業ᣦᑟ 3㺃4 2 ۑ ව1

⥲合₇⩦% 3㺃4 2 ۑ 1

情報産業ㄽ 3㺃4 2 ۑ 1

科学技術ྐ 3㺃4 2 ۑ 1

Ᏻ全工学 3㺃4 2 ۑ 1

ရ㉁⟶理 3㺃4 2 ۑ 1

工業ᡤ᭷ᶒἲ 3㺃4 2 ۑ 1

⤒Ⴀ工学ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ ව1

産業♫఍学ཎㄽϨ 3㺃4 2 ۑ ව� スࣂニ࣒࢜

3㺃4 2 ۑ 1 スࣂニ࣒࢜

3前 2 ۑ 1

௻業ᐇ⩦ 3前 2 ۑ 1

1y2y3y4後 2 ۑ 1 スࣂニ࣒࢜

㸫 0 2� 0 10 ව9

ᇶ♏力学 1前 2 ۑ 1

1前 2 ۑ � � 3 スࣂニ࣒࢜

1前 2 ۑ 1

ᇶ♏ὶయ力学 1後 2 ۑ 1 1

1後 1 ۑ 1 1

1後 2 ۑ 1

1後 3 ۑ 1 ͤ₇⩦

1後 2 ۑ 1

2前 3 ۑ 1 ͤ₇⩦

ᓥᕋ⎔ቃィ⏬ 2前 2 ۑ 1

Ỉ理学Ϩ及び₇⩦ 2前 3 ۑ 1 1 ͤ₇⩦

2前 2 ۑ 1  1

 㔞学Ϩ 2前 2 ۑ 1

2前 1�� ۑ 1

ᅵᮌ⾜ᨻ 2前 2 ۑ 1 　

2後 3 ۑ 1 　 1 　 ͤ₇⩦

2後 1�� ۑ 1

2後 3 ۑ 　 1 ͤ₇⩦

ᅵᮌ材ᩱ 2後 2 ۑ 1

Ỉ理学ϩ及び₇⩦ 2後 3 ۑ 1 　 1 ͤ₇⩦

ᅵ㉁力学Ϩ及び₇⩦ 2後 3 ۑ 1 ͤ₇⩦

ᅵᮌ情報ฎ理 2後 2 ۑ 1 1 　

」⣲関ᩘㄽ 2後 2 ۑ 　 　 　 ව1

 㔞力学ϩ 2後 2 ۑ 1

 㔞力学ᐇ⩦ϩ 2後 1�� ۑ 1

3前 2 ۑ 1 　

3前 2 ۑ 1

3前 2 ۑ 　 1

3前 2 ۑ 1

3前 3 ۑ 1 ͤ₇⩦

単位ᩘ ᤵ業ᙧែ

௻業研修

専௵教員等の㓄⨨

備考

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

ᩍ ⫱ ㄢ ⛬ ➼ の 概 要 㸦 ஦ ๓ ఛ ࠸ 㸧
⎔ቃᘓ設ᕤᏛ⛉㸦ᅵᮌࢫ࣮ࢥ㸧࠙᪤設ࠚ

科目
༊分

ᤵ業科目のྡ⛠ 㓄ᙜ年ḟ

ᵓ㐀力学Ϩ及び₇⩦

専
門
ᇶ
♏
科
目

ᑠィ（�科目） 㸫

工
学
ඹ
通
科
目

産業♫఍学ཎㄽϩ

Frontiers of Engineering 
ᑠィ（13科目）

ᅵᮌ工学ᴫㄽ

㸫

⥺ᙧ௦ᩘ学$

土木基礎情報処理

ᖖᚤ分᪉程ᘧ$

材ᩱ力学及び₇⩦

☜❧及び⤫ィ

ᅵᮌィ⏬

ᅵᮌィ⏬ᩘ理及び₇⩦

ᵓ㐀力学ϩ及び₇⩦

専
門
科
目

㗰ᵓ㐀工学

コンࣜࢡーࢺᵓ㐀力学

ᾏᓊ工学

ᅵ㉁力学ϩ及び₇⩦

ᅵᮌタィ〇ᅗ

 㔞学ᐇ⩦Ϩ

೫ᚤ分᪉程ᘧ

琉球大学-㻡㻡



3前 2 ۑ 1 　 1

3前 2 ۑ 1 㞟୰

3前 2 ۑ 1 　

3前 1�� ۑ 　 1 　

3前 1 ۑ 1 　

3前 2 ۑ 1 　

ᅵᮌ技術者೔理 3後 2 ۑ � スࣂニ࣒࢜

3後 1 ۑ 1 1 1 　

3後 2 ۑ 1

3後 2 ۑ 　 ව1

3後 2 ۑ 1 　 　 　

3後 2 ۑ 1

3後 2 ۑ 　 1 　

3後 2 ۑ 　 1 　 　

3後 2 ۑ 　 1

3後 2 ۑ 　 1 　 　

3後 2 ۑ 1

3後 2 ۑ 1 　 ͤ₇⩦

3前 1�� ۑ 　 1 　

3前 1�� ۑ 1 1

4前 2 ۑ 1

4前 1 ۑ � � 3

3前 2 ۑ 1 ව1 　

3後 2 ۑ 1 ව1

4前 2 ۑ 1 ව1

2y3y4 2 ۑ 1 1 㞟୰

2y3y4 2 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 2 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 2 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 2 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 1 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 1 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 1 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 1 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 1 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 2 ۑ 1 1 㞟୰

2y3y4 2 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 2 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 2 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 1 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 1 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 1 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 1 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 1 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 1 ۑ ව1 㞟୰

4通 � ۑ � � 3

�9�� ���� 21 � � 0 3 0 ව23

���� 91�� 21 10 � 0 3 0 ව3�

⎔ቃシス࣒ࢸ

ᵓ㐀ᬒほタィ

ィ⟬力学

コンࣜࢡーࢺ工学ᐇ㦂

ᅵᮌ⌧業ᐇ⩦Ϩ

ᅵᮌ⌧業ᐇ⩦ϩ

シࣅルエンࢪニࣜ࢔ンࢨࢹࢢイン

㐨㊰஺通ィ⏬

⎔ቃ⾨生工学

ᶫタィㄽ

タィ₇⩦Ϩ

タィ₇⩦ϩ

Ἑᕝ工学

ᆅ┙工学

ᒾ┙力学

 ‴工学

ᅵᮌ᪋工

ᅵ㉁工学ᐇ㦂$

Ỉ工学ᐇ㦂

ᘓ⠏ἲ規

≉ูㅮ⩏ϱ

≉ูㅮ⩏ϱϩ

≉ูㅮ⩏ϱϮ

≉ูㅮ⩏ϱϰ

≉ูㅮ⩏ϩ

≉ูㅮ⩏ϫ

≉ูㅮ⩏ϯ

≉ูㅮ⩏ϭ

̿

ⅆ⸆学

ᅵᮌࢭミࢼー

⎔ቃエࢿルࢠーィ⏬

⎔ቃ情報シス࣒ࢸ

卒業研究

≉ูㅮ⩏ϱϯ

≉ูㅮ⩏ϱϱ

合ィ（9�科目） ̿

学位ཪは⛠ྕ 　学士（工学） 学位ཪは学科の分野 　工学関ಀ

≉ูㅮ⩏ϱϫ

≉ูㅮ⩏ϱϭ

≉ูㅮ⩏Ϩ

≉ูㅮ⩏Ϫ

≉ูㅮ⩏Ϭ

≉ูㅮ⩏Ϯ

専
門
科
目

ᑠィ（��科目）

≉ูㅮ⩏ϰ

≉ูㅮ⩏ϱϨ

≉ูㅮ⩏ϱϪ

≉ูㅮ⩏ϱϬ

琉球大学-㻡㻢



必
　
修

㑅
　
ᢥ

自
　
⏤

ㅮ
　
⩏

₇
　
⩦

ᐇ
㦂
・
ᐇ
⩦

教
　
ᤵ

෸
教
ᤵ

ㅮ
　
ᖌ

ຓ
　
教

ຓ
　
ᡭ

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)ϩ 1後 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学ᐇ㦂 1後 1 ۑ ව1

໬学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

໬学ϩ 1後 2 ۑ ව1

໬学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

໬学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

໬学ᐇ㦂 1後 1 ۑ ව1

㸫 14 4 0 ව12

職業ᣦᑟ 3㺃4 2 ۑ ව1

⥲合₇⩦% 3㺃4 2 ۑ 1

情報産業ㄽ 3㺃4 2 ۑ 1

科学技術ྐ 3㺃4 2 ۑ 1

Ᏻ全工学 3㺃4 2 ۑ 1

ရ㉁⟶理 3㺃4 2 ۑ 1

工業ᡤ᭷ᶒἲ 3㺃4 2 ۑ 1

⤒Ⴀ工学ᴫㄽ 3㺃4 2 ۑ ව1

産業♫఍学ཎㄽϨ 3㺃4 2 ۑ ව� スࣂニ࣒࢜

3㺃4 2 ۑ 1 スࣂニ࣒࢜

3前 2 ۑ 1

௻業ᐇ⩦ 3前 2 ۑ 1

1y2y3y4後 2 ۑ 1 スࣂニ࣒࢜

㸫 0 2� 0 10 ව9

1前 2 ۑ 1

1後 2 ۑ 1

1後 2 ۑ 1

1前 3 ۑ 1 1 ͤ₇⩦

1前 1 ۑ 1 2

1前 1 ۑ � � スࣂニ࣒࢜

1後 3 ۑ 1 ͤ₇⩦

1後 2 ۑ 1 ව1

1後 2 ۑ 1

2前 2 ۑ 1 1 1 ව1

2前 2 ۑ 1

2前 2 ۑ 1 1

2前 2 ۑ 1

2後 2 ۑ 1

2前 2 ۑ 1

2前 1�� ۑ ව1

2後 3 ۑ 1 1 1 ව1

2後 2 ۑ 1

2後 2 ۑ 1

2後 2 ۑ 1

2後 2 ۑ 1

2後 2 ۑ 1

2後 2 ۑ 1

単位ᩘ ᤵ業ᙧែ 専௵教員等の㓄⨨

Frontiers of Engineering 
ᑠィ（13科目） 㸫

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

ᩍ ⫱ ㄢ ⛬ ➼ の 概 要 㸦 ஦ ๓ ఛ ࠸ 㸧
⎔ቃᘓ設ᕤᏛ⛉㸦ᘓ⠏ࢫ࣮ࢥ㸧࠙᪤設ࠚ

科目
༊分

ᤵ業科目のྡ⛠ 㓄ᙜ年ḟ

ᘓ⠏ᵓ㐀力学ϩ

ᇶ♏ὶయ力学

ᘓ⠏情報ฎ理

備考

専
門
ᇶ
♏
科
目

ᑠィ（12科目） 㸫

工
学
ඹ
通
科
目

産業♫఍学ཎㄽϩ

௻業研修

⥺ᙧ௦ᩘ学%

ᖖᚤ分᪉程ᘧ%

☜⋡及び⤫ィ

ᘓ⠏ᵓ㐀力学Ϩ

ᘓ⠏ᇶ♏情報ฎ理

ᘓ⠏学ᇶ♏₇⩦

ᘓ⠏タィ〇ᅗᇶ♏Ϩ

ᘓ⠏ィ⏬ᴫㄽ

㒔ᕷィ⏬

ᘓ⠏材ᩱ学

㕲➽コンࣜࢡーࢺᵓ㐀

 㔞学

 㔞学ᐇ⩦

ᘓ⠏タィ〇ᅗᇶ♏ϩ

ᘓ⠏ྐᴫㄽ

ఫ✵㛫ィ⏬

ᘓ⠏⎔ቃ工学Ϩ

㜵⅏工学ᴫㄽ

⎔ቃ材ᩱ学

ྛ種ᘓ⠏ィ⏬

専
門
科
目

琉球大学-㻡㻣



2後 2 ۑ 1

3前 2 ۑ 1

3前 2 ۑ 1

3前 2 ۑ 1

3前 1 ۑ 1 1 㑅必

3前 2 ۑ 1 ව1

3前 3 ۑ 1 1 ව1

3後 2 ۑ 1 ව1

3後 1 ۑ 1

3後 1 1 ۑ 1 ව1 㑅必

3後 2 ۑ 1 1 1 ව1

3後 2 ۑ 1

4前 2 ۑ � � スࣂニ࣒࢜

4前 1 ۑ � � 3

3前 2 ۑ 1

2前 3 ۑ 1 1 ͤ₇⩦

3前 2 ۑ 1

3前 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

3後 1 ۑ � � 3

3後 2 ۑ 1

3後 2 ۑ 1

3後 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

2y3y4 2 ۑ 1 1 㞟୰

2y3y4 2 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 2 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 2 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 2 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 1 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 1 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 1 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 1 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 1 ۑ ව1 㞟୰

3後 2 ۑ 1

3後 2 ۑ 1

4前 2 ۑ 1

2y3y4 2 ۑ 1 1 㞟୰

2y3y4 2 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 2 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 2 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 1 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 1 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 1 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 1 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 1 ۑ ව1 㞟୰

2y3y4 1 ۑ ව1 㞟୰

2前 2 ۑ

3前 2 ۑ

⎔ቃ⾨生工学 3後 2 ۑ

ᘓ⠏ᵓ㐀解ᯒ 3前 2 ۑ 㑅必

ᘓ⠏ᆅ┙工学ᐇ㦂 3前 1 ۑ

⎔ቃエࢿルࢠーィ⏬ 3前 2 ۑ

೫ᚤ分᪉程ᘧ% 2前 2 ۑ

ᘓ⠏⌧業ᐇ⩦Ϩ 3前 2 ۑ

ᘓ⠏⌧業ᐇ⩦ϩ 3前 1 ۑ

4通 � ۑ

�� ���� 23 � � 3 ව2�

�0 9��� 23 10 � 3 ව4�

ᘓ⠏ᵓἲ

ᘓ⠏タ備ィ⏬

ᘓ⠏⎔ቃ工学ϩ

㕲㦵ᵓ㐀

ᘓ⠏⎔ቃ工学ᐇ㦂

ᘓ⠏生産

ᘓ⠏タィ〇ᅗϨ

ᘓ⠏ἲ規

ᘓ⠏⎔ቃ工学₇⩦

ᘓ⠏材ᩱᵓ㐀ᐇ㦂

ᘓ⠏タィ〇ᅗϩ

ᘓ⠏ᇶ♏ᵓ㐀

ᘓ⠏技術者೔理

ᘓ⠏ࢭミࢼーϩ

ᘓ⠏ព໶

ᘓ⠏ᵓ㐀力学Ϫ

コミュニ࢕ࢸ✵㛫ィ⏬

㒔ᕷࢨࢹイン₇⩦

ᘓ⠏ࢭミࢼーϨ

ᘓ⠏⎔ቃタ備タィ

⌧௦ᘓ⠏ᛮ₻

ᩘ理情報ฎ理

≉ูㅮ⩏Ϩ

≉ูㅮ⩏Ϫ

≉ูㅮ⩏Ϭ

≉ูㅮ⩏Ϯ

≉ูㅮ⩏ϰ

≉ูㅮ⩏ϱϨ

≉ูㅮ⩏ϭ

≉ูㅮ⩏ϯ

≉ูㅮ⩏ϱ

≉ูㅮ⩏ϱϪ

≉ูㅮ⩏ϱϬ

≉ูㅮ⩏ϱϮ

≉ูㅮ⩏ϱϰ

㒔ᕷィ⏬ἲไ

⪏㟈タィᴫㄽ

≉ูㅮ⩏ϱϫ

≉ูㅮ⩏ϱϭ

≉ูㅮ⩏ϱϯ

≉ูㅮ⩏ϱϱ

ᓥᕋ⎔ቃィ⏬ㄽ

学位ཪは⛠ྕ 　学士（工学） 学位ཪは学科の分野 　工学関ಀ

合ィ（��科目） ̿

卒業タィཪは卒業研究

⎔ቃシス࣒ࢸ

ᑠィ（40科目） ̿

専
門
科
目

⎔ቃ情報シス࣒ࢸ

≉ูㅮ⩏ϩ

≉ูㅮ⩏ϫ

≉ูㅮ⩏ϱϩ

琉球大学-㻡㻤



必
　
修

㑅
　
ᢥ

自
　
⏤

ㅮ
　
⩏

₇
　
⩦

ᐇ
㦂
・
ᐇ
⩦

教
　
ᤵ

෸
教
ᤵ

ㅮ
　
ᖌ

ຓ
　
教

ຓ
　
ᡭ

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)Ϩ 1前 2 ۑ ව1

ᚤ分✚分学㹑㹒(㺛㺞㺻㺞㺼㺎㺢㺼㺘㺎㺛)ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

物理学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

物理学ᐇ㦂 1前 2 ۑ ව1

໬学Ϩ 1前 2 ۑ ව1

໬学ϩ 1後 2 ۑ ව1

໬学ධ門Ϩ 1前 2 ۑ ව1

໬学ධ門ϩ 1後 2 ۑ ව1

໬学ᐇ㦂 1後 2 ۑ ව1

㸫 � 1� 0 ව12

3㺃4前後 2 ۑ 1

職業ᣦᑟ 4前 2 ۑ ව1

⥲合₇⩦$ 3㺃4後 2 ۑ 1

Ᏻ全工学 3㺃4後 2 ۑ 1

ရ㉁工学 3㺃4前 2 ۑ 1

工業ᡤ᭷ᶒἲ 3㺃4前 2 ۑ 1

⤒Ⴀ工学ᴫㄽ 3㺃4後 2 ۑ 1

産業♫఍学ཎㄽϨ 3㺃4前 2 ۑ ව� スࣂニ࣒࢜

3㺃4後 2 ۑ 1 スࣂニ࣒࢜

1y2y3y4後 2 ۑ 1 スࣂニ࣒࢜

㸫 0 20 0 � ව�

,インࢨࢹ・ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 1前 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

,,インࢨࢹ・ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 2前 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

情報♫఍と情報೔理 1前 2 ۑ 1 ͤ₇⩦

キࣕࣜ࢔ᐇ㊶ 3前 2 ۑ 1

⥺ᙧ௦ᩘ学 1前 2 ۑ 1

情報ᩘ学, 1後 2 ۑ 1

情報ᩘ学,, 2前 2 ۑ 1

ᩘ学ᇶ♏₇⩦Ϩ 1前 2 ۑ

ᩘ学ᇶ♏₇⩦ϩ 1後 2 ۑ

工業ᩘ学, 1後 2 ۑ ව1

工業ᩘ学,, 2前 2 ۑ ව1

工業ᩘ学,,, 2後 2 ۑ ව1

☜⋡及び⤫ィ 2前 2 ۑ 1

情報ⱥㄒϨ 3後 2 ۑ

情報ⱥㄒϩ 4前 2 ۑ

技術ⱥㄒࢮࣞࣉンࢸーション 4後 2 ۑ 1

情報工学ᐇ㦂Ϩ 2前 1�� ۑ 1 1

情報工学ᐇ㦂,, 2後 1�� ۑ 1 1

情報工学ᐇ㦂,,, 3前 1�� ۑ 1 1

情報工学ᐇ㦂,9 3後 1�� ۑ 1 1

Ϩࢢミンࣛࢢࣟࣉ 1前 2 ۑ 1

ϩࢢミンࣛࢢࣟࣉ 1後 2 ۑ 1

Ϩ⩦₇࢔エ࢘ࢺࣇࢯ 1前 1 ۑ 1

ϩ⩦₇࢔エ࢘ࢺࣇࢯ 1後 1 ۑ 1

ータᵓ㐀ࢹと࣒ࢬࣜࢦル࢔ 1後 2 ۑ 1

ゝㄒ理ㄽと࢜ーࢺ࣐ࢺン 2前 2 ۑ 1

専
門
科
目

ᤵ業科目のྡ⛠ 㓄ᙜ年ḟ

単位ᩘ ᤵ業ᙧែ 専௵教員等の㓄⨨

⥲合₇⩦'

産業♫఍学ཎㄽϩ

Frontiers of Engineering 
ᑠィ（10科目） 㸫

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

ᩍ ⫱ ㄢ ⛬ ➼ の 概 要 㸦 ஦ ๓ ఛ ࠸ 㸧
᝟ሗᕤᏛ⛉࠙᪤設ࠚ

科目
༊分

備考

専
門
ᇶ
♏
科
目

ᑠィ（�科目） 㸫

工
学
ඹ
通
科
目

琉球大学-㻡㻥



情報ฎ理技術ᴫㄽ 2前 2 ۑ 1

情報࣡ࢺࢵࢿー2 ,ࢡ前 2 ۑ 1

タルᅇ㊰ࢪࢹ 2前 2 ۑ 1

コンピュータシス࣒ࢸ 2前 2 ۑ 1

情報理ㄽ 2後 2 ۑ 1

とタィࢢンࣜࢹࣔ 2後 2 ۑ 1

,,,ࢢミンࣛࢢࣟࣉ 3前 2 ۑ 1

9,ࢢミンࣛࢢࣟࣉ 3後 2 ۑ 1

インター࢘ࢺࣇࢯ・ࢺࢵࢿエ࢔ 2㺃3㺃4前 2 ۑ 1

ᩘ್解ᯒ 3㺃4前 2 ۑ 1

࣒ࢸータベースシスࢹ 2後 2 ۑ 1

࣒ࢸシスࢢン࢕ࢸーࣞ࣌࢜ 2後 2 ۑ 1

情報࣡ࢺࢵࢿー2 ,,ࢡ後 2 ۑ 1

9/6,タィ 2後 2 ۑ 1

ィ⟬ᶵ࢔ーキࣕࢳࢡࢸ 2後 2 ۑ 1

人工知能 2後 2 ۑ 1

ᩘ理ィ⏬と࢔ル3 ࣒ࢬࣜࢦ㺃4前 2 ۑ 1

工学࢔࢙࢘ࢺࣇࢯ 3㺃4前 2 ۑ 1

情報ࢭキュࣜ࢕ࢸ 3㺃4前 2 ۑ 1

タル信ྕฎ理ࢪ࢕ࢹ 3㺃4前 2 ۑ 1

タィ࣒ࢸタルシスࢪ࢕ࢹ 3㺃4前 2 ۑ 1

ㄆ知工学 3㺃4前 2 ۑ 1

知能ࣟࢺࢵ࣎ 3㺃4後 2 ۑ 1

自↛ゝㄒ工学 3㺃4後 2 ۑ 1

ࢢン࢕ࢸコンピューࢺࣇࢯ 3㺃4前 2 ۑ 1

3㺃4前 2 ۑ 1

コンࣃイࣛᵓ成ㄽ 3㺃4後 2 ۑ 1

情報ฎ理࢔࢕ࢹ࣓ࢳル࣐ 3㺃4後 2 ۑ 1

イス࢙ࣇンインター࣐ューࣄ 3㺃4前 2 ۑ 1

タルไᚚㄽࢪ࢕ࢹ 3㺃4後 2 ۑ 1

ションࢡンコンピュータインタ࣐ࣛューࣄ 3㺃4後 2 ۑ 1

3㺃4後 2 ۑ

3後 2 ۑ 1

教職ᐇ㊶₇⩦ 4後 2 ۑ 1

インターンシࣉࢵ, 2前後 1 ۑ 1

インターンシࣉࢵ,, 3前後 1 ۑ 1

インターンシࣉࢵ,,, 4前後 1 ۑ 1

情報工学ᐇ㊶, 3㺃4前後 2 ۑ ව1

情報工学ᐇ㊶,, 3㺃4前後 2 ۑ ව1

情報工学ᐇ㊶,,, 3㺃4前後 2 ۑ ව1

情報工学ᐇ㊶,9 3㺃4前後 2 ۑ ව1

≉ูㅮ⩏, 3㺃4前後 1 ۑ ව1

≉ูㅮ⩏,, 3㺃4前後 1 ۑ ව1

≉ูㅮ⩏,,, 3㺃4前後 1 ۑ ව1

≉ูㅮ⩏,9 3㺃4前後 2 ۑ ව1

≉ูㅮ⩏9 3㺃4前後 2 ۑ ව1

≉ูㅮ⩏9, 3㺃4前後 2 ۑ ව1

教職ᐇ㊶₇⩦ 4後 2 ۑ 1 ව1

4通 2

4通 � ۑ

�0 9� 0 � � 4 ව14

�� 132 0 � � � ව34

専
門
科
目

卒業ㄽᩥ

学位ཪは⛠ྕ 　学士（工学） 学位ཪは学科の分野 　工学関ಀ

ᑠィ（�9科目） 㸫

ーࢼミࢭ

合ィ（�9科目）

情報創㐀工学

情報科教育ἲ$

୪ิ分ᩓฎ理

琉球大学-㻢㻜


